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昨年も書いたのだが、長年お世話になっ
た飲料業界へのお役立ちの意味で、環境問
題を社業とし小売業店頭で資源回収ステー
ションを運営・支援する会社の顧問をはじ
めて 3年。いよいよ本格的な PET ボトル
リサイクルが動き出した感がある。回収
PET ボトルの取り合いとでも言える状況
が、2022 年後半から起こり、行政から購
入する入札価格が倍増するような勢いであ
る。
政府も脱炭素に向けた「国民運動」を起

こすべく予算化し、企業も SDGs 経営に
本腰を入れる環境下、極端な動きがしばら
くは続く可能性が高く、また、海外からの
引き合いも出てきている中、ますますコ
ストアップ要因となることは自明である。

カーボンニュートラル全体の観点からみれ
ば、PET ボトルリサイクルの寄与など知
れているかもしれないが、先行指標として、
今後に向けた技術開発（ケミカルリサイク
ル）やデポジット導入などに取組む必要性
を痛感している。

いよいよ動き出したか！PETボトルリサイクル

青
あ お き

木　重
しげゆき

之
ティーエムエルデ（株）
顧問

時々ネットで食品等の在庫処分激安サイトで買物
しますが、半値は当たり前、8割引等で投げ売りされ
ている商品も少なくありません。もちろん不味くて「こ
れにリピートはないな」と思う商品もありますが、製
造側がせっかく美味しい商品を生み出したのにマー
ケティングで失敗した商品も少なくありません。
例えば冬季限定などの季節限定商品では季節の半

ばが過ぎると投げ売りが始まりますが、エアコンの
効いた室内では季節性も意識せずにそうした商品を
消費します。また○○用などの用途限定でも、めっ
たに作らない料理の限定では買っても困りますが、
案外その他の用途にも幅広く使えて重宝します。こ
れらは限定で首を絞めた事例です。
また、次々に新商品を生み出さねばならないプレッ

シャーに晒されている商品開発側では、流行に敏感
に反応し新製品に活かしますが、流行が一過的で発

売時には流行が収束している場合も少なくありませ
ん。代官山で売れているとか、雑誌でブームとかい
うものですね。リピートの出方を見極めたいです。
この他、原価積み上げで値頃を外してしまった商

品も昨今の消費者はコスパに厳しいですし、若者目
当てに作ったら実は中高年が買っているといったず
れもあります。第一次ベビーブーマー（70歳代）は、
派手好きなおしゃれでグルメなのですよね。
失敗の中に多数の教訓が埋もれています。失敗を

繰り返さない為にも他山の石でこうした商品の売れ
なかった理由を振り返ると興味深いです。

失敗を生むマーケティング

藍
あ い の

野　弘
こういち

一
（株）パスコ
システム事業部　アドバイザー

1　百人百語2023



ワーケーションという言葉をご存じだろ
うか。ワーク（仕事）とバケーション（休
暇）の合成語であり、仕事をしながら休暇
も楽しむ贅沢な働き方だ。

ビッグローブも「ONSEN WORK プロ
グラム」の提供を開始し、ワーケーション
の普及・促進に取り組んでいる。ワーケー
ションのメリットとしては、環境が変わ
る・非日常のワクワク感による創造性やモ
チベーションの向上、チーム間でのコミュ
ニケーションの向上などが挙げられる。

しかし、逆にデメリットや課題として取
り上げられるものも多い。本当に仕事がで
きるのか、費用負担をどうするのか、セキュ
リティ面は大丈夫なのか、適切な人事評価
ができるのか・・などなど挙げていけばキ

リがない。
ワーケーションは新しい働き方へのチャ

レンジである。そこで大切なことは働く人
の気持ちである。どんなに生産性が高まっ
ても、それが働く人の気持ちをマイナスの
方向に向けてしまうとしたら長続きはしな
い。これからの働き方改革は一時的な生産
性の向上ではなく、働く人の思考をプラス
にすることができる働き方改革でなければ
ならない。少し長い目で、プラスの暖かい
気持ちを持って、このチャレンジを見つめ
てみるのも面白いだろう。

ワーケーションと働き方改革

池
いけざわ

澤　聖
さ と し

司
ビッグローブ（株）
コーポレート本部総務部　法務グループ

コロナもようやく落ち着いたのかと思う
中で、今年は生活に関連する多くの商品が
値上がりという状況。景気があまり改善し
ない中での物価高は、健全なインフレでは
なく、引き続きあまり明るくない1年だっ
たのかなあという印象です。
職業柄、ドラッグストアやスーパーの売

り場をよく見ているのですが、原料価格の
高騰の物価高とは違う形で、この何年かで
価格がアップし市場が成長したと感じたも
のもあります。その1つがシャンプーの売
り場です。
何年か前までは700円くらいまでの商品

が中心だった売り場は、1,000円以上の商
品が多数を占め、並ぶ商品、売り場の雰囲
気が様変わりしました。なんだか昔と顔ぶ

れが違うなあ。
何が消費者を変えて受け入れられたの

か、核心的なところは難しいのですが、消
費者の意識と行動の変容が起きて価値と市
場が大きく変わったのは事実だと思います。
こうした、商品力、マーケティングによる
市場の転換での価格の上昇は企業や社会に
とってハッピーなものだと思いますので、
同じ価格上昇でも前向きなものになってい
きますように。
とは言っても、出費できるお財布事情が

最重要であるのですが（笑）。

物価高

有
あ る が

賀　収
おさむ

（株）市場開発研究所
営業企画三部　部長
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「○○ハラ」「○○活」「○○ラ―」や英文
字で3字 4字語等々、高齢者にとっては長
い人生の中で耳目に触れたことのない「日
本語」が、会話だけでなく新聞・テレビ・雑
誌にあふれています。「何のことやら分から
ない」とボヤく彼ら。せめて長年日本に住
んでいる高齢者に通じる程度に工夫して発
信していただけませんか。スマホを辞典代
わりにして、眼鏡をかけ替えて検索している
姿に私は敬意を表しています。
私が「〇ハラ語など80以上もあるそうよ」

と言うと「へぇー」と絶句。これら新日本
語は何処で創られ何所迄広がっていくので
しょう。外国でもこのように年々歳々新語が
誕生しているのでしょうか。短時間で国境を
越えて往来できるようになった今、母国語の

他、現地語も必要ですが、このような新語
氾濫の国でコミュニケーションは執れるので
しょうか。日本語学校や翻訳機はどのように
対処されているか知りたく思っています。
しかし「○○語」は知れば使いやすいで

すね。スマホメールのスタンプのように。多
分「仲間語」なのでしょう。しかしマスコミ
は多用しすぎていませんか？　広告・文筆業
の方、創り過ぎていませんか？　彼らはかな
りのボリュームのある層です。そして「おも
てなし」のできる方たちです。多様化する
社会の潤滑油になれる方たちですから、ご
配慮を。

日々新登場する日本語に困惑する高齢者

石
いしかわ

川　由
ゆ き

紀
生活アドバイザー

最近、小学校高学年の子供たちを見ていて
「心の痛み」をしっかり受け止め、涙を流し、
でも未来を向いて進んでいく…というような
人間本来の情緒的な側面があまり見られなく
なったような気がしてならない。
実際に子供たちの置かれている環境は一昔

前より過酷であり、進む二極化の中で貧困に
喘ぎ、DVやSNSでの中傷に傷つき、ヤング
ケアラーとして重たい日常を支える…そんな
子供たちがかなり増えている。
学校の授業もリモート学習を承認し、更に

教育現場にメタバースを持ち込もうとしてい
て、子供たちのリアルな活動、子供同士のコ
ミュニケーション、子供と教師や地域社会の
人々との交流の場が、コロナ禍の影響もあっ
て目に見えて減って来てしまったことが状況

を更に悪化させている。
人と人が直に触れ合い「痛み」や「喜び」

を共有する…そんな人間的な活動の場が失わ
れている。これは子供に限らず私たち大人の
社会でも起きていることであり、私たちのマー
ケティング活動の、特にコミュニケーション
分野で大きな障壁になっていると感じる。
何故なら、今日のような厳しい時代の中で

生きる人々の、情動を察し情感溢れる情緒的
なアプローチが人の行動を変え、新しい価値
を生み出すという原理はこの先も変わらない
ものと信じているからだ。

大切にしたい身体の痛み・心の痛み

石
いしかわ

川　勉
つとむ

吉祥寺南町わんぱく相撲委員会
会長

3　百人百語2023



明治大学3年生の伊坪ひまりと申します。
最近、授業の帰りに定期券と学生証が

入ったお気に入りのパスケースを無くして
しまいました。駅や交番に電話しても、通っ
た道を折り返しても見つからず、かなり落
ち込みました。社会人の皆さんにとっては
そこまで悲しい出来事ではないかもしれま
せんが、大学生にとって、これら 2つと
大事にしていたパスケースを無くすのは再
発行するにしても大ダメージ。
暗い気持ちで次の日を迎えていたとこ

ろ、マンションのフロントに届いていると
いう電話が。無事に受け取って中身を確認
すると拾ってくださった方の名刺が入って
いました。そこには英語でメッセージが書
かれており、訳すと「駅の近くで拾いまし

た。疑問があったらいつでもこちらに連絡
ください。良い一日を！」とありました。
私はその気遣いと優しさに心から感動しま
した。物を紛失するという悲しい出来事な
のに、むしろ大いに励まされました。
私は誰かの落し物を見つけた時にこうし

た行動がとれるでしょうか。思いやりの気
持ちが確かに人を笑顔にするということを
この身で体感しました。この出来事のおか
げで、自分に出来ることから頑張ろうと今
日も身を奮い立たせて頑張ります。

落し物とメッセージ

伊
い つ ぼ

坪　ひまり
明治大学
経営学部　3年

おかげさまで、ヤクルト1000は今年のヒット商
品になった。私は、発売前はメーカーにいて、発売
後はディーラーに所属している。私見になるが、そ
んな立場から、ヒットの要因を、百人百語の読者に
だけ、こっそりと語ろうと思う。
基本的な商品設計は発売の数年前からできてい

た。もちろん、研究段階のスタートはさらに遡ること
になる。それからの議論が長かった。古い言葉だが、
4P戦略について、研究・開発・生産・物流・マーケティ
ング・営業等の関係部署で、また実務クラス、部門
長クラス、役員クラスといった階層別の会議を何回
繰り返したか。基本方針が決まってからは、本社ス
タッフ、販売会社スタッフ、最終的にはお客様と接
するヤクルトレディまで、それこそ数年かけて商品知
識やセールストーク等の研修を繰り返し行った。地
区限定で販売を開始し、先行地区の成功事例や失敗

事例を共有化しながら、一つ一つ課題を解決して、2
年近くかけて全国展開を行った。
「SNSでバズったから、売れたんだね。ヤクルト

さんラッキーだったね」と軽くコメントする方もいる。
決してそんなことはない。ヒット要因を一言でいえば
「議論と汗の成果プラスSNSの後押し」だと思う。

今後の課題は、商品の安定供給とお客様の継続飲
用。幸い、当社においては飲用開始3か月後の継続
率は80％を大きく超えている。ピークはまだまだ先。
商品の良さを今後も丁寧に伝えて、さらにお客様に
喜んで頂きたい。

ヤクルト 1000 のヒット要因

市
いちかわ

川　英
え い じ

次
MCEI 副理事長
湘南ヤクルト販売（株）
代表取締役社長
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「私達は自由の為に戦っている」ヨーロッ
パ議会でゼレンスキー大統領はこう演説を締
めました。この後会場は総立ちになりました。
先の見えない侵攻の中、「指導者とは自己を売
り正義を買った人間だ」と小林秀雄は言って
いますが、それこそ彼の姿だと思います。私
が若い頃親しんだロシアの詩人プーシキンは、
「精神と才能を持たせて私をロシアなんかに生
まれさせたのは悪魔としか思えない」と嘆き
ました。その後二百年経た現在もロシアは変
わらないのでしょうか。昨年一月、ロシアの
反体制活動家ナワリヌイ氏が暴露した「賄賂
によるプーチン1500億円御殿」報道が、彼
を狂わせたのでしょう。保身の為に多くの犠
牲や影響を顧みず彼は生き残りをかけました。
それに対し、ゼレンスキーは世界各地で「平

和と協調」の思いを語りかけます。イギリス
ではチャーチルの名言「我々は海で戦い、空
で戦い、森の中で、野原で、丘で・・戦い続
けます」を引用し「さらに皆さんの助けをお
借りしたい」と加え連帯を訴えました。日本
に向けては「ウクライナに栄光あれ、日本に
栄光あれ」とのメッセージを寄せました。軍
事力や国土はロシアに劣るとはいえ世界の支
持や共感は絶大です。武器より言葉による戦
いの結果でしょう。改めて政治は言葉、言葉
は力と知らされます。終結に向け無力な私で
すが、彼の言葉に応え、心の支援を続けます。

＠ kotoba

伊
い と う

藤　景
けいいちろう

一郎
伊藤景パック産業（株）
社長

　私は入社後、法人営業を担当して10年目になります。お片付けサービ

スを売り込みながら、セミナーやマンション図面監修、収納コーディネー

ト、商品開発などの仕事を拡大して参りました。そんな中10年目にして、

新しいプロジェクトリーダーを担当することになりました。その内容はお

片付けコンシェルジュがセレクトした収納グッズやアイテムをECサイト

で販売することです。

　最初、何から始めて良いのか全く分からず、まずは展示会に直行。素

人丸出しでメーカーさんや商社さんと取引の交渉を行ってみました。出

会った方たちは皆さんとても優しくて、そんな短時間で構築するのは神

業なので自分たちでできることがあれば相談してください！と。その優し

さに甘えて取引の内容等色々、教えて頂きました。

　そして、どのようにサービスを構築すればよいのかわからず途方にく

れていたら、MCEIの「もしエム」チームのコンサルを受けさせていただ

く機会を頂きました。そのマーケッターさんにたくさんのアドバイスを頂

き、10月10日を「お片付けの日」と制定できたり、戦略も色々たてるこ

とができました。本当に感謝しております。もしエムの皆様に出会えたこ

とで私たちのチームのビジネススキルが格段にあがり、他社様の刺激を

頂くことで、自分たちがいかに甘えているかも、よくわかりました。チー

ム力が高まり、みんな忙しいながらも前向きに楽しく仕事をするようにな

りました。またサイトやSNSを担当してくださったジャーニー様にもと

ても助けて頂き、同じ会社のチームのように親身なご提案にも感謝です。

　新しいプロジェクトは本当にチャレンジばかりで大変ですが、皆様の優

しさに救われ、新しい出会いにも心からワクワクしております。この場を

借りてお礼を申し上げます。

　そして皆様のサポートをここまで受けたからには、「お片付けコンシェ

ルジュSELECT」を絶対に成功させてみます！皆様、引き続き応援よろ

しくお願いします！！

新規プロジェクトを立ち上げてみて得たこと

伊
い つ ぼ

坪　美
み わ

和
インブルーム（株）
整理収納サービス事業部　部長
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今年の 2月、新型コロナウイルスに感
染した。熱が 42度まで上がり、全身が痛
くて叫んだ。今思えば危なかった。何度も
往診に来てくれたかかりつけ医には感謝し
かない。
回復後の話になるが、コロナに感染した

友人らが保険金の申請をしているのをみ
て、生命保険に興味を持った。もともと持
病があり、加入できる保険が限られ、年金
型保険以外は入っていなかった。コロナは
自宅療養でも入院扱いになるため、入院手
当てが出る。自分だけひどく損をした気持
ちになった。今は持病があっても入れる保
険がいくつもあるようで、ネットからいく
つかカタログを取り寄せてみた。つもり
だったが、翌日カタログとともにライフプ

ランを携えた保険のおばちゃんが来た。そ
の瞬間、保険への興味はすっかり失せたが、
うっかり LINE の友達登録をさせられてし
まった。以降、おばちゃんからの熱いメル
マガが届く。なかなかのやり手だ。
結局、保険には入らなかったが、つい最

近、手術をすることになった。健康保険対
象外だが高額医療費制度が使えるようであ
る。コロナは無料で、手術も最低限の出費
で済む。これほど医療制度が整った国で、
保険を売りまくるおばちゃんのたくましさ
を見習いたいものである。

営業は保険のおばちゃんに学べ

遠
えんどう

藤　梨
り え

栄
調査業

コロナ禍で苦境に陥った演奏活動やコン
サートもようやく本格再開か、と思われた今
年、今度は国際紛争という想定外の煽りを食っ
たクラシック音楽界。知人に海外で活躍する
プロ奏者が複数いるが、聞くと今回ほど如実
に「ロシア」が叩かれたことはなかったという。
サマーコンサートの定番だったチャイコフス
キーの「大序曲1812年」がプログラムから
消えた、演奏仲間のロシア人がある日「練習
に来られるのは今日が最後かも」と言い残し
て去り以降音信不通等々、巷のニュースが現
実として響いてきた。一方で、侵攻後数ヶ月間、
コンサートで幾度もウクライナ国歌を演奏し
たので暗譜してしまい、譜面が要らなくなっ
たという笑えないエピソードも漏れ聞いた。
「音楽に国境はない」というのは幻想だった

のか。演奏者や作曲家の前に「不可視の境」
を設け特定の人は門前払い、或いは踏み絵を
しろ、というこの空気、虚しさを通り越して
何か背筋に冷たいものが走る。秋になって3
年ぶりに海外の演奏家が続々来日しているが、
コロナ禍も紛争の収束も不透明な今、日本は
音楽の希求感にこそ敏感になるべきだ。見え
ない「圧」によって門戸を閉ざすような愚挙
を是としないで欲しい。何なら、存続が危ぶ
まれるチャイコフスキーコンクールを日本で
開催！くらいの気概を見せてはどうだろうか。

音楽に国境はあるのか

稲
い な ば

葉　光
みつすけ

亮
（株）ADKマーケティング・ソリューションズ
シニアプロジェクト「今どき☆新シニア研究所」
プロジェクトリーダー
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オルスタは、2018年10月に任意団体として子ども食
堂運営を開始し、2019年12月に法人化と共に事業を拡
大しました。素晴らしい出会いに恵まれて先代の皆さまに
挑戦のチャンスと応援と助け頂き、来年創立5年目を迎
えます。
沢山の感謝と共に、この『ご恩』を社会へ還元するべく、

収益事業の利益を地域活動事業の運営費にあて、社会的
価値（ソーシャルインパクト）の創出に尽くしています。
事業内容は「食」と「健康」と「子育て支援」を主軸

に★医療機関連携事業では、クリニックでの外来栄養指導・
訪問栄養指導・特定保健指導などを担当し、管理栄養士
スタッフ達が活躍しています。★企業連携事業では、生活
やお料理に関わる商品開発・レシピ作成、健康増進に関
わるサービスや企画のアドバイザー /コンサルティング。
★教育・研究事業では、食育研究 /発表などを行いながら、
主に栄養士 /看護師 /保健師の方々向けに勉強会や研修

を実施して参りました。★地域活動事業では、アレルギー
食・宗教食・補完（離乳）食などにも対応した子ども食堂や、
お弁当を届ける宅食サービス、各種お料理教室やワーク
ショップなどを行っています。
5年目は価値観を同じくする皆様と、さらなる共創・連

携の機会を作っていけたらと思っています。子供のころか
ら「受けた『ご恩』は誰かに送るもの」と言われて育って
きました。まだまだヨチヨチ歩きの若い団体ですが「食」
と「健康」と「子育て支援」の領域で、頂いた「ご恩」
を社会に還元して参ります。

恩送りの文化の再構築を

太
お お た

田　旭
あさひ

一般社団法人オルスタ　代表理事
国際栄養士

新宿駅西口地区の再開発がスタートとし
た。世界一の乗降客数の新宿駅の再開発で
ある。10月 2日小田急百貨店本館が閉館
し、ハルクで縮小営業となった。50 年以
上の営業を重ねてきたものの、今の時代、
買物の代替えは何とでもなり、顧客の不便
さや無くなる事の寂しさ等、以前の商業施
設の閉店より呆気なく閉館してしまい、お
客様の混乱もなく今まで通り新宿西口地区
は動いている。一方で工事が始まると街の
風景は大きく変わるだろう。
小田急電鉄＆東京地下鉄主体のビルが

完成後、当社が入居するビルも再開発が
スタートする予定である。全ての完成は
2040 年代で今からは想像できないマー
ケットになっているだろう。

東京の他地区の再開発後は、オフィスビ
ルやホテル等ばかりが目立ち、何処も同じ
ような感じがして街の個性が無くなって
いっている。新宿の再開発は、今のすまし
過ぎない面白いところや万人が楽しめる街
づくりがなど、今の新宿の良さを無くさな
い、独特の街づくりをしていかなければな
らない。どんな新しい街になるのか本当に
出来上がりが楽しみだ。

新宿駅西口地区再開発

大
お お え

江　弘
ひろよし

祥
（株）京王百貨店
営業本部　販売促進部
取締役（販売促進部長委嘱）
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後輩だが私より何代も若い女性が、ある
組織の理事長に抜擢された。前から呼び声
も高くいずれは彼女、と思われていたもの
の、かなりの速さの昇級に、多くの人たち、
特に女性陣から拍手喝采であった。もちろ
ん私も嬉しい。
お祝いの席での彼女の挨拶は、喜びの中

にも強い決意が込められ、今後のこの組織
が発展することを皆と願ったことであっ
た。「---- 若輩でこのような大きい役をい
ただき身にあまる光栄を感じています。役
不足ではございますが、今後ともよろしく
----」
大きなの拍手の中で疑問がわく。えっ！

彼女これで「役不足」とは何といこうこと。
この大役があなたにとって“軽い”とでも

思えるわけ？。
文化庁国語課が明かす。役不足を＜本人

の力量より役目が軽い＞と本来の意味で
理解している人は（2013 年 41.6％）で、
反対の＜重すぎる＞と理解している人は
（同 51.0％）いる。過半数が彼女のように
「重い」と受け止めているのだ。

言葉は変わる。挨拶も心して聞かなけれ
ば誤解を招くことがある、との教訓であっ
た。

その意味どちらですか？

岡
おかはし

橋　葉
よ う こ

子
岡橋マーケティング研究所
所長

コロナ禍は、人々の消費に対する態度を
一変させた。小売業は、ウィズ・コロナ、
アフター・コロナ対応を、コロナ禍前の課
題と対峙しながら取組まなくてはならな
い。それも円安、物価高という新しい環境
の中での対応が求められている。
チェーンストア理論は、商業の工業化で

あり、理想は、無駄を省き、究極は無人化
を推進することにある。チェーン店の戦略
は、既にある何かから「引き算」する力が
武器であった。しかも、我が国では「他社
がやるから、自社もやる」「これまでやっ
たことだから、これからもやる」の横並び
戦略で成長発展したケースが多かった。
しかし、この方法での成功は極めて限定

的になって来た。実際、オーバーストアの

中での同質化競争はもう無理との判断から
であろうか、新しいフォーマットが次々と
生まれ始めている。特に生活関連企業に多
いのだが、他店では買うことの出来ない独
自の商品群を揃え、テーマある品揃えを実
現し、その上で絶えず新たな品群・品目を
提案、売場を変化させる力を発揮して新し
いポジションを確保し始めている。
新たな顧客創造の為には、独自の企画力

やマネジメント力を伸ばす「足し算」の発
想に切替えることが大切な時代だ。

成功の要因を否定して見ませんか

大
おおつか

塚　明
あきら

一般社団法人　全国スーパーマーケット協会
コーネル大学RMPジャパン
プログラムディレクター
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気候危機が生活に迫っている。気温が上
がり、台風や大雨などの災害が激しくなり、
農作物や海産物にも影響を与えている。地
球温暖化に大きな影響を与える、CO2 を
はじめとする温室効果ガスは私たちの経済
活動で増え続けている。人間は地球にとっ
て悪なのか？私たちは自分たちが住む地球
の環境を壊すことしかできないのか？
今、希望を持てるキーワードがある。「ド

ローダウン」温室効果ガスが増加のピーク
から下がり始めることを指す。それを起こ
せる 100 の実現可能な解決策が、世界 70
人の科学者と 120 人のアドバイザーによ
る徹底した研究でまとめられている。例え
ば、「食糧廃棄の削減」。2050 年までに世
界の廃棄量を 50％減らせば、発生するメ

タンガスや CO2 を 26.2 ギガトン減らす
ことができるという研究がある。その期待
効果は 3番目にインパクトが大きい。私
たち一人ひとりができることが確実にあ
る。「何か自分にもできることはないか？」
そう思ったら、ぜひ「ドローダウン」そし
て「リジェネレーション」というキーワー
ドを検索してみるといい。世界の知恵を信
じて、行動を起こすこと。一人ひとりの行
動は決して小さくない。

私たちは気候危機を終わらせることができるか？

越
お ち

智　由
ゆ か こ

香子
MCEI 常務理事
大日本印刷（株）
コーポレートコミュニケーション本部　
副本部長

意図したつもりはなかったが、僕と息子
の名前には「はじめ」という意味の漢字が
入っている。基（はじめ）と一（はじめ）。
はじまるのか、はじめるのか、どちらにな
るのかはケースバイケースだが、どうやら
僕ら親子はゼロ 0からイチ１を作ること
に喜びを感じるらしい。名は体を表す、と
いうことか。
数値の結果として同じ点数や売上であっ

ても、続きからやっているのと、立ち上げ
から始めたのとでは、当然ながら意味合い
もエネルギーの方向も違う。続きからやっ
ていることで重視されるのは効率化された
より良い結果の積み重ねであり、理解を得
やすい。対して、ゼロから作り上げるとい
うことは効率とは無縁の「無駄」、言い換

えれば、社会や人生の余白から生まれるこ
とが多いように感じる。理解されにくいこ
とを続ける信念が必要になるが、その余白
や無駄をしっかり掴む力があるならどこへ
行ってもやり直せる、そんな生きる強さを
息子から感じた。
余白や無駄こそ、人生の醍醐味だと思う。

人のキャラクターは「無駄」でしか語れな
いとさえ思う。僕が生きていた証は数々の
無駄を愉しんでいた写真が後世に語ってく
れるのだろう。

名は体を表す

尾
お だ

田　基
も と ね

根
里山環境保護管理センター
（タイガー（株））
センター長
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毎朝 4 時に起床、自分流の習慣を済ま
せたら 7 時～ 8 時はカフェで自習。何冊
もの書物を何度も読み返しては、マーカー
を引いてメモをする。そして、心に響いた
文章や言葉を自分なりの「解釈」を通して
大学ノートに書き記す。正解のない自問自
答を繰り返し、最後はカフェの“紙ナプキ
ン”へ俳句のように短くまとめる。私が尊
敬する 83 歳現役経営者の日課です。彼は
60 歳で『人生 100 年計画』を立て、70
歳で起業します。人生と経営に正面から向
き合い、雨の日も、風の日も、カフェに通っ
た“紙ナプキン”は、数万枚になりました。
「魅力とは、何だと思いますか？」「私は

ね、“魅力とは与によって生じ求によって
滅す”と、こう思うんですよ。」彼にとっ

て毎日が発見であり、経営は厳しい修行で
あることを実践で教えてくださる。早くに
父を亡くした私にとって彼は心の父であり
人生の師匠となる貴重な存在です。核家族
化やおひとり様にとって、身近なところに
素敵な大人の手本は少なく、会社で良い上
司や先輩に巡り合えれば幸運ですが、非正
規雇用や個人事業主では、頼れる先輩は非
常に少ない。こういう時代だからこそ、身
近な他人と深く関わり素敵な「生き様」を
子ども達と共有したいと思うのです。

生き様を

小
お の

野　祐
ゆ き か

紀香
Trust Inc.
CEO

マスク着用が続いている。相手の表情が
読み取れず、話がみえづらいことが多々あ
る。
コミュニケーションは言葉が基本だが、

場の雰囲気を読み取ることや、五感を働か
せて「お互い察しし合うこと」が大きな役
割を果たしているのである。
併せて、若年層の気になること。
・�幼稚園：職員の表情や話をつかみ取れず、
活動に入れない子や、子供同士のけんか
が頻発。

・�小中学校：休校・黙食・行事なしが、不
登校・いじめの増加につながっている。

・�大学：オンライン授業が、雑多な人々と
の対面での交流を希薄にしている。

　成長期のこれらの経験が、社会に出てか
ら及ぼす影響について大きな不安を感じ
る。
一方若手社会人から、リモート勤務の中

で上司や先輩から叱られない「ゆるい職場」
への不満、それに伴う「今の職場では成長
できない」「別の職場では適用できない」
などの危機感を抱く声が増えてきたとのこ
と。この集団こそ今後の社会の成長をリー
ドするのであり、大いに期待したい。

対話力低下への備え

小
お の

野　敏
としひろ

博
MCEI 東京支部
常任顧問
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加齢と体力は反比例、体力と気力は正比
例、というのが一般的な関係性かと思いま
す。年齢を重ねるごとに、身体のパーツパー
ツに不具合が生じてくるのは仕方がないと
して、残念ながらどれも交換がきかないの
で、壊れかけのパーツをいたわりながら、
騙しだまし一緒にゴールに向けて、歩んで
行くしかないようですね。
体力の低下は避けられないとして、体力

の低下に合わせて、気力の低下も感じるよ
うになってきた今日この頃です。まるで長
年使ってきた携帯電話のバッテリーのよう
に、持続時間が年々短くなり、十分に休息
充電したはずでも、なぜか気力を持続でき
る時間が短くなってきているのを痛感しま
す。そのような中、燃えるような情熱は無

理としても、穏やかな情熱をずっと持ち続
けることが出来れば良いですね。人生百年
時代を見据え、これから先、新たな価値観
とチャレンジ精神を持ち続けることが出来
れば、人生良しとしましょう。

加齢と体力と気力と

面
おもたに

谷　勝
か つ み

己
オーガニック・マーケティング・アソシエイト
代表

コロナ禍で外食や集まりに出なくなり、
それが当たり前になっていましたが、今年
は秋ごろから実際に会う機会が増えまし
た。自粛中に知り合った人はSNSがスター
トで、好きなことは同じだけれど、顔はも
ちろん仕事や年齢も知らない人ばかり。会
うことはないだろうと思いながら交流して
いた人たちと会うのは、とても新鮮でした。
正直どんな人が来るのか、緊張もしました
が、SNS の印象と全く違った！という人
はいなくて、今までの印象に顔や年齢や仕
事など新たな情報が＋されたという感じ。
コロナ前は、まずは年齢や肩書や顔がわ

かっていて、あとから話して中身を知って
いくという順番でしたが、それが逆になっ
たことで、より自分と感覚が近い人を見つ

けやすくなったように思います。
とはいえ自分から「集まりましょう」と

声をかけることは全然できなくて、誘って
もらい、その場に出かけていくのが精いっ
ぱいでした。自分からそういう場を作るこ
とができるようになったら、もっと世界が
広がるような気がします。コロナが落ち着
いたらね、と話しているうちに好きなこと
が変わったり、健康上の問題や家族の問題
が起きたりで、会うことが難しくなってし
まった人もいるので、来年は先延ばしにし
ないで動いてみようと思っています。

人との出会い方が変わった 2022 年

小
お の づ か

野塚　美
み さ

佐
インブルーム（株）
子育て応援事業部
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　世の中は目まぐるしく移り変わり、自分を取
り巻く環境の変化も加速している。IT技術の
進歩は、めざましく、ワールドカップでも前大
会から導入されたビデオアシスタントレフリー
（VAR）による1ミリの奇跡には、度肝を抜か
れた。止まることのない時を止めて、巻き戻し、
あの瞬間についた勝負の分かれ目。時の流れ
は、無常ともいえるが、IT技術もまた、同じ
かもしれない。
　一期一会。人との出会いは一生で一度きり
だと思って大切にすべきという茶道に由来す
る言葉だ。目まぐるしく環境が変わる中で、
どこにいてもネットでつながり、世界はどん
どん小さくなっている。今年は、宇宙の話題
も多かった。そんな時代だからか、一期一会。
この言葉の重みを感じる。

　近頃は、一生に出会える人の数はむしろ限
られていて、必然なのではと思うことが多い。
縁。いつ、どこで、誰と出会うのか。どんな
ことが起きるのか。自分が経験できたこと、し
てきたことはかけがえのない思い出に変わる。
　今回は、こうして時について考える機会を
与えていただいた。これも、縁、出会いの延
長線上にある。人は幾度、自分の人生を振り
返るだろう。慌ただしく流れる時のなかで、
振り返ることは容易ではないが、思い出に浸
る時間ぐらいは、ゆったりと流れるようにした
いものだ。

止まることのない時を止めて

加
か と う

藤　真
ま ゆ み

由美
東京販売士協会
キャリアコンサルタント

日本橋川上空の首都高速道路は、都心部
の渋滞解消のため、1964 年の東京オリン
ピック前に建設され、1963 年の開通から
半世紀以上が経過しました。
長く議論され、待ち望まれてきた首都高

日本橋地区地下化事業は、2019 年 10 月
に都市計画決定、2020 年 4月に都市計画
事業認可を取得、2021 年 4月に準備工事
がスタートしました。
現在は準備工事の「出入口撤去工事」と

「地下埋設物移設」に着手されています。
当社の近所でも「地下埋設物試掘および
ボーリング調査工事」が、首都高速道路
（株）（工事業者：鹿島建設（株））によっ
て 2022 年 4月から行われています。
工事の流れとしては、開削トンネル工事

（河川内工事、シールドトンネル工事、擁
壁工事、高架橋工事）が 2035 年完成、日
本橋川上空の高架橋の撤去工事が 18年後
の 2040 年完成の予定です。
日本橋川沿いの五地区、および常盤橋地

区の再開発事業が同時に進められており、
連携した事業推進が行われています。
この工事完成後は、日本橋川の景観が一

歩向上すると思われますので、地元として
は、街のにぎわいなど日本橋のさらなる発
展に期待したいところです。

首都高日本橋地区地下化事業について

柏
かしわばら

原　孫
ま ご ざ え も ん

左衛門
（株）黒江屋
取締役社長
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一点の雲なくまばゆく広がる
　光ばかりの明るき無窮の空
　一点の陰なく山上に広がる
　　青さばかりの澄みし無限の空
　　日本晴れ、快晴好天気の
　　　爽やかな秋の光明紺碧の空

一点の翳りなき「無心」に漲る
　光そのものの明るき無窮の宇宙
　一点の邪心なき「心根」に広がる
　　紺青無垢の澄みし無限の宇宙
　　日本晴れ、心魂全開放の
　　　爽やかな人の純粋清浄の宇宙

一点の雲なき光ばかりの
　空海求法の大日如来の世界

　一点の陰なき青さばかりの
　　最澄求法の瑠璃光如来の世界

　　日本晴れ、古来日本固有の
　　　悟りの境地に映る涅槃の世界

日本晴れ

神
かみなが

長　善
ぜ ん じ

次
（株）東ハト　監査役
（株）不二家　取締役

　企業のサイバー攻撃に対するソリューションが多様化
している。自社や取引先がサイバー攻撃を受けた際の損
害賠償や調査費用の負担に関する契約面でのコンサル
ティング。サイバーインシデントにより生じた第三者への
損害賠償責任、事故時に発生する費用、さらには自社の
喪失利益まで補償するサイバーセキュリティ保険。システ
ムがハッキングされる経路を見つけ事前に対応するため
の脆弱性診断や侵入テスト、などが代表的なサービスと
言えるだろう。
　一方で、日本企業のサイバー攻撃への対策が遅れてい
ることも事実だ。企業側は個人情報やクレジットカード情
報をはじめとした決済情報を扱う場合は、大企業に限ら
ず中小企業であっても体制構築や対応策の実施は急務と
なっている。
　ではサイバー攻撃を受けたらどのような被害が想定さ
れるのか、という質問をよくいただく。JNSA調べによる

と情報漏洩時の平均損害賠償額は6億3,767万円、経済
産業省によると上場企業の純利益損失は平均21%、株価
下落は50日間で平均10％の損失というデータがある。
　しかしながら一番大きなインパクトは企業ブランドの損
失ではないかと考えている。一度サイバー攻撃を受けて
しまうと本来は被害者なのに、まるで社会的には加害者
のような扱いを受けてしまう。
　DXやweb3.0の普及によりサイバーリスクはますます
深刻化していくことが予想される。当社はサイバーセキュ
リティやAI専門のプロフェッショナル集団として、一件
でも多く、こうしたインシデントを防ぐことでニッポンブ
ランドの復権に貢献していきたいと考えている。

ブランドセキュリティーとサイバーリスク

鎌
か ま た

田　光
こういちろう

一郎
Librus（株）
代表取締役
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　パーソナルスタイリストとして 20 年間、延べ 3 万
人の方々の自己表現の機会に立ち会わせて頂きまし
た。ファッションを通して、ひとり1 人の想いに寄り
添い流行や周りに流されることなく「自分にムリをし
ないライフスタイル（働き方、暮らし方、生き方）で

『魅力』を整え『自信』に繋げる」ことをお手伝いし
て来た中で、今こそ「エシカルファッション」という
考え方が大切な時代だと気付くことができました。
　私が考える「エシカルファッション」とは「自分を
大切にすること。自分で happy を作る方法を知って
いること」をかたちで表現する知恵と在り方です。
　頑張りすぎてしまう女性（特にママ）は知らず知
らずのうちに自分をおろそかにしてしまいがち。そ
うするとストレス解消から安価な服を大量に購入し
たり、食生活や生活習慣の乱れにも繋がってしまう。
女性は誰でも「誰かの為に、役に立ちたい」という

気持ちを、母性愛と共に持ち合わせています。自分
を大切にするためにも「happy でいる方法」として
お気に入りの服を着て、おしゃれを楽しむ気持ちを
持つことを提案したい。
　極端に安価な服には生産プロセスの中に『闇』が
あることも十分考えられます。過酷な労働条件の中、
同世代の女性が働いていることも知って欲しい。そ
の方たちのためにも、『選ぶ服』は「買って飽きたら
捨てる」をそろそろ卒業しましょう。服を選ぶことで、
結果自分を大切に happy にさせる
ことができるはずです。

エシカルファッションと働く女性

キムラ　サオリ
（株）NATURE 代表
パーソナルライフスタイリスト®

今年を振り返ると感染対策に気を付けつつ
も、入国制限の緩和が後押しし、ポストコロ
ナ社会が一気に加速した年だった。

コロナ禍で生じた暮らしの変化は、ポスト
コロナ時代に求める旅行・観光需要にも影
響している。今年の日経トレンディのヒット
商品ランキングでも話題となったキーワー
ド「睡眠」は旅行・観光業界でも注目が高
まっている。というのも、海外の旅行業界
で今、Sleep Tourism といわれる分野があ
るというのだ。CNN では“Rise of Sleep 
Tourism”として、ニューヨークの睡眠向
上のためのスイートルームや、ロンドンの
Sleep concierge というサービスが取り上げ
られていた。

実は当社でも高まる睡眠市場に向けて異業

種 3 社連携の目覚めに特化した睡眠改善プ
ランを企画。おうち時間が多くなったことで、
日々の暮らしの質向上や身体や心の健康を大
切にしたいニーズは世界共通だと感じた。

異業種つながりで、今年はもしエム【もし
も MCEI がマーケティングの力で企業課題
を解決してみたら】と題した、MCEI マーケ
ターが企業のお悩みを解決するプロジェクト
に挑戦。異業種ならではのマーケターの意見
が飛び交う内容の濃いプロジェクトの様子を
MCEI の Twitter や note でも紹介しているの
で、ぜひチェックしてみてください！

ポストコロナ時代の異業種のつながり

川
かわしま

嶋　慶
け い こ

子
（株）京王プラザホテル
営業戦略室　企画広報
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「風の時代」という言葉をご存知ですか。占星術
を嗜む友からの聞きかじりで私も詳しくはないのです
が、曰く、我々は約200年続いた「土の時代」を終え、
新たな時代に入ろうとしているのだとか。土の時代を
象徴するのは『目に見えるもの』で、お金、権力、物
質ナド。一方、風の時代は、心、情報、知性、多様性
…。おや、どうも近頃よく聞くキーワードが当てはま
りそうですね。
「風の時代」と初めて聞いたのは確か2021年。「風

通しが良くなる時代がくる！」と、メディアで小さな
ブームが起きていました。けれど、その後のコロナ禍
で不安がもたげる日々が続くと話題にすることもなく
なり、いつしかそのこと自体を忘れておりました。
ところが11月。にわかに「風」を受けた便りが届

きだしたのです。コロナ中の学習が形になった、蒔き
続けた種から芽が出た、新たな舞台に立つ、と次々と。

しかも、ついぞ音沙汰がなかったところから急に風が
吹き込んで、私自身は相変わらず自分以外のことに忙
殺されていたけれど、永らく向きを変えないままの私
の風見鶏もくるくると回りだす心地がしました。きわ
めつけは、毎週聴くラジオのパーソナリティが「皆さ
ん、覚えていますか。風の時代のことを。来週はその
話をします」と語りかけてくるではありませんか。
もうこれは、風を信じるしかない。
皆様も、この話に感じるところがあったなら、良い

風に吹かれる兆しかもしれません。ちょうどこの文章
を書いている今、日本代表がクロアチア相手に死闘を
繰り広げています。8強入りに手応えがあるなんてす
ごい！新たな時代の風、やはり吹いてますね。

風に吹かれて生きよう

功
く り き

力　聖
しょうこ

子
日本橋経済新聞　記者

今年の 2月 24日に無謀で愚かな戦争を
始めたロシアだが、その理由については未
だに明確な回答は得られていない。名目上
はロシア国民を開放するためとなっている
が、実際は領土の拡大と最近ウクライナ東
部で見つかったレアメタル資源の確保とい
う説もある。その一方でロシアは資源大国
で、それ以上何を望むのだろうかと不思議
に感じることも。
プーチン氏と彼が率いる統一ロシアの政

治家の無限の欲望が原因の一つと言える
が、原始的な資本主義に近い状態だ。特に
軍や警察などの治安維持組織が収賄で腐敗
しており、暴走気味になっている。その暴
走を止められない国民にも責任はあるかも
しれないが、長年にわたる弾圧で反対勢力

の戦意喪失の部分も考慮しなければならな
い。
スターウォーズでお馴染みの独裁者の悪

夢が現実のものになるとは夢にも思ってい
なかったが、実際に起きてしまった。そう
いう意味で中国も危険な存在と言わざるを
得ない。今回の悲劇の結末はロシアの崩壊
が最も確実なシナリオに思えるが、どんな
形になるのか我々は見守るしかない。その
結果で世界が少しでも平和になって、経済
活動や人々の幸せが優先される世の中に
なって欲しい。

資源の呪い

クラコフ　セバ
（株）ロッテ
グローバル本部
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私が19歳の時（1980年代）、大学に入学。勉
強もそこそこに、休講になれば「ぴあ」でチェック
した名画座でオードリー・ヘプバーンに心酔、仲間
たちとテニスに明け暮れ、週末はヨットで潮にまみ
れていた。
大正13年生まれの父は学生だった19歳の誕生

日（1944年12月）に召集令状が届き、北支へ派
兵された。最前線に出る部隊だったが、病に倒れた
父は退院後、士官の使い走りをさせられたおかげで
九死に一生を得た。
終戦を迎え帰国のため貨車での移動中、父は席

を代わってほしいと頼まれ、別の車両に移った。父
が元、座っていた背嚢の下に手榴弾が仕掛けられて
いて、それが暴発した。席を譲ったために父は命拾
いをしたが、代わって欲しいと頼みにきた人は気の
毒だった。

私が20歳だった時、雑誌の取材で渡米した。ボ
ストン茶会事件のあった公園で老婦人からいきなり
襟首を掴まれた。聞き取れたのは「日本」「パールハー
バー」「息子」「死」。心の痛みは消えないのだと身
に染みた。
戦争について決して語らなかった父が90歳を過

ぎて急に「戦争はいかん、絶対にいかん」と語り始
めた。最後に子、孫に伝えたかったのかもしれない。
今も戦争はある。紛争も各地である。人々が一

番考えなければならないのはどうしたら戦争が終わ
り、二度と起きない社会を作れるか、だと信じてい
る。

「父の戦争　娘の戦争」

高
こうやま

山みな子
こ

勝海舟玄孫
著述業

ヤクルトの村上、ロッテの佐々木、やっ
ぱりエンゼルスの大谷。漫画の世界の話を、
次々と実現してくれるすごい選手が、よく
もまぁこんなに現れますね。（当然に会っ
たことも、ましてはしゃべったこともない
ですが…）3人とも、えらく真面目そうで、
吸収力があって、人間力が半端じゃない！
感じがします。このあたりが、異次元アス
リートの共通項なのでしょうか？誰かが、
プーチン大統領にこの 3人の爪の垢を煎
じて飲ませてあげて欲しいです。政情不安
（この先もどうなることやら）がトリガー
となった物価高・エネルギ―高・食糧難…
この先の景気には何ひとつ良い材料が見当
たらないですね。国際平和の舞台でも、漫
画のようなスーパーヒーローが誕生してく

れると良いのですが。とにかく、2023 年
は昨年よりも少しでも世界が良い方向に変
わり、希望の光を見出す一年になることを
切望してやみません。二人の子供の寝顔を
見るたびに将来が不安になる…こんな状態
が早く終わって欲しい！そのために、少し
でも何か自分にできることを考え、寛容さ
を持ち続ける 1年にしたいと思います。

スーパーヒーロー来たれ！

後
ご と う

藤　昭
あきひと

人
（株）ハルメク・エイジマーケティング
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今年は、やっとコロナ前の日常に戻れる兆しを感
じて、来年からは明るく伸び伸びと、と思っていま
したが、経済は失速しそうで、簡単にいい状況には
ならないのかなと考える、年末です。
私が、感じた今年の大きな出来事は、なんと言っ

てもNFT「Nouns」の存在ですかね。今年になって、
さらにNFTという言葉を聞くようになり、ブロック
チェーンに踏み込むことはなかった私ですが、避け
て通れないと、ついに感じた年でした。
「Nouns」は、自動で生成されるNFTが毎日オー

クションされてDAOにお金（FT）が入る、という
Web上の仕組。みんなが所有する大金をNFT所
有者たちで使い道を決めて、と、なんともこれまで
の常識では理解できない出来事が現実に起こってい
ます。その世界は、それも現実、リアルな世界も現
実、という複雑というか広大というか、目に見えて

いる世界だけでない世界は存在するのだという事実
です。
そして、コロナがあってリモートでの仕事が定着

し、これからの働き方は、会社に拘束された働き方
だけでないことを多くの人が考えたと思います。私
も会社の経営者として、これまでと次元の違う革新
が起こることに対して恐怖と期待で一杯です。
1995 年からインターネットに接してきて、

web2.0型のソーシャルアイドルである「notall」を
創り、共創を超えた、次世代web3.0で、分散型自
律組織の時代となった時に、会社はどうなるのか、
楽しみは尽きません！

新しい時代web3「DAO」を感じた年でした！

頃
ころすえ

末　敬
たかし

（株）ワロップ放送局
代表取締役社長

通園バスに園児が取り残されて亡くなると
いう痛ましい事故が相次いだ。各自治体の調
査でも同様なヒヤリハット事例が多々あるとい
うからゾッとする。
マスコミは、国の安全基準がない、通園バ

スの安全マニュアルがないと報じるが、マニュ
アルを作っても、それで何かが変わることな
どないことは現場が一番よく知っている。
TVでは園児にクラクションを鳴らせと教え

る園を紹介していたが、バスに取り残されるこ
とを前提とするのは間違いである。事故を起
こした園の登園管理システムでは女児が登園
したことになっていた。たとえセンサーをつけ、
通報しても、それを確認し、対処しなければ、
どんな設備・システムも意味をなさない。幼
稚園の実情を考えれば、簡単で誰でもすぐに

でき、低コストかつ完璧な仕組が求められる。
アメリカにはバスのエンジンを切るとブ

ザーが鳴り、最後部にあるスイッチを押さな
いと解除されない仕組があるという。半世紀
以上前、指の切断事故が多発したプレス工場
が採用した両手でボタンを押さないと機械が
作動しない仕組＝フールプルーフ（バカよけ）
と同じである。
技術は進歩しても知恵が退化する、そんな

時代には現場の知恵・改善とは何かを教えて
くれるオールド IEの素養が重要だろう。温故
知新。

温故知新

小
こ ま つ ざ き

松崎　雅
まさはる

晴
（株）エム・ビィ・アイ
代表
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この 30年間に駅のホームにはドアが設
置され、ブザーが発車サイン音に変更さ
れた。一方、65 歳以上の割合は 1990 年
の 12% から、2020 年は 29% まで上昇。
2040 年に 38% となる。身体障害者も
1991 年の 272 万人から 2019 年は 436
万人に増加。ハード面のバリアフリー・ユ
ニバーサルデザインは浸透したが、駆け込
み乗車はむしろ増加する印象だ。
脳は否定文を理解できないとも言われ

る。「駆け込み乗車をするな」という言葉
が逆に誘発している可能性すらある。課題
が解決しないアナウンスよりも、安易に駆
け込む人の行動変容を期待して「ホーム・
通路では前を向いて歩く」ことを肯定して
伝える必要がある。

身勝手な行動は弱者・健常者へのバリア
になる。車両事故とは異なり重傷や死亡は
少ないが、歩行時の外傷でも介護や認知症
のリスクが高まる。あらゆる人の社会参加
を実現するには移動の自由と安全の確保は
重要だ。この観点で発車サイン音やアナウ
ンスを見直し、交通機関は利用者中心の移
動体験を新たに再デザインすることが不可
欠だ。利用者の暮らしの向上を目指して、
高齢化する社会の持続可能性を高めること
が「世間よし」である。

失われた 30年。移動体験の再デザインを

佐
さ が み

上　徹
とおる

医師・労働衛生コンサルタント

コロナ禍は「オフィス不要論」を生み出
しましたが、近頃はオフィスは必要である
という意見が盛り上がりを見せています。

しかし私は、その理由として挙げられる
「偶然の出会い」という要素は、実はオフィ
スでなくても代替可能であると考えます。
オフィスに出向くよりも、多様な人が集ま
る交流コミュニティ（MCEI のような）に
参加することのほうが「タイパ」が良いか
もしれません。

私が考えるオフィスが欠かせない理由
は「非言語コミュニケーション」です。活
発にリズム良くアイデアを出し合う議論に
は、相手の一挙一動をみながら、今の発言
の裏にある想いはどこにあるかなどの感情
に関する情報を得る必要があるからです。

しかし逆に言えば、この要素をなんらかデ
ジタル的に補完できるならオフィスは不要
になるのかもしれません。

オフィスというモノにこだわらず、オ
フィスに求められる価値（コト）に注目し、
オフィスに代わる新たなモノの市場を生み
出すことこそが、オフィス業界のプレー
ヤーが持続的に成長する道なのではないか
と考えるこの頃です。

「なくす」ことを考えることで生まれる発明

坂
さかもと

本　崇
たかひろ

博
MCEI 理事
コクヨ（株）
働き方改革プロジェクトアドバイザー
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「人の家を片付けようなんて、変わって
ますね」
私達インブルームのお片付けコンシェ

ルジュ®にとって、それは誉め言葉。「さ
あ！どうお片付けしようか！？」と思う事
お客様宅で張り切る毎日。そんな時、好き
なことを仕事にできる幸せをしみじみ感じ
る。個人でお片付けをお仕事にする方が多
い中、整理収納事業を会社として立ち上げ
てくださった野村社長に心から感謝してい
る。
私がお片付けを好きになったのは母の影

響が大きいと分析する。お料理や手芸が得
意な家庭的な人だが、お片付けは大の苦手。
そんな母に代わり、家の中を整えることが
遊びになっていた。試験前夜に模様替えを

して現実逃避をしていた学生時代、設計士
になろうと決めた。その後、ゼネコン企画
設計室でマンションの間取り設計を担当し
てきた。その経験が、今活かせている事も
幸せを感じでいる。
整理収納サービスを立ち上げて 15年の

インブルームが満を持して新サービスを始
動する 2023 年。益々、「好きを仕事に」
を全うできる自分でありたい。

「好き」を仕事にするということ

篠
しのはら

原　清
き よ こ

子
インブルーム（株）
営業企画部　マネージャー

「前職はブラック企業でしたか？」
転職の理由は数えきれないほど質問されて

きたが、高校生はブラック企業の質問も好き
である。職種よりもブラック企業か否かを仕
事選びの最優先事項にしている生徒もいる。
私が仕事をしている時間だけみれば、前職

も現職もホワイトとはいえないだろう。しか
し、授業の改善や進路指導など、生徒にベク
トルが向いた仕事に時間がかかっても不満は
少ない（別の不満は山ほどあるが…）。むしろ、
時間が制限されれば、授業の質の低下や自己
成長の鈍化といった不満や不安を感じてしま
う。
前職時代、睡眠時間を削って作成した提案

書を夕方の打ち合わせで上司に見せたらボロ
クソに言われ、「俺なら明日の朝までに作り

直すけどな」という捨て台詞に何も言い返せ
ず、徹夜で提案書を作り直したこともあった。
現在となっては幾多の経験が成長の糧となっ
ている。
勿論、ブラックな働き方を推奨したいわけ

ではない。ただ、生徒には仕事の本質や自己
成長について考える問いは投げかけるよう心
がけている。
試行錯誤の毎日だが、私が関わった生徒が

数年後、数十年後、どのような仕事をして“働
き方”についてどのように語るのか、現職の
楽しみの1つである。

高校生の職業観

佐
さ と う

藤　紘
こ う じ

司
茨城県立高等学校
教諭
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この数年、改めてつくづく思うことがあ
ります。行動が重要ということ。

様々な場面で成果を上げるために行動し
続けるとおもいもよらなかったご縁がつな
がったりする。この瞬間は楽しいですよね。
この感覚は誰もが経験していることではな
いでしょうか。

しかし、人間は怠け者の為、今日は休ん
で明日から行動しようと思ったりする。そ
こが勝負の分かれ道。また、誰でも 1 日
は 24 時間で平等ですが、結果は大きく
違っています。

そう考えると、マーケティングにかかわ
る人間としてもっともっと行動していく必
要があります。なぜなら、成果を上げてい
る方は行動をして大きな失敗もしていると

思うからです。世の中、成功に注目しがち
ですので。今後、もっともっと MCEI の
会員として行動して、世の中に価値を提供
していきます。

最後に個人的にリアルでお会いしてお互
いの熱量を感じながら仕事をするのが好き
です。一緒に行動していきましょう！

行動

嶋
し ま じ

司　貴
たかひろ

裕
MCEI 理事

（株）TVC
常務取締役

どんな商品にも作られた理由があリます。理
由が需要と一致すれば、商品は売れます。定番
化すれば、模倣品の登場もあり得ます。
模倣品は、往々にして低価格で勝負を挑んで

きます。品質や意匠に大差がなければ、充分に
分もあります。
模倣品の流通が市場を活性化してくれること

もありますから、その存在を否定は致しません。
然し乍ら、本物を凌駕する模倣品は戴けません。
過去に、呉服の販促計画立案の依頼を戴い

たことがありました。大量生産と素材調整に
よって低価格を実現した商品です。私は、この
機会に老舗呉服店のご主人からお聞きした話
を、今でも仕事の指針としております。
「売るだけが、私たちの仕事ではありません。
作り手を守ることも、私たちの仕事です」

作り手によって受け継がれた本物には、永い
歳月をかけて磨かれた美や技が宿っています。
本物を模倣するのは簡単ですが、本物を生み出
した力を模倣するのは簡単ではありません。そ
の力が絶えてしまえば、再興は容易ではありま
せん。模倣品も手本を失うことになります。
たとえ効率的でなくとも、作り手を守ること

を心掛ければ、本物の価値を、残し、生かし、
育て、利を継続する仕事となるのです。

作り手を守る仕事

嶋
しまさき

崎　琢
た く や

也
（株）スパート　経営戦略部
代表取締役
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いす 1GP をご存知だろうか？商店街をせ
き止め、キャスター付きの事務イスで、公
道を爆走する町おこしで始まったイベント
です。なんと、全国各地で開催され、海外
メディアの掲載や、海外レースもあるほど！
今年は各地で復活して、全米紙 usa today
でも取り上げられています。おバカなこと
を大のオトナがマジで取り組む楽しさは伝
播していきますね。SNS や動画も多いので
是非検索して見てください。そして参加し
てみてください。地元の企業や若者が一緒
になって取り組み、町の賑わいを取り戻そ
うとする活動と、「イスが壊れるか？己が壊
れるか？」と言われるシュールなレースの
ギャップが最高です。イノベーションは「よ
そ者・若者・バカ者」からを体現するイベ

ントにぜひご注目ください！！
最後に、MCEI の SNS 活性化で始まった

プロジェクト「もしエム」もぜひチェック
してみてくださいね。
「も」っと MCEI を楽しみたい人はぜひ！
「し」っかりと、SNS 発信の
「エ」ッセンスを実践から学べる
「ム」っちゃ意義深い活動です。

コロナ禍で止まっていた「いすｰ 1グランプリ」が復活の兆し！

城
し ろ ま

間　健
けんいちろう

市郎
コクヨ（株）
KOKUYO いす 1 レーシング監督

三越の源流で江戸・日本橋に 1673 年に
開業した呉服店「越後屋」。その商法は斬
新だった。創業者の三井高利は得意先に商
品を持ち込むのが通常のところ、店頭で売
る「店前（たなさき）売り」を導入した。
あらかじめ高値を設定し、値引き交渉前提
で売るのではなく、「現金掛け値なし」の
定価を設定し、現金払いによる商売も始め
た。
それは元禄期の少し前のこと。消費の主

役が大名や武士から町人に移りつつあった
時期だった。越後屋の登場により、目利き
や値引き交渉ができない庶民でも、呉服を
納得して買うことができるようになった。
越後屋の誕生と同様に、実は小売業の世

界では「3」のつく年に新しいビジネスが

誕生している。顧客が自ら商品を選び、レ
ジで精算するセルフサービス。果物商を営
んでいた紀ノ国屋が東京・青山で導入した
のも 1953 年だ。日本初のアウトレット
モールの開業は 1993年。新型コロナウイ
ルスの影響が残り、物価高が続くなか、果
たして2023年はどんな新しい小売りビジ
ネスが誕生するだろうか。

新しいビジネスの登場を期待！

白
しろとり

鳥　和
か ず お

生
日本経済新聞社
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6月より3年半在籍した開発部を離れ、営
業部へ移動となりました。開発部で熟考を重
ねて作り上げた野心的な製品を市場に試験
投入した後、軌道に乗せるための活動を主任
務とした営業復帰でした。
しかし物事はそう思惑通りに運ばないも

の。時を同じくして「重要なお客様との接点」
であるお客様サービスの担当2名が同時に
職場を離れると言う異例の状況が発生してし
まいました。
電話を受ける「カスタマーサービス」は、

一旦お客様より受け止めた事案を各現場に
回して正確に回答する事が基本ですが、直営
店にあるサービスカウンターでは製品品質の
相談、新製品の要望、製品の修理（或いは
修理受付）まで、実に多様な案件にその場で

対応しなければなりません。40年前の入社
時、まず直営店に配属されてお客様サービス
を担当。時が流れ、営業を経て開発部に移っ
てからも週に1日は店頭に立ち、お客様の声
を伺って来た自分に白羽の矢が当った次第で
す。最初は時間的な自由が利かなくなる事に
抵抗を感じはしましたが、良く考えて見れば
とても良い新製品の販促や開発指針のリサー
チが出来ると思い直しました。10年程MCEI
で勉強させて頂いたマーケティングの知識、
感覚は、まだこれから暫く役に立ちそうです。

初心に帰る秋

関
せき

　昌
まさひろ

弘
（株）カトー
営業部

私の知人で東京都の離島・神津島に住ん
でいる人がいる。彼は廃棄物や島に漂着し
た物を修理し、新たな命を吹き込み再利用
することを生き甲斐にしている。さらには、
再起した物を売る訳でもなく必要とする人
に提供するのだから、徹底的なリサイクル
推進者として私は頼りにしつつ尊敬してい
る。
物を作るにも焼却するにもエネルギーを

必要としCO2 の排出につながるのだから、
再利用する事は最小限のCO2 排出となる
ことに間違いはない。
先日は漂着した 2人乗りカヤックの修

理を進めていた。岩にぶつかり穴が開いて
いたのだが、持ち前の創造力でその穴を塞
ぎ、観光に来た人を連れ綺麗な海に出る楽

しさを経験して欲しいと話していた。決し
て自己満足のリサイクルではなく、リサイ
クルの大切さも伝えたい行動なのではない
だろうか。重要なことは、「廃棄物」－「再
起の想像力」－「活用方法」が明確でなく
てはならないことだ。
2050 年までのカーボンニュートラルに

向け、2030 年までのカーボンハーフをど
のように行動しクリアするようになるの
か、他人ごとと思わず個人個人が具体的に
考えなくてはならない時期にきていると思
う。

尊敬するリサイクル推進者

菅
す が の

野　潔
きよし

（株）興栄社
代表取締役
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2022 年も数多くの著名人が亡くなっ
た。見返していて、この方も今年だったか
…と、もっと昔だと錯覚していたことに気
付くくらい、あまりにも多くの方が亡く
なった。特に象徴的なのは、8月に亡くなっ
たゴルバチョフ氏と、9月に亡くなったエ
リザベス女王だ。21世紀に入ってもう 20
年以上経過しているのに、自分はまだ無意
識のうちに 20世紀の延長線上を生きてい
て、その延長がもう終わるのだと思い知ら
された。
自分のベースは 20世紀に形作られてい

る。そう思って生きてきたが、改めて振り
返ってみれば、実は既に 21世紀を生きた
時間が、20 世紀を生きた時間を上回って
いた。私自身はもう「21 世紀人」になっ

ていた。私より若い皆さんはもっと早く、
21世紀を生きた時間が人生の過半となる
「21世紀人」になっているし、2001 年以
降に生まれた人は最初からだ。また、私よ
り先輩の皆さんには、そのタイミングがこ
れからやって来る。この視点で見れば、な
んと先輩・後輩が逆転する。年下の先輩
21世紀人と、年上の後輩21世紀人となる。
人生の先輩からも学び、21 世紀人の先輩
からも学ぶ。人生の後輩にも教え、21 世
紀人の後輩にも教える。そういう者であり
たい。

20 世紀の終わりと 21世紀人

曽
そ だ

田　昌
まさひろ

弘
製造業

「新規事業開発を成功させる要因」とは何でしょ
うか？
私自身その要因を探りたく、700名強の新規事

業担当役員～リーダー層へ新規事業開発に関する
調査を実施しました。結果を「黒字化に至った事
業」と「赤字もしくは撤退した事業」の切り口で
分析したところいくつかの点で差がありました。
顕著な差の1つが組織としての“共通言語”の

有無です。黒字化に成功している人ほど組織に共
通言語があり、赤字・撤退している人ほど共通言
語が不在と回答しています。
では共通言語とは何でしょうか？
フレームワークや方法論ももちろんなのです

が、組織内で用いられる1つのワード・概念も共
通言語となります。
ある企業の役員とディスカッションさせて頂い

た際に、その方は『顧客課題』の理解が大事だと
仰いました。その翌日、部下の方々に『顧客課題』
とは何ですか？とお伺いしたところ、「ニーズ」「抱
える悩み」「ペインポイント」「ウォンツ」と様々
な回答が返ってきました。『顧客課題』というワー
ド1つとっても、その意図するところが共通化さ
れていないため、組織として同じ目線での効果的
な検討を妨げてしまいます。
改めて言語とは文化であり、組織を作り上げる

土台であると認識しつつ、23年も新規事業の成
功に必要な“共通言語”の実装をサポートしてい
こうと考えております。

新規事業開発を成功させる“共通言語”

大
だ い ど う じ

道寺　一
かづよし

慶
メルセネール（株）
代表取締役
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最近調べてみたいことがあります。日本
企業はどれだけマーケティングを活用でき
ているのか、ということです。
マーケティングという言葉がアメリカで

生まれてから早 100 年です。日本は営業
文化の国、マーケティングチームが戦略を
考えて営業が実施するアメリカと比較する
と、日本ではマーケティングは機能しづら
いこともあるかもしれません。
しかしこの数年、変化や不確実性が充満

したVUCAの世界に私たちは生き、息を
つく暇もありません。マーケティングの基
本は外部環境と内部環境の理解とすり合わ
せです。このような時代である今こそマー
ケティングがより一層活用されるべきだと
私は考えています。外部環境を知り、今の

社会、未来の社会に何が必要か、自分たち
が持つものだけから考えるのではなく、顧
客のジョブと自社の資源の関係性を考慮し
て価値を生むものを考えそれを事業化す
る、例えば Zoom のような、それはマー
ケティングの力があればこそ達成できるこ
とだと私は思っています。
今、日本企業は多くの苦難にさらされて

います。果たしてどのくらいの企業がマー
ケティングを活用できているでしょうか。
それを知りたいし、もっと活用を推進でき
るようになりたいと心から思います。

ほんとうにマーケティングが必要な時代

高
た か い

井　十
じゅんこ

瑚
（株）太平洋コンサルタント
営業推進部

ここ数年、在宅勤務が増えて社内のコミュニケー
ションの方法も随分変わってきたように思う。通勤時
間が省かれて喜ぶ人がいる一方で、部下の様子が分か
らないとか、周りの反応が遅いことに苛立っている人
も多いのではないだろうか。
以前なら隣にいる人に話しかければ済んだものが、

メールを介して連絡することが増えた分、すぐにメー
ルボックスが一杯になって送受信できなくなったりす
るのには困ってしまう。だが、それよりも困るのはメー
ルでのコミュニケーションは会話と比べて本意が伝わ
りづらい、曲解されることが多いことだ。・途中経過を
省いて結果だけ報告してくるメール・感情を交えた長
い文章で何が主題か分かりづらいメール・丁寧だが、
かえって要点が掴みづらいメール・理路整然と必要な
ことだけを書いていて、ちょっと冷たい感じのメール

私は日本ライフキャリア協会で「個性認識学」を伝

える仕事をしている。個性認識学では、人のメールから、
その人の個性やその人が人生で大切にしているものま
で見えてくる。そして、その人とはどのようなコミュニ
ケーションが必要か、どのようなチームビルディング
が効果的かのヒントが隠れている。人はメールで要件
を伝えながら、同時に自己紹介をしているとも言える。
2023年はどのような年になるのだろうか。コロナ

は収まっても、働き方はコロナ以前には戻らないだろ
う。如何にテクノロジーが発達しても、それを使うの
は人間。人の和を創るテクノロジーを発達させるため、
努力、研鑽を積む所存だ。

「メールに現れる個性」

高
た か い

井　信
し ん じ

二
一般社団法人日本ライフキャリア協会
理事
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最近のヒット曲はイントロが短いそう
だ。平均 7秒。それ以上になると、退屈
してスキップ（先に飛ばす）してしまう
人が増えているらしい。歌のない間奏も
スキップ防止で短め。「ギターソロは必要
か？」などと言う論争が巻き起こるほど、
歌詞のない部分が「無駄」と思われている。
長いイントロでも、好きな曲だと「この

曲キターーー！！！」と興奮して、最初の
歌詞が始まるまでどんどん昂るあの何とも
言えない高揚感。間奏のギターソロや曲調
変換でもう一度気持ちを盛り上げ、そして
エンディングで一気に昇華する。
この過程が好きな私にとっては、実に

「もったいないなあ」と感じてしまう。
ライブであれ音源であれ、アーティスト

が作った曲を聴きながらその人と一体にな
れる時間は、少しでも長くあったほうがワ
クワクすると思うのだが、皆さんはいかが
だろうか。
さて、今日もイントロ 1分超えの大好

きな曲をお供に、仕事場へ向かおう。

「ワクワク」はどこへ

高
たかはし

橋　麻
あ さ こ

子
MCEI 東京支部
事務局

　今の時代の総称として、「VUCA（ブーカ）」の時代と言われています。現代

は、テクノロジーの進化によって、あらゆるものを取り巻く環境が複雑さを増し、

将来の予測が困難な状況にあることを意味しています。まさにグローバルの流

れに目を向けても、ウクライナ戦争をはじめ、さまざまな国の政治の先行きは

不透明です。さらに、新型コロナウイルスの流行や、地球温暖化に伴う気候変

動や異常気象、台風や地震といった災害など、予測が困難な事象が次々と起こっ

ています。また、日本や先進国では、少子高齢化が深刻な問題として取り上げ

られています。今までやってきたことやスタンダードだと思われてきたことが、

ここにきて崩れていっているようであり、全てを見通すことは難しいでしょう。

　そしてこのVUCAの時代において、近年注目されているのが、「OODA（ウー

ダ）ループ」という手法です。

　•�（Observe）観察する：市場や顧客など外部環境をよく観察し、「生データ」

を収集する。

　•�（Orient）状況を理解する：集めた生データをもとに、今何が起きているの

かを把握・理解する。

　•�（Decide）決める：理解した状況に対して、具体的な方針やアクションプラ

ンを決定する。

　•�（Act）動く：プランをもとに、実行に移す。

　最初に計画することから始めるPDCAと違い、OODAループは観察と状況

判断から始まり、そしてそのフェーズを重視します。何が起こるか予測不可能

なVUCA時代には、全てを計画通りに行うことは難しく、現場で状況を的確に

判断し、柔軟に対応していくことが急務だということでしょう。

　「不測の事態に備える」のではなく、「不測の事態に迅速に対応する」ことが

求められるということを考えると、スピード感が最も重要だと思います。「予定

通り」に進めることが善ではなく、いかに「予定外」のことを迅速に実行に結

び付けるか。しかも「当たる」確率を高めて。今の時代に対応するためには、「最

速不易流行」が必要なのかも知れません。

「VUCA」の時代

髙
た か つ

津　尚
しょうこ

子
MCEI 副理事長
日本製紙クレシア（株）
営業推進本部長兼マーケティング部長
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ベトナムから日本に一時帰国した際、入
国時にまさかのコロナ陽性が判明し、1 週
間ほどホテルで強制隔離となってしまいま
した。隔離中は特に仕事以外にやることも
なかったため、実家の棚に眠っていたナポ
レオン・ヒルの名著『思考は現実化する』
を読むことにしました。

本書では「まず、はっきりとした願望や
目標を持つことからスタートせよ」と書か
れていて、その次に計画を立て、そして実
行するという、至ってシンプルな教えが記
されていました。しかしながら、ギラギラ
と欲に満ちた東南アジアの若者とは対照的
に、日本の平成時代に生まれた「ゆとり世
代」の自分にとって、この「願望を持つ」
という出発点が意外にも難しいことに気づ

かされました。
私は今年 4 月に会社員から独立し、今

はベトナムで日系企業の WEB 集客を支援
する仕事をしていますが、この本を読み終
わった後に「もう少し仕事と稼ぎが欲しい」
と願って行動をしてみたところ、その願い
はあっけなく叶えられてしまいました。な
んだか拍子抜けでしたが、ホテルで 1 週
間缶詰にされた生活も無駄ではなかったな
と、この本に感謝をしました。次はもっと
高い願望と目標を設定してみようと思いま
す。

『思考は現実化する』byナポレオン・ヒル

高
たかばやし

林　凌
りょう

Vietnam Web Consulting

今年は自分が予想していたよりもはるか
に多くの経験をし、挑戦し続ける一年でし
た。大学では、実践的な授業を通じ、ホス
ピタリティやダイバーシティ、インクルー
ジョンについて学んだり、エンターテイン
メントを一から作り上げたり、ボランティ
アとしてピアサポートをしたり、学内行事
の実行委員を務めたりと幅広く活動しまし
た。学外でも、アルバイトに精を出したり、
ギターを始めたり、毎月本を 3冊以上読
んだり、毎月ライブに行ったり、英語や知
的財産、世界遺産の勉強をしてみたりと充
実した日々を過ごせていたと思います。
しかし最近は、限りある時間の中で、取

捨選択して深堀していく必要があると感じ
ています。私はすぐに様々なことに興味を

持ち、行動してしまうため、広く浅く物事
に取り組んでいるように感じて充実感が薄
れてしまっていると思うのです。多様な経
験を積むことも大切ですが、1つの物事に
対して真摯に取り組み、経験したことに
よってどのようなことが得られたのか考え
ていきたいと思います。
来年はより充実した一年になることを

願って、取捨選択するとしても自分が楽し
いと思える選択をしていきたいのです。

限りある時間の中で

高
たかはし

橋　真
ま ひ ろ

優
産業能率大学
経営学部　2年
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従前からの「専門家」定義は「物事を特
化し深く掘り下げる研究・取組み」でした
が、各分野の専門家が集まり課題解決を図
るプロジェクトや、細分化し掘り下げた各
項目から全体像を見る取組みは、要素還元
主義のとおり混乱のみならず事態悪化を招
いています。
現在そして今後の専門家は、「個別最適」

「全体最適」を満たす能力による『融合マ
ネジメント』即ち「付加価値創造」「相乗
効果向上」を必然としています。
新時代の専門家とは、従前の専門性に加

えその周辺分野にも詳しい資質、コネクト
（つなぐ）からプラットフォーム（場）へ
の導入、そして立体的・四次元的発展の創
造、新製品（商品）・新サービス・新シス

テム開発や地域開発、グループ企業の活性、
新事業開発などを成功に導くスペシャリス
トでゼネラリストです。
市場規模縮小・業種衰退時代は、成長・

発展に導く、セオリーと実践の資質・能力・
教養・文化を身につけた『人財』育成が重
要な所以です。

「今までの専門家」「現在・今後の専門家」

武
た け だ

田　哲
て つ お

男
（株）武田マネジメントシステムス
代表取締役

同じもの・同じサービスにそれなりに需
要があり、それを売ってそれなりの売上に
なっていた時代。会社の必要とする優秀な
社員には見本となる型があり、その型には
める教育によって「同じ優秀な人間」をた
くさん育てることで、安定した収益を上げ
ることができていた。
世の中のニーズが多様化した現在、それ

に合わせて各企業は商品・サービスを変化
させてきているが、売るものだけでなく会
社自体の本質もそれに合わせて進化してい
かないといけない。
昔は経験を多く積んだものほど優秀であ

り、どの現場・世代においても経験が成功
のための重要なファクトだった。
多様化した今、次々と出てくる変化にと

んだニーズに過去の経験を盲目的に重んじ
対処することは危険である。成功経験者は
自分が予想していない新しい感性、新しい
発想に触れたとき、既存の固定化した価値
観や自負に縛られているとそれに違和感を
感じ、反発してしまう。
新しい発想・新しい感性こそが、これか

らの原動力であり、育んでいくものである。
もしそれが現実とのギャップに身動きが取
れなくなっていたら、その時こそ経験の引
き出しが必要なときではないだろうか。

脱金太郎飴

竹
たけうち

内　仁
よしたか

孝
MCEI 理事
（株）千修
営業部　アカウントディレクター

27　百人百語2023



昨今、企業経営においてデータを元にさ
まざまな判断を行っていくことは、日本でも
定着してきたと考えていい。ただ、データを
使い、分析し、仮説を立てるというフェーズ
毎に、少々気になることがある。それは、各
フェーズで人間の考えが客観的に利用されて
いるかということだ。ややもすると、数的な
評価に主軸をおいて、人間の考えや知見が組
み合わさっていないことも散見される。ある
企業において、AI（人工知能）が出した結果
だからというだけで間違いないとして、人間
の考えが異論として存在しても深く検討され
なかった、という例もあった。
AIや分析を否定するものではない。しか

し、人間の考え、何より実行時点では人間自
体が、その中心として位置付けられる検討を

することが重要だ。その上で、データ分析か
らの結論も組み合わせていくことが肝要であ
る。それらのことが結果としてデータの価値
を高め、人間、あるいは組織への様々な判断
結果の浸透も容易になるのではないか
ヒューマンセントリック的思考は、データ

サイエンスがビジネスをより効率よく実行す
るための大切な考えではないだろうか。あた
かも対峙するように考えられるかもしれない
データサイエンスとヒューマンセントリック。
この2つが融合することは、間違いなく非常
に重要なのである。

データサイエンスとヒューマンセントリック

田
た な か

中　康
やすひろ

寛
田中リテールマーケティング合同会社
代表

2021 年 2月のある日、突然、左肩に激
痛がはしった。左腕が上がらない。これが
五十肩か…。　昨年の百人百語の書き出し
である。それを踏まえての 2022年に向け
ての反省は「身体をいたわること」であっ
た。
2022 年を振り返ると、コロナ感染から

始まり、終始寝不足状態、毎日長時間パソ
コンと格闘し腰痛再発…と身体が悲鳴をあ
げていた。人間はつくづく学ばない動物だ
と感じた（私が学ばないのか…）。
そうした私の2023年に向けての公約は

「免疫力をつける」こと。丈夫な身体になり、
風邪をひかない、病気にならない、を実践
したい。そういう想いを新たにもって新聞
やテレビをみると、いままではまったく気

にならなかったが、サプリメント、しじみ
汁、すっぽん…そういう広告って本当に多
いのだなと感じてしまう。それだけニーズ
があるということか。さて、自分にとって
どの商品が良いのかをしっかりチェック、
と思いテレビを見ると、ついつい商品につ
いてよりも宣伝方法に目がいってしまう。
いかんいかん、その繰り返し。結果、やは
り早寝早起きでの睡眠時間の確保、暴飲暴
食の抑制、適度な運動といった基本事項に
落ち着いた年末、今日この頃である。

対策の本質は何か

田
た な か

中　彰
あ き お

夫
産業能率大学
経営学部　教授
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今年は大学 4 年ということもあり、よ
り自分の将来について深く考える時間が多
かった。そして自分は何をやりたいのか？
成し遂げたいと心から思えるのか？と深く
考えた。幸いな事に大学生期間で多種多様
な経験を積んだ甲斐があり、なんとか社会
人に出るまでに自分なりの答えを見いだす
ことが出来た。けれど同時に“やりたい”
を見つけることはこんなにも難しいことな
のかとまじまじと痛感させられた。多くの
人は人生を幸せになるために仕事にはやり
がいを求める。けれど実際その“やりがい”
を見つけられる人はそう多くはない。けれ
ど ｢“やりたい”は日々アップデートしな
がら、毎日の中で“これに熱中したい！”
を探し続けることが人生を豊かにするので

はないか？」と思うようになった。
Life is Journey ともいうように人生は

冒険のようなもので、計画的偶発性とも言
われるように意味の無いものもいつか一本
の線で繋がるモノ。未来のことなどわかる
はずがないのだと思う。大切なのは ｢今を
精一杯後悔なく生きること｣。そう思うと
スッと就活含めた将来選択が楽になった。
そしてこの 12 月。僕は大学院進学を蹴っ
て、就職の道を選んだ。自分の人生に一番
責任が持てる人生選択をした。

「やりたいを見つける」のは案外難しいこと

東
とうかい

海　龍
りゅうき

宜
名古屋大学
工学部　4 年

世が変わると言葉も変化する。最近、意
味が変わった言葉が「中抜き」だ。
もともとは、重層構造の取引の途中を飛

ばすこと。「メーカー→卸→小売」という
取引の卸を飛ばして「メーカー→小売」の
直取引にすることで、利益の確保や低価格
販売を実現する方法である。
ところが最近は、国や自治体などからの

受注を外注に丸投げして利益だけ抜くこと
を「中抜き」と表現する。最初に見たのは
ネット掲示板だった気がするが、今ではメ
ディアでさえこちらの意味で「中抜き」を
使うようになっている。
外注自体は悪いことではない。手を動か

さなくとも企画や調整や管理など必要なこ
とはある。何より、トラブルの責任は元請

会社にかかってくるので、リスクの対価と
して利益を得ることは当然だ。
しかし最近の「中抜き」は、利益は得る

が責任はとらないのが普通になっているよ
うに見える。責任がとれない専門外の企業
が仕事を受注していることも少なくないよ
うだ。
もともとの中抜きは、業界には都合が悪

くとも、消費者に低価格という利益をもた
らした。しかし、新しい「中抜き」が国民
に利益をもたらすことはないだろう。

新しい「中抜き」に思うこと

辻
つ じ い

井　啓
けいさく

作
（有）ともえ産業情報
取締役社長
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700万年前にアフリカでチンパンジーと共通の
祖先から分かれて人類が誕生した（猿人　サヘラ
ントロプス・チェデンシス）。200万年前にホモ属
が登場した（原人　ホモ・エレクトス）。そこから
2～30万年前にわれわれの直接の先祖である現生
人類（ヒト）のホモ・サピエンスが登場した（新人）。
しかし、別系統でいくつもの人類が出現していた（旧
人）。ネアンデルタール人はその一つである。6万
年前にヒトはアフリカからユーラシア大陸に拡散し
ていった。日本列島に到達するのが約3万年前で
ある。この時期、ネアンデルタール人、デニソワ人、
フローレス人などヒトとは別系統の人類がヒトと共
存していたようである。そして、ヒト以外の人類は
すべて滅んだ。なぜ、ネアンデルタール人たちは
滅んだのか。これは人類史上の大きな謎である。
今年のノーベル賞の生物・医学賞はドイツのス

パンテ・ペーポ氏が受賞した。ネアンデルタール
人の遺伝子情報を解読した（デニソワ人を発見し
た）。現生人類の遺伝子の中には1～4％のネアン
デルタール人のそれが入っているという（アフリカ
人だけには入っていない）。ネアンデルタール人は
ヒトによって滅ぼされたのではなく、ヒトの中に吸
収されたのだろう（ネアンデルタール人はユーラ
シアで誕生した？）。こういう研究がノーベル賞の
対象となるのは面白く、かつ嬉しいことである。
われわれは「昨日と明日」のことは真面目に考

えるのだが、「一昨日と明後日」についてはSFだ
と言って軽んじる。

ネアンデルタール人の遺伝子

中
な か だ

田　信
し ん や

哉
神奈川大学
名誉教授

　20世紀後半からデジタルの時代と言われ、
社会人生活の中でその変遷を体感してきま
した。前職まで長年、事業会社でデジタルマー
ケティングや DX 化を推進する立場で関わっ
てきましたが、現職では逆に事業会社をご支
援させて頂くようになり、デジタル時代の向
き合い方について、見方が変わりました。
　なぜ、どのように変わってきたかですが、
少し現職の話をさせて頂きます。「データに
よって人の価値を最大化すること」をミッ
ションにしている会社です。抽象度の高いも
のなので、共感しつつ、バックグラウンドが
異なるので、捉え方はそれぞれ、社内、時に
クライアントの方ともディスカッションする
ことがあります。「人の価値」を私なりに解
釈すると、「自社の顧客にとっての価値を思

考すること」と捉えています。時代の変遷で、
求める価値は変わるものの、価値を提供する
ことは変わらない事業の営みです。
　デジタル時代は、「何かを導入すれば答え
を出してくれる」と誤った理解から、ここが
見落とされているのではないかと考えていま
す。
　道具としてデジタルを使い、思考する「人
の価値」を高めることがデジタル時代の向き
合い方なのだと感じている今日この頃です。

デジタル時代にどう向き合うべきか

德
とくやま

山　正
ま さ み

実
（株）プレイド
Sales Director
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2023 年はラグビーワールドカップがフラン
スで開催される。今年はサッカーワールドカッ
プで日本中が盛り上がったが、今度はラグビー
が、日本を元気にして欲しいものだ。

前回の日本大会では「One Team」のスロー
ガンの下､ 初のベスト 8 進出の大活躍を果た
すと共に､多様性超克の大切さを教えてくれた。

その活躍でジャパンはティアワンと呼ばれ
る上位 10 か国の領域に何とか名を連ね、優勝
候補の各国とテストマッチが組めるようになっ
た。だが､ 日本はこの 3 年間コロナによって欧
州各国や南半球諸国の強豪に較べてテストマッ
チ回数が圧倒的に見劣りしている。

上位各国の戦法も前回大会から明らかに進
歩しており、テストマッチを重ねることは日本
の実力や、対戦国に合わせた個別の戦法がど

こまで通用するのかを確認できる貴重なチャン
スなのだ。今年はオールブラックスや開催国で
優勝を狙うフランス、そして前監督としてジャ
パンを育ててくれたエディ･ ジョーンズ率いる
英国と対戦。未勝利に終わったが現在のジャ
パンの実力を確認し、手応えを感じることが出
来た。

是非、ワールドカップでのジャパンの更なる
大躍進＝ベスト 4 進出を見届けたいものだ。

そして、我々も日本を元気にするよう、各々
の仕事の今を疑い、見直す中で、新たな戦
法や戦略を編みだして、頑張りたいものだ！

日本を元気に。今年はラグビー！そして我々！

中
なかむら

村　均
ひとし

Office NexUS
アドバイザー

2023 年の大きな出来事の 1 つに英国の
エリザベス女王陛下の崩御を挙げられる。
9 月 19 日にウエストミンスター寺院で行
われた国葬は日本でも放映された。英国国
教会と王室の伝統に根ざした葬儀は、荘厳
で厳粛なものであり視聴者は感銘を受けた
と思う。

女王陛下の棺がバッキンガム宮殿から公
開安置されたウエストミンスター宮殿に運
ばれる途中、葬列がホワイトホールを通過
する際にチャールズ 3 世を含む軍人の方々
が、とあるモニュメントに敬礼をされてい
た。過去の戦争に関連する記念碑であるこ
とは想像出来たが、調べてみたところザ・
セノタフと呼ばれる戦没者記念碑とのこ
と。その起源は第一次世界大戦後の平和を

祝うパレードの為に建てられ、ここを通過
する制服を着た軍人は敬礼が義務付けられ
ているようだ。

女王陛下は自国の軍隊を「My Army, 
My Navy」と呼び、ご自身の子供たちは
軍人として祖国を守る任務に就かれた。在
位 70 年 7 か月の間に世界が大きく変貌す
る中、英連邦の君主として英国王室の栄誉
と存続の為にそのあり方を時代に合わせ大
きく変えられた。英国と我が国との違いを
感じることになった今年の出来事だった。

The Cenotaph（ザ・セノタフ）

中
なかにし

西　昇
のぼる

富士電機（株）
食品流通事業本部　新ビジネス統括部
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◆外反母趾の原因は、①履物②筋力低下
による横アーチのバランスの崩れが考えら
れ、特定の歩き方が外反母趾の原因になる
とは現時点では考えられていないが、「つ
ま先を外側に向けた歩き方」と「歩隔が広
い歩き方」は、母趾の内側に外側に向かう
力が加わるため、外反母趾の原因となる可
能性があると推察された。
◆外反母趾の原因となる可能性があるにも
かかわらず、「つま先を外側に向けた歩き
方」と「歩隔が広い歩き方」が選択される
理由は、足関節（足首）やMTP関節の柔
軟性に欠け、アンクルロッカーやフォアフッ
トロッカー（MTPロッカー）が機能しな
いことから、これらの2つのロッカーに代
わるものとして、母趾の内側を支点とする

ロッカーのようなもの（IHロッカーと仮称）
を形成して前に進むためと推察された。
◆「自然落下遊脚」（※1）と「太刀の腕振
り」（※2）を使う歩き方（「足のはこびやう」
の歩き方）は、足関節及びMTP関節の柔
軟性が確保され、IHロッカーを使わざるを
得ない状況に至らないことにより、外反母
趾抑制効果を有する可能性があるものと推
測する。
※1：�膝及び脛骨の自然落下による遊脚二

重振子
※2：�前腕の力を抜いて肘を振り下ろす感

覚の腕振り

歩き方の改善で外反母趾は抑制できるか？

並
なみかわ

川　耕
こ う し

士
関西ノルディック・ウェルネス

3 年くらい前から北海道広尾町で編集の仕事の傍ら、
猟師をしている。友人達を牧場にアテンドしたときに誰
かが「牛の寿命って何歳ですか？」と聞いた。「牛は家畜
だから生産性が落ちてくる 3 ～ 5 歳くらいに殺してしま
うので寿命という概念があまりない。しいて言うなら 12
年程度かな」と酪農家は答えた。そうか、家畜は寿命ま
で生ききることすらできないのかとちょっと驚いた。

ジビエと言われる鹿や熊は、今も山の中で生きるか死
ぬかの食物連鎖に必死である。寿命まで“生ききる”こ
とは人間だと当たり前だけど、動物界では難しいことな
んだなぁとしみじみ考えた。

東京から料理人などの来客があった。「放牧豚を見に
行こう」と思い立ち、牧場につくと豚は元気に豚舎をか
けまわっていた。 2 日前に生まれたばかりの子豚がいる
というので見せてもらうことに。案内されると、小さな
小さな手のひらサイズの子豚達がお母さん豚のおっぱい

にまとまって寝ていた。豚は一度の出産でだいたい 8 匹
くらい生まれるらしい。目の前には 6 匹の子豚がいた。

「1匹は外になかなか出てこれず詰まって死んでしまっ
てね、もう 1匹は出てきたものの踏みつぶされて圧迫死
していたよ。お母さんは出産に疲れたみたいだねえ」。な
んとまぁ 2 匹も亡くなっていて私はショックが大きかっ
たものの、飼い主からすればいつものことらしかった。

生きるとか死ぬとか超一大事なことで軽々しく話すよ
うな内容ではないと思うが、第一次産業に携わっている
と悲しいとか辛いとか言っていられないくらいに、そん
な場面によく出会う。どう受け止めるか、どう向き合うか、
いつもぐるぐる考えている。

家畜とジビエと人間と

中
なかむら

村　まや
エディター
猟師

百人百語2023　32



久々に順番が回ってきてマンションの理事
をした。2回目の大規模修繕工事を間近に控
え様々な議題を審議したが、あらためて建物
も住民も高齢化の波を感じた。どちらも人生
100年時代の健康寿命は重要な取組み課題
だ。
我が街に限らず各地の出先でも商店街で

はシャッターが目につき、郊外では耕作放棄
地が目に入る。住宅街でも居住放棄と思え
る住居が目立つようになってきた。居住ゼロ
世帯の増加。この現実を行政課題と捉える
かマーケット視点で捉えるかにもよるが、多
死先進国ニッポンの課題解決ライブを世界は
しっかり見ている。空き家はこの20年でお
よそ1.5倍に増加したそうだ。倒壊のおそれ
や防犯上や衛生面等に問題があるとされてい

る。平成30年に「所有者不明土地の利用の
円滑化等に関する特別措置法」が制定され
るなど国も対策を急ぎ始めた。国土交通省に
よると築40年以上のマンションが2021年
末で約116万軒（総数の約17％）ほどだそ
うだが、10年後には2.2倍の249万戸、20
年後には3.7倍の425万戸に達するそうだ。
負動産問題は住人にとって極めて深刻だ。

新型コロナに翻弄されている間に2025年も
間近に迫り本格的な多死社会が到来する。世
界に先駆けて日本の知恵を示したいところだ
と思う。

世界が注目する多死先進国ニッポン

新
にいむら

村　茂
し げ お

夫
行動論理設計事務所
代表

　今年は 3 年ぶりの「べったら市」開催で、今だ興
奮さめやらない日本橋です。「べったら市」の中心「寶
田恵比寿神社」周辺の本町、大伝馬町界隈は江戸時
代のメインストリート。当時から続く老舗も多く、特
に蔦屋重三郎の「耕書堂」や「伊場仙」など浮世絵
や洒落本、黄表紙の版元が、絵師や彫り師・摺師を
周辺に住まわせて出版を続けた文化発信の地でもあ
りました。
　私もこうした歴史的な背景を踏まえて、大伝馬町
の古いビルをリノベーションしてクリエイターの皆さ
んにスペースを提供しながら、この地域の文化発信
センターとして活動して参りました。
　この夏、ビルの所有権が地権者から某大手ディベ
ロッパーに移行し、当地は同社が開発する賃貸マン
ションになると聞いています。せめて一階だけでも地
域に開いた施設にする事は出来ないかと願い働きか

けてきましたが、その動きはいまだにありません。
　日本橋には当地発祥の大手ディベロッパーが数社
あり、それぞれ地元の文化振興に配慮した開発を行っ
ており、そうした誠意は地元民にも歓迎されていま
す。
　江戸の大店の多くは「町会所」を通して利益の一
部を飢饉に備える「お助け米」として提供するなど
して、常に地域に貢献する姿勢を貫いてきました。
そのことは江戸市民から尊敬と愛着を得て、店名の
あとに「さん」づけで呼ばれてきたことにも現れて
います。
　この某大手ディベロッパーにも、こうした江戸の
老舗の矜持を学んで欲しいと考える今日この頃です。

日本橋の老舗の品格と矜持、そして貪欲

新
に い の

野　圭
け い じ ろ う

二朗
N STUDIO 代表
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身体の障害や、高齢により車いす生活を
している方を対象とした、着物の「車いす
着付け」の技術取得講習を行っている任意
団体の運営を、当社が譲り受けることにな
り、全体を見直している中で、受講した証
として手渡す「修了証」を考えてみた。
一般的には表彰状の様な金色の装飾が四

隅に施されており、テンプレートの文言に
受講者の名前が記されたものをよく見かけ
るが、この講座を学ぼうと決めて、わざわ
ざ時間とお金をかけて来てくれた受講者
に、もっと敬意を払う必要があると思った。
受講後、仕事として現場に出た際に、仕

事の意義・自信・誇りが持てる修了証にし
たいと思った。辛い思いをした際、自信を
失いかけたり、迷いが生じた時、戻るべき

ところというか、アイデンティティーの様
なものとしていつか見返した時、受講しよ
うと決めた時の事を思い出せる修了証にし
たいと思った。
LTV・CVR・ROI・カスタマージャー

ニー、人間を何かの法則に落とし込んで、
意図した方向に誘導するための用語や手法
が蔓延り過ぎていていないだろうか？相手
も人間。気持ち・思い・感情を無視せずに、
相手のことを考えることも忘れない様にし
たい。

意義・自信・誇り・気持ち・思い・感情

沼
ぬまさわ

澤　宏
ひろゆき

幸
（株）好循環
代表取締役

10月の特別ウェビナー「事務局長スペシャル」
で「人生年表の作り方＃1」をお話しさせて頂い
た。「人生年表」は30年以上前に受講したワー
クショップで学んだ「人生企画」をベースに自分
なりにエクセルで作り上げたワークシート。1年
を1列にして各行に「世の中の出来事」「業務履
歴」「人生三大資産」「趣味」「家族の歴史」など
が記入できるようになっている。人生100年を
24時間に換算して今の自分が何時何分かがわか
る人生時間チャートも好評だ。「世の中の出来事」
は過去現在未来の資料を元に2070年まで入れ
ており、誕生年に応じて自動的に記入されるよう
に関数式を入れている。一応「N式人生棚卸フォー
ム」として究極の個人情報ではあるが私自身の
年表を記入見本につけている。
私自身年に数回、特に年末年始や夏休みなど

心と時間に余裕のある時にアップデートしてき
た。「過去と他人は変えられないが、自分の未来
はいくらでもデザインできる」とはよく言った
「も」ので、自分の人生を俯瞰して未来の夢やビ
ジョンをデザインするのに便利だと自画自賛して
いる。シートをコピー「し」バラ「エ」ティ豊か
な松竹梅の未来を描いて夫々のフェイズに備え
るのもいい。
人生まだまだこれから！のあなた。ちょうど折

り返し地点の貴君、リタイアして悠々自適の先輩
諸氏もぜひトライしてみてほしい。フォー「ム」
ご希望の方は事務局までお問い合わせください。

人生年表のススメ

仁
に と う

藤　正
しょうへい

平
MCEI 東京支部
常務理事／事務局長
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ベトナムの IT 企業、Rikkeisoft を訪ねて 7
月に初めてハノイを訪れました。元気で明る
い人々の活気が溢れていました。

そもそも国民の平均年齢が断然若い。超高
齢化日本とは比べようもありません。道路に
もホテルにもオフィスビルにもレストランや
観光ポイントにも若さと熱気が横溢していま
す。昭和の高度成長期を凌ぐと言われる経済
成長。昨日よりも明日の方が確実に輝いてい
るという安心感と希望。日本にも昔、そんな
雰囲気があったような記憶がぼんやり残って
います。若者が自動車を買い始めたので、2
年前よりも街中のバイクが減ったそうです。
タクシーはアプリで呼ばなければ乗れません。

Rikkeisoft はベトナムから立命館大学（社
名のリッ）と慶應義塾大学（ケイ）に留学し

ていた秀才仲間たちが東京で創業して今年で
10 周年、ハノイに本社を移転した会社です。
私がイベント会場で創業者に出会った頃は 15
人くらいだった社員が 1500 人に成長しまし
た。老眼だの関節痛だのとしょぼくれていた
のですが、自分も元気出さなきゃと強く感じ
ました。

余談ですが、お米の麺の phỏ の発音は
「フォー」よりも「ファー」に近いようです。
そして、ファーよりもブンチャー（Bún chả）
の方が何倍も美味いと思います。お試しくだ
さい。

ハノイ

信
のぶくに

國　謙
け ん じ

司
富士急行（株）
企画部　部長

2022 年、夏に続いて冬の節電要請がな
された。東日本大震災で多くの原発が稼働
できなくなったことは理解していたが、日
本の電力事情がこんなに悪いとは…。もて
はやされた太陽光発電、風力発電も電力の
安定供給が難しいことが分かってきた。
私は火山列島国日本では今こそ地熱発

電開発を推し進めるべきと考える。同じ
火山国アイスランドでは地熱発電が 20～
30％を占め、発電機器には日本企業のも
のが多く使われているという。コロナ禍、
日本製 PCR検査機が日本国内で使用され
ず諸外国において大活躍し、この企業へは
フランス政府から感謝状が贈られたという
ニュースと似たものを感じる。アイスラン
ドで地熱発電が普及して、日本で何故広が

らないのか。
適地の多くは国立公園になっていると

か、縦割り行政の弊害とかと仄聞する。国
家の一大事、こんな時こそ挙国一致、縦割
り行政の壁を取っ払い知恵を絞って問題解
決し、地熱発電を実現すべきである。さす
れば化石賞も無縁となる日が来るであろ
う。

今こそ地熱発電開発を

野
の な か

中　信
の ぶ お

夫
野中経営事務所
代表
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　“グローバル化”…近代のなれの崖てか…そして "デジタルバブル "

の終焉もささやかれる。タイムパフォーマンスが一般化し、時短・ファ

スト・コンビニエンスがもてはやされる中で、自分ファーストを追求

する人たちが反グローバリゼーションを掲げて自分軸を確立しようと

している。と品田英雄さんは語っていた。同世代である私は60歳を

過ぎた頃から古文書を学び始めた、漢文も読み始めている。そこで考

え、思うことは漢字が渡来する前に在った日本語とはどのようなもの

だったのかという疑問である。大野晉さんは比較言語学を使って南イ

ンドのタミル語との関係を強く主張していた。はるかな過去への疑問

である。漢字は変態仮名に変えられ、草書となり日本の倭言葉へと言

葉を形成していった。さらに源氏物語へも探求の眼差しを向けていく。

古語は何時の間にか、今語に移り変わるが言葉ついてこだわり、言葉

の調べを感じると身体性が外に向けて開かれるように思う。「われわ

れ日本人はいったい何者なのか」自分の足を使って探求し調査するこ

と。そして人の繋がりを大切にすること。世代間や出事には大きな溝

があるから、リアルな手法にこだわって探査することが大切だと考え

る。私の“持論”である。しかしながらアンチ ITでもない。最近はプ

ログラミングを学びだした。現役の頃の設計・デザイン業務とかなり

な面で親和性があることも、今更ながら強く感じている。

　「見つけたぞ、何を？永遠を、それは太陽に溶ける海だ。

　また見つけたぞ。何を？それは太陽と溶け合った海だ。」

　ランボー

　「月やあらぬ春や昔の春ならぬ　わが身ひとつは　もとの身にして」

　在原業平

　自分軸を見つけ、世界軸を見つけそして対峙させ結びつけてみる。

そして世界の“救済”へと繋げていく。次第に露になり、重要性をま

す21世紀のテーマなのでは。

心余りて、言葉足らず、

橋
はしづめ

詰　仁
ひとし

MCEI 大阪支部
顧問

2022 年は、流行に乗っかり“サウナで
整う”を覚えた 1年でした。水風呂が苦
手だった私の水風呂克服は、少し時間がか
かりました。汗をたっぷりかいた後、まず
は徐々に温度を下げながらのシャワーから
スタートし、体を慣らした後、足から少し
ずつ水風呂へ…そしてお腹から心臓を越え
るのに勇気と時間がかかりましたが、ほん
の少しだけ入った水風呂の後のポカポカ感
と爽快スッキリ感を味わい、「これぞ整う！
この感覚に皆がハマるのか？」を体感する
ことが出来ました。
そんな私の今年の後半、自分たちの整理

収納事業にて「お片付けで整う、10（とう）
月 10（とう）日」を、お片付けの日とし
て登録することになりました。ご自宅もオ

フィスもスッキリ整理されていて、どこに
何があるか？整然と管理できている状態に
なると、こちらも心が整います。
10 月 10 日は「スポーツの日」で祝日

でもありますが、今後は体を動かすスポー
ツの日のイメージから、更に、ご自宅をご
家族みんなで片付ける日という、家の中を
整える日になっていけば嬉しいです。
2023 年が輝かしい 1年になるように、

心も体も整えて年末を締めくくりたいと思
います。

“サウナ&お片付け”で整う

野
の む ら

村　洋
ひ ろ こ

子
インブルーム（株）
代表取締役
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夏頃であった。愛用しているワイヤレス
イヤホンの充電を忘れたまま通勤電車に
乗った私は、鞄の中にあった有線タイプの
イヤホンで音楽を聴くことにした。数年ぶ
りのことである。
次の瞬間、驚くほどに奥行きがあり、低

音から高音までハッキリと響く音像が飛び
込んできた。「なんて良い音なんだ」。ここ
数年、有線コードの煩わしさから解放され
た代償として音質を失っていた事に気付か
された。近年では敢えてレコードやカセッ
トテープで音楽を聴く人たちもいるよう
に、アナログの魅力を再認識した瞬間で
あった。
そしてもう一つ。MCEI『もしエム』プ

ロジェクトへの参加についても同様であっ

た。各業界のマーケターが集い、マーケティ
ング理論を活かし困っている企業の課題を
解決していくこの取り組みは、実戦形式（ア
ナログ）であるが故に、プロジェクトチー
ム側にとっても大きな学びの場となったと
感じている。

怪我の功名で再認識したアナログの魅力

樋
ひ も と

本　達
た つ や

也
（株）ニチレイフーズ
マーケティング部　マネジャー

某代理店調査でエシカル消費を知って
いる人は 41％、但し意味まで分かってい
る人は 7％、エシカル消費の主要件は「価
格が同じだったら」が 1位で 44％という
記事を見ました。別のプロジェクトでは
「生産者の生活や人権に配慮したものを買
うか？」の問いに購入意向は 70％、購買
実態は 34％止まりで理想と現実にはまだ
ギャップがあります。この物価高騰時代
に日々の買い物を左右するのはやはり価
格、社会や環境を考える購買には程遠い状
況ですが、意識の高まりを感じさせる事例
も多々見られます。例えばこの夏のお中元
は SDGs を想起するギフトが好調でした。
従来百貨店業界では著名料理家のお薦めと
かがトレンドでしたが、昨今は素材廃棄ロ

ス削減、配送ピーク分散などサスティナブ
ルがテーマの一つで、贈り主の「エシカル
消費に賛同してる」というメッセージが伝
わってきます。チョコレートメーカーの有
楽製菓さんは主力商品ブラックサンダーの
カカオをフェアトレードに切り替え、30
円価格は維持するそうです。なんだか応援
したくなり、すぐに箱買いしました。因み
に子供のおやつだけではなく、大人にも
ちょっと一息タイムに人気のお菓子です。

「エシカル消費」は持続可能？

羽
は や ま

山　紀
のりひこ

彦
ＮＰＯ法人フューチャー：フォーラム
代表
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2022 年、パンデミックの出口が見え始
めた一方、欧州はロシアのウクライナ侵攻
による影響を様々な形で受けている。原材
料高騰・エネルギー問題、また当地ポーラ
ンドは避難民を最も多く受け入れている国
であり、インフレも欧州でトップクラスの
高さとなっている。民主化以来の歴史的混
乱と言われ、ビジネスへの影響はこれまで
のリスクの想定を大きく超えている。コロ
ナ禍における長いロックダウンの期間を通
り抜けてきた際は、これまでの常識が崩れ、
どうやってこの苦境を乗り切るかを組織全
体で議論し実行してきた。サバイブして行
く為のアイデアを考え、実行した事が徐々
に形となり、タフな時間を通過した組織は
逞しくなっていった。

一方、今回の混乱はその状況を大きく上
回っている。この苦境を乗り切る為には、
ブランド力を磨き、価値ある提案をお客様
に送り続ける事が、先ずは最優先だと考え
ている。更に将来に向けこれまでの常識を
振り払い、様々な領域で新たな挑戦をして
行く事が必要不可欠だと感じている。強制
的に通念が崩れて行く中、この状況を梃に
してより強い会社になれるかどうか、今試
されている。
「まだまだ、これから」水口創設理事長

のお言葉が頭の中に響き渡っている。

「まだまだ、これから」に勇気づけられる日々

深
ふ か つ

津　強
つよし

LOTTE Wedel
プレジデント（ポーランド在住）

世界情勢が揺れ動き、新型コロナウイル
スのパンデミック等、大きく加速した困
難、事業環境の変化が我々にインパクト強
く影響を与えて来た。危機感を持ち、正し
く影響を見つめ、対応策を講じなければな
らない。従来のやり方やスキル、体制で対
応して行くと大きなギャップを生むことに
なる。
耐性を上げる 1つ目のテーマは、製品

や組織の設計思想（アーキテクチャ）を見
直す。トヨタはリーマンショック後、設計・
生産手法、共通プラットフォーム等の新し
い考え方として、TNGA（トヨタ・ニュー・
グローバル・アーキテクチャ）を結実させ
ている。

耐性を上げる 2つ目のテーマは、社と
して追及しているテーマは止めてはならな
い。実際は、足元の対応に注力してしまう。
環境が大きく変わった時こそ変える、変革
のチャンスである。日本 IBMの山口社長
は、「赤字の時もダイバーシティ論議は止
めなかった」と述べている。
しっかりアクションを取って行こう。

加速した事業環境変化への耐性はついたか

広
ひろうら

浦　康
やすかつ

勝
MCEI 顧問
ハウス食品グループ本社（株）
専務取締役
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　日本橋で仕事を始めて17年。地元の諸先
輩方にはお叱りを受けたり励まされたり。ま
あ七三で叱られている方が多いが、日々薫陶
を受けている。特に粋と野暮の違いについて
は学びが多い。粋に拘りすぎて意気込むと、
粋なつもりが野暮になる、らしい。かといっ
て野暮を恐れて遠慮していると何も進まな
い。
　かつて天保の改革の見せしめで江戸十里四
方放免となり、8年後にやっと赦されて江戸
に戻った七代目市川団十郎。復帰後初の舞台
で、金のない団十郎は三味線や鳴物などの囃
子方が雇えない。そこで一計を案じた日本橋
の旦那衆は、手習いの三味線や鳴物を手弁当
で申し出た。ただ素人が三味線方を務めると
あっては天下の団十郎の名が廃ると考え、舞

台の御簾の裏で隠れて演奏したという。こう
いうのは粋というのかな？
　地元の駅のエレベーターは俺が作らせたと
近所の飲み屋で、大きな声で自慢している某
旦那を見かけたが、あれは明らかに野暮。し
かしながら最近、江戸から続く組紐屋の旦那
にお会いしたが、彼は廃れ行くばかりの江戸
文化の大切さを後世に伝えるべく、区内の小
学校をボランティアで回っている、と熱く語っ
ていた。自ら「俺は野暮だが大切なことを子
供たちに伝えるのに粋もへったくれもない」
と話していたが、これが江戸っ子の野暮な粋
き方かな、と感じた。

粋と野暮の境界線

藤
ふじ

　子
し よ う

葉
日本橋経済新聞　記者

20世紀後半､ 斜陽の巨大家電企業GEは､
伝説の経営者と謡われたJ･ウェルチ氏により、
製造業から金融やメディア業まで手掛ける最
強のコングロマリットへと変貌した。「選択と
集中」､「リストラクチャリング」､「ダウンサイ
ジング」等の経営手法はそれ以降、私達の手
本となった。しかし、稼ぎ頭だったGEキャピ
タルはリーマンショックで大打撃を受け、GE
は深刻な経営危機に直面した。
そのGEは「第4次産業革命」の先駆とし

て再び脚光を浴び､ 2015年前後の日本の産業
界に大きな衝撃を与えた｡ 従来の「製品価値」
を、IoTのデータ集積を武器に「サービス価値」
へと昇華させて提供する､ いわゆる「アズ･ア
･サービス」だ。しかし､ このシンボルとなっ
た航空エンジン部門も、コロナよる飛行停止や

減便で、想定外の大打撃を受た。
さらに紆余曲折を経て、2021年11月､ GE

はヘルスケア､ 電力､ 航空エンジンの3つの
事業会社に分割し個々に再起を期すと発表。
コングロマリットとしての歴史の幕を閉じた。
各時代を画する存在として輝きながら、自ら

解体に追い込まれたGEは、極端な金融資本
主義や株主資本主義への傾倒が指摘される。
ステークホールダー資本主義やパーパス・

ドリブンの意義、2011年に早くも「CSV」を
提唱したM.ポーター氏の洞察の鋭さを改めて
噛み締める。「温故知新」の今日この頃だ。

あの時、GEのマークは黄金色に変わっていった？

福
ふくざき

崎　隆
た か し

司
MCEI 監事
（株）メイプ　代表取締役
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長く営んだ仕事を離れたあとの生活を想
像してみると、自分の時間をようやく手に
した先に、友人リソースもそのトラフィッ
クも出会いも減少に転じる人生後半、とい
う気づき。結果を受けて、自分らしくどう
生きる？という焦りと迷いと淡い期待に揺
れています。
50 代 60 代は、個人差はあれ似たよう

な模索の渦中にある女性たちが、新たな世
界へと解き放たれる時期にあたります。も
し、その世代の様々なバックグラウンドを
持つ女性たち、社会や家庭で知恵や経験を
培った彼女たちが集い、つながりあうとど
んな未来が広がるでしょう。
シニア期に向けた女性の会員制交流事

業ヴィーナスリンクを始めました。パー

ティー・お茶会・旅行等イベントの実施、
学びや体験の場の提供、会員の得意を生か
す支援、会員同士のマッチングサポートな
ど。シニアやその予備軍の女性が出会いと
交流を途絶えさせることなく、新たなやり
がいを発見し得意を生かせる仕組みがそこ
にはあります。すべては明日が楽しみにな
る今日を築くために。

ヴィーナスリンクというシニア女性の未来

細
ほそかわ

川　えみ子
（有）アネット
取締役社長

「人の真似をするな。今までにないもの
をつくれ」と提唱した吉原治良を中心に
1954 年に結成された前衛芸術家集団、具
体美術協会（具体、GUTAI）。具体の活動
期間は吉原が亡くなる 1972 年までの 18
年間、ちょうど日本の高度経済成長期で、
東京オリンピック、大阪万博が開催された。
大量生産、大量消費の時代の波に抗うかの
ように頑なに“オリジナリティ”を追求し
た具体作品は、長い時を経て、2013 年、
ニューヨークのグッゲンハイム美術館での
回顧展により、世界的に再評価されている。

1992 年、具体の結成メンバーである嶋
本昭三氏と FM802 のプロジェクトとして
行ったのが“ビルディング・クラッシュ・
プロジェクト”。本町のビジネス街にある

4 階建ての廃墟ビルを 3 ヶ月かけて壊しな
がら、アート、音楽、パフォーマンスなど
を繰り広げるというもの。嶋本氏の代名詞
ともいえる「ビン投げ」アートもあった。「何
じゃこりゃ！」の連続はあまりにも斬新で
強烈であった。

70 年近く前に吉原が追求した“オリジ
ナリティ”の精神は、芸術の世界だけでな
く、ビジネスへの関わり方や生き方にも響
く。大切にしたい。

“GUTAI”が教えてくれたオリジナリティの精神

藤
ふじむら

村　滋
しげひろ

弘
MCEI 大阪支部　理事長
BEYOND BORDERS
代表 /Producer
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　80年代、ニューヨークでシンディ・ローパーやデ
ビット・ボウイなどアーティストのポートレート撮影
を中心にファッションカメラマンとして活動していま
した。個人的にはアートワークとしてダンサーの写真
を撮り続け、欧米各地で写真展を開催してきました。
　帰国後、頼まれて妻の友人の赤ちゃんを撮影したと
ころ、その笑顔にダンサーを超えるインパクトがある
ことに気づきました。赤ちゃんの笑顔には媚がありま
せん。無心の笑顔が人の心をほぐしてくれる。そう感
じて2007年に立ち上げたのがプロジェクト「スマイ
リングベイビー」です。撮影の対象月齢は3か月から
6カ月。撮影した赤ちゃんは64才にして授かった愛
娘も含めて現在（12月14日）4639人。最初の赤ちゃ
んはすでに高校生で、今年7月に生まれた第二子の
撮影も予定しています。
　赤ちゃんを抱っこして電車に乗ると、周りの乗客が

自然に笑顔になります。ウクライナ侵攻や食糧難、物
価高など暗い話題の多い世の中ですが、「赤ちゃんの
笑顔パワーで、世界中を笑顔にしたい」そんな思いで
活動を続けています。
　コロナ禍でスピードダウンしましたが目標は10000
人。2021年に無料で提供していた撮影を有料化した
ところ、スマホの普及で仕事が激減した各地のカメラ
マンからの問い合わせも増え、今後は全国のカメラマ
ンとチームを組んで取り組んで行きたいと考えていま
す。
　貴方のお子様やお孫さんもいかが
ですか？

世界を笑顔にする、赤ちゃん募集中

堀
ほりぐち

口　マモル
NPO法人スマイリングベイビー　代表
プロカメラマン

みなさん、Vtuber と言うものをご存じ
でしょうか。Youtube で配信する者のこと
を Youtuber と言い、本人が映る代わりに
Virtual 映像で作り出されたモデルを映し
て配信する者のことを Vtuber と言います。
M-1 グランプリの 2021 年王者の錦鯉の渡
辺隆さんが嵌っていたり、世の中に浸透し
つつあるコンテンツだと思います。私は、
現在の会社に入る前に Vtuber の配信を見
始めて、毎日のように見るようになりました。
Vtuber のリアクションなどが中々おもしろ
かったのです。その後、今の会社に入社す
ることになったのですが、その会社がなん
と VR（Virtual Reality）の会社だったので
す。VR の機器を扱う会社ですから、その
仕組みなども学ぶことになり、Vtuber がど

のように機材を使って体や視線を動かして
いるか、瞬きをしているかなどを知ることに
なりました。そのようなことを知ったことで

「Vtuber を作り出す」ということまでにはな
らなかったのですが、より身近に感じるよう
になり、また、「Vtuber を見ている。」とい
う時に、妙な説得力が生まれたのでした。

VR の世界では五感などの感覚を再現す
ることを考える時も、その仕組みを学びま
すが、仕組みを学ぶことが話に説得力を持
たせることであり、技術の世界の常識なの
かなと思ったのでした。

技術の世界と仕組み

堀
ほり

　周
しゅうたろう

太郎
（株）ソリッドレイ研究所
業務推進室
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弊社は、政府系金融機関や国の補助金等
により「強くて善くて働き甲斐のある会社づ
くり」をモットーにベンチャー企業等の支援
をしている。「働き甲斐」に「ライフ・ワーク・
バランス」ではなく、「ライフ・ワーク・イ
ンテグレーション（仕事と人生の統合）」を
織り込んでいる。ライフにワークも溶け込ん
でおり、企業繁栄の源泉である働く人の幸
福実現に、企業も責任の一端を担うからと
いう理由である。
一方で経営者の方々は、企業存続に必要

な利益獲得のため、ウイズコロナへの事業
の舵切りという喫緊の大仕事を抱えている。
まずは、SDGsの17のGoal目標との擦り
合わせをすると良いが、それは規定演技項
目への対応に過ぎない。これらを踏まえて

の「18番目のGoal」となる自由演技が、自
社の舵切りの北極星となる。18番目のGoal
は SDGs2.0と捉えている。自社が何のため
に存在しているのか、どのような「念（思い）」
が籠められるのか、ステークホルダーの共
感が得られるのかがポイントとなる。その念
に基づく事業計画の実現には、自社所有資
源を活かし、不足する資源は調達し個性光
る日本流儀の企業の継続発展に寄与したい。
弊社自身も、心躍る18番目のゴールに向

けて走り続ける1年としたい。是非ご一緒
に！

「Goal 18」を「SDGs2.0」として、個性光る日本流企業の発展に寄与する

松
まつうら

浦　なつひ
（株）会社業務研究所
代表取締役　経済産業省認定　経営革新等支援機関

8年ほど前、大学病院で皮下腫瘍除去の
手術を受けたことがある。左脇腹にホクロ
を見つけ、大学病院に行ったところ、「ある
程度、歳をとった後にできたものは、良性、
悪性五分五分なので、手術しましょう。病
理検査後、問題がなければそれで終わり、
問題があれば再度オペと薬の投与になりま
す」と言われた。当初、現代の日本の医学
をもってすれば、手術前に、何らかの検査
をして、手術の必要性を判断するものと思っ
ていた。手術は部分麻酔で、日帰りである。
部分麻酔なので、病院の壁を見続けること
になる。そこに、ちょっとした静かな音楽
や映像があれば、気持ちを静め、不安感も
軽減できるのではと感じた。手術スタート
から30、40分経過すると、麻酔が切れた

のか、明らかに自分がお裁縫されているの
が分る。8針縫われていた。後日、検査の
結果、特段悪いものではなかったと告げら
れた。良かったと思う反面、そもそも顧客
（患者）の負担が少ない別のアプローチはな
かったんだろうかと考えてしまった。こうし
た治療や手術プロセスの中にも、顧客から
みた未解決の問題が残されており、それは
新たなイノベーションのチャンスでもある。
未解決を探す旅を続けなければならない。

未解決を探す旅

町
ま ち の

野　公
きみひこ

彦
MCEI 理事
（株）ジェイアール東日本企画
駅消費研究センター　センター長
兼「EKISUMER」編集長
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コロナ禍とウクライナ侵攻は日本の現実
を浮き彫りにした。技術力、研究力の低下、
自給率、輸出資源の乏しさ、将来的な国民
資源の貧困化を明るみにした。円安はそれ
を裏付けている。だから円安は小手先では
収まらない。産業を支える底力が見えない
のだ。
そんなときに、未だ国会の議論は足の

引っ張り合いで、日本の根本問題に行き着
いていない。大衆迎合の議論や政策であふ
れている。議員を選ぶ国民が先に変わらな
ければならない。
貧しくなりつつある国民は自らの価値が

買われなくなっていることに気づかねばな
らない。人材の価値に、いち早く気づいた
産業界は外国人を採用している。グローバ

ル化や人口減少という理由だけではない。
企業内に教育センターを置くところが増え
た。日本人材の劣化によるものだ。求めら
れる価値は求める側から伝えられる。真摯
に聴き耳を立てる必要がある。
国家戦略として、産学官連携で教育の質

を変えなければ国民の賃金はあがらない。
貧しくなる日本は止まらない。リスキリン
グなどではない。発想の仕方、人間の質に
かかわる幼児教育からの改革を急がねばな
らない。

コロナ禍とウクライナ侵攻が覚醒させてくれたもの

溝
み ぞ ろ ぎ

呂木　健
けんいち

一
平成国際大学
名誉教授

「このイヤリングを片方だけ売ってくれませんか？」と、
お客に言われたのがヒントになった。東京・原宿にお店を
持つ知人の話。「どうして今までイヤリングやピアスを片
方だけ売らなかったのか？不思議です。本当に売れ行き
が一気に変わりました。先日買ったお気に入りの片方を失
くした人。片方だけする人。左右違うデザインにする人・・・。
2個セットで売らなくても良いでしょう」

何か新しいコトを…。今までにない商品を生み出せな
いか？商売人なら誰しも考えるコト。しかし日々の仕事に
追われて、同じ事を繰り返すというのが常である。人はお
のずと、目の前のやらなければならなりことには行動する
が、何かを新たにするというと、否定的になりやすい。

やらなければならないこと、やってはいけないこと、
やっても構わないこと――やらねばならないことは当然
やる。やってはならないことはもちろんダメ。やっても構
わないことなら、積極的にやるべき。このやっても構わな

いことを、遊び心を持って本気でやることが新たなる企
画である。
「珈琲ほうじ茶」（20個入り・977円　京都・宇治田

原製茶場）のティーパックが2009年の発売以来、好評
だ。コーヒーの香りがするほうじ茶。ほうじ茶の香りがす
るコーヒー。「何これ？おいしい！クセになる！？」と人気。
パソコンの画面に向かって仕事をする人、机に向かって勉
強する学生、根を詰めて何かをし続けている時に最適な
飲み物だ。

ほうじ茶だけでは刺激が無い。コーヒーほど胃に負担
がこない。どんどん飲める。「ヒット商品を生み出す力は
遊び心…」とは社長の安井徳重さん。

やってみよう・・・！？

水
み ず の

野　勝
まさひろ

弘
ビジネスサロン365主宰
ビジネス総合プロデューサー
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国内随一のサーフィンの聖地、宮崎県青島で
シェアハウスを運営して2年。最近「自分がやっ
ていることは『お客さんのセレクトショップ』
なのでは？」という気持ちになっている。施設
や設備、周辺環境がいくら良かろうが、それは
利用者満足度の半分のシェアしか満たさない。
残りの半分は「他の利用者がどんな人たちなの
か？」に依存するのだ。シェアハウスでの生活
が利用者さん同士の「同棲」という面を持つこ
とからすれば当然のことかもしれない。
産業革命以降徐々に確立していったベルトコ

ンベア式大量生産は産業界にたゆまぬ生産性の
向上をもたらし続け、それは常により大きな市
場を求め続けてきた。そこで確立された商業倫
理は（あけすけに言えば）「金さえ払ってくれ
ればそれでよい。モノは渡すから好きにしてく

れ。」だろう。
我々は生まれてこのかたこの感覚を当たり前

として生きてきた。が、シェアハウスに限らず
コミュニティ要素が重視されるサブスクビジネ
ス時代の到来で、我々の常識は根底から覆ろう
としているのではなかろうか。
とはいえ、鮨屋や寄席、バーやスナック、街

の定食屋などなど、我々が従来から馴染んだ世
界にも「まともな客としての振る舞い」が求め
られる領域は意外に多い。この経験値を一般ビ
ジネスに応用するべき時代が来ただけとも言え
るのだろう。

「お客様は神様！」時代の終焉

宮
み や き

木　章
しょうた

太
アオシマアパートメント
主宰

　昭和がもし続いていたら、2025年には昭和
100年になり「大昭和」を実感する。戦後立ち
あげた企業は多いから、節目のよいところで
ここ数年に周年行事も計画されるはずだ。
　この100年は輝かしい経済発展をしてき
たが、その一方で地球環境への人による負荷
や、すぐに結論を求める仕事の進め方、額に
汗するのは野暮、効率よく迅速を優先課題に
するなど、日本の美学に水をさし、社会貢献
や奉仕で取り繕おうとするが、ゆっくりと好
ましいとされる日本流が歪められていった。
　イノベーションやリノベーションがいわれ
て、企業の日常の仕事ぶりや発想に改革や革
新をいわれる時とも重なってくる。この大事
な時にさらに一石を投じるのは、各社各業界
に訪れる緩やかにして正確な「世代交代」の

流れである。ある社では企業トップの交代も
あり、経営の理念や哲学、業容のありように
もメスが入ると思えるし、現場で指揮をと
る実務部隊でも若返りや女性の登用、スペシ
ャリストのヘッドハンティングなど、若返り
と称して新旧の質的世代交代が進むことにな
る。適正にして適確なバトンタッチの技術と
その時に登場する次の世代の優秀な人材の育
成と準備に社運がかかってくる。
　諸要素がからみあったスマートな改革と
第一線の新しい働き甲斐の創出に期待がかか
る。多少の議論を重ねた社の刷新がいる。

「世代交代」という試練

三
み た む ら

田村　和
かずひこ

彦
三田村和彦企画事務所
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エンゲージメントとモチベーションで
は、社員が頑張ろうとする目的には違いが
あります。エンゲージメントは、会社や周
囲との関係のなかで生まれるものです。そ
れに対してモチベーションは、会社や周囲
とは関係なく本人の中で生じます。例えば、
会社や周囲との関係が良好でなくても、仕
事そのものが好きであればモチベーション
は高まります。さらに言えば、人間が生き
る目的のひとつは仕事を通じて「喜ばれる
存在」になる事かもしれません。その意味
でも、今やるべきことが目の前に存在して
いるなら、好きな仕事を求めるよりも、与
えられた仕事を好きになることから始めれ
ば良い。それに手を抜かずに感謝してや
ることで初めて次の仕事や役割が与えられ

る。置かれた所こそが今の自分の居場所な
のです。咲けない時は、根を下へ下へとお
ろしてみよう。根が太くなればなるほど、
大きくて強い素敵な花が咲きます。成功と
は、成功するまでやり続けること。小さな
成功で良いのです。小さな成功を繰り返す
事が次の原動力となり、仕事へのモチベー
ションは大きく膨らみます。そして仕事が
楽しくなると会社が大好きになります。モ
チベーションとエンゲージメントは相互関
係にあるのです。

モチベーションとエンゲージメントで思う事

宮
み や ち

地　雅
まさのり

典
MCEI 東京支部理事長
カゴメ（株）
野菜をとろうキャンペーン推進室　執行役員

コロナ禍により、国内の店舗ビジネスも
様変わりした。QRコード決済は一般化し、
デリバリーやテイクアウトの利用経験者数
も増加した。企業は数多あるデジタルツー
ルや新たな取り組みを始めており、成功企
業も多く出ている。
一方で、デジタルツールの導入が必ずし

も成功しているとは言い難い。当社も多く
の企業様と商談を重ねる中で見えてきた課
題として、①複数メーカーのツールを導入
しても使いこなせておらずデータ管理がで
きていない点、②各メーカーは自社ツール
の導入しかサポートしない点、③さらに高
コストである点がある。また一括りには出
来ないが、僭越ながら企業側にも考慮する
点もあり、新たな取り組みが現場の理解不

足・負担になっており、浸透する前にツー
ル導入が頓挫するケースもある。
道半ばであるが、当社では提案の際は、

段階的な取り組みと、現場からのフィード
バックをいただきサービスのカイゼンに繋
げる仕組みをとっている。企業毎に課題は
多岐に渡るため、1社 1社と共創してサー
ビスを個別に作っていく必要性を感じてい
る。繁盛する店舗ビジネスを実現するため
に、当社は企業と伴走しながら長く利用さ
れるサービスを作り上げていきたい。

店舗集客は変化を捉える仕組みで対応

宮
みやぎし

岸　幸
こういち

一
いまチカ（株）
CMO
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　“雲がなければ雨は降りません。雨が降らなければ、木

は育ちません。木が育たなければ紙はできないのですから、

この紙がここにあるために、雲はなくてはならないものなの

です。この世に存在している全てのものは常に関係を組ん

で繋がって生きています。”これは、ベトナムの僧侶、ティッ

クナット・ハンの詩の一部です。ティックナット・ハンは詩

の中で interbeingの大切さを語っています。Interbeing～

言葉の意味は『つながり・縁』です。今年、私はこの言葉

に出会い、仕事を通して言葉通りの“つながり”と“縁”を

学びました。

　弊社はこれまでサービスを軸としてきましたが、今年オン

ラインストアの運営という物販の新規ビジネスを立ち上げる

事になりました。商品開発を行ってみて、1つのモノを作る

のに、多くの人の努力と情熱が詰まっている事を目の当たり

にし深い“つながり”を感じざるをえませんでした。そして、

“つながり”と“縁”の大切さはMCEIとの出会いを通し

ても深く感じた一年でした。新規ビジネス立上げのご縁で

MCEIの皆さま（もしエムチームの皆様）とお会いする機会

を頂き、自分の事のように真剣に考えてくださる姿勢にみな

さんの懐の広さ、心と豊かさ、思考の豊かさ、共有する事の

大切さを教えて頂きました。知識も情報も一人で抱え込む

のでは無く、みんなでシェアするからこそ大きくなり繋がっ

ていく…まさにここでも interbeingが発揮されていました。

一人で出来る事は限られていますが、みんなでやれば楽し

い事は2倍に。悲しいことは半分に！今年得た貴重な学び

を大切に、来年もinterbeingを忘れず過ごしたいと思います。

　最後になりましたが、今年の個人的流行語大賞は文句な

しに『もしエム』です！笑

Interbeing ～インタービーイング

村
むらやま

山　朝
あ さ な

菜
インブルーム（株）
整理収納サービス事業部

我が日本は世界に冠たる超高齢化社会を
迎えている。65歳以上の高齢者割合は既
に国民全体の35％を超えている。
平均寿命も男女とも80歳を超えている

から、それなりの貯えも必要となる。いか
んせん、医療環境が著しく向上してるから、
なかなか大往生というわけにはいかない。
そこで、いかにして、この超高齢化社会

をエンジョイしながら過ごすかという大命
題である。キーワードは、ストレスフリー、
つまりストレスをも楽しめる精神構造とラ
イフスタイルということになる。

皆さんどうですか、実現出来ますか？

超高齢化社会の生き方

村
むらかみ

上　実
みのる
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新型コロナウイルスの流行から早いもの
で3年が経ち、withコロナという生活様式
が定着していく中で、世の中では、様々な
行動変容が見られるようになりました。業
務で『ウコンの力』を担当しており、コロ
ナ前に「戻りつつあること」と「戻らない
こと」が二極化する中、ブランドとしての
存在意義や価値を見つめ直す機会が多い一
年でした。
プライベートでは、コロナ禍においてオ

ンライン上でしかコミュニケーションを取
れなかった古くからの友人や実家の家族と
久しぶりに会うことができ、心の充足感が
得られ、交流することの喜びを改めて実感
できました。
それは昨今、改めて注目されている“ウェ

ルビーイング”に繋がるものであり、健康
そのものの在り方を拡げた新価値が創造で
きる可能性を感じた一年でもありました。
多様な価値観が存在する世界で、事業を存
続していくためには、“ウェルビーイング”
に対するリテラシーを今以上に高めていく
必要性を感じました。現代社会が抱える様々
な課題と真摯に向き合い、消費スタイルが、
モノ消費からコト消費、そしてトキ消費へ
と変化していく中で、世の中に貢献できる
新価値を追求していきたいと思います。

新価値創造の可能性

安
や す い

井　太
た い ち

一
ハウスウェルネスフーズ（株）
事業開発一部　販売企画グループ
チームマネージャー

MCEI 東京事務局長より「今年の振り返
り書いてよ！」とご要望頂いたので、個人
的な 2022 年を振り返ります。
今年の一番のトピックは 7月に次女が

生まれたことです！長女 2歳、次女 0歳
を連れて 11月に東京から神奈川へ引越し
しまして怒涛の 1年でした。子供はほん
とうに可愛いです。子供は 2人ともまだ
保育所に預けていないので、育休中の妻と
ともに、私は在宅勤務をしながら子育てを
しています。コロナ禍で始まった在宅勤務
なので日本橋オフィスに出社するのは月に
一回ぐらい、ほぼ自宅からオンラインで仕
事をしています。こうなるとなかなか会社
の様子ってわからなくなりますよね。弊社
では「日報」ならぬ「分報」を活用してい

ます。分報はクラウドサービス「kintone」
を使っており、「今から勤務を開始します」
「子供にミルクを上げるので少し席を外し
ます」などリアルタイムで「状況共有」す
ることでチームメンバーの近況がわかるよ
うになっています。出社していたときの、
なにげない会話がオンライン上でも実現で
きるのでいいですよね。引き続き、お互い
気持ちよく仕事ができるように工夫してい
きたいと考えています。

私と育児と在宅勤務

森
もり

　信
しんいちろう

一郎
サイボウズ（株）
広報
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　参議院議員青山繁晴さんの奥様が水産大学
校の調査船船長として偶然発見したのがメタ
ンハイドレートです。これは佐渡ヶ島沖の日本
海でシャーベット状に凍っている天然ガスが海
底から噴出して 650mの柱＝メタンプルーム
となり、海面で溶けてメタンガスを排出してい
る天然資源です。太陽工業という東京ドーム
を開発した会社の持つ天幕で海面から空気中
に散らばるメタンガスを集める技術を研究し
世界特許を取りました。日本政府は 5年後の
2027年度の商用化を目指して開発することを
決定しました。これが実用化されると自前天然
資源に乏しいわが国のエネルギー政策に多大
な貢献が期待されます。今は 8000km離れた
カタールから液化天然ガスとして輸入している
ガスを佐渡沖で採取できるようになるのです。

海面で幕を張って採取するため海底の掘削は
不要です。漁業への悪影響も有りません。おま
けに海底から吹き出す天然ガスの周りに蟹が
集まり格好な漁場になります。このことを青山
夫妻が国際海洋学会で発表すると大きな反響
が有りました。
　しかしながら、不思議なことにこんな素晴
らしい発見を日本のマスコミは無視しておりま
す。青山議員の存在自体も無視されています。
青山議員は裏に莫大な石油利権を持つ勢力が
存在するせいだと主張します。是非、皆様もこ
の大切な可能性についてご認識していただき
ますようお願いします。

メタンハイドレート

山
や ま だ

田　優
ゆ う た

太
不動産業

9 年前の 62 才のとき 40 年間勤務した
JTBを定年退職しました。
旅行が縁で、WEB製作会社ANETT で

のアルバイトを続けています。
2年前にコロナ禍の自宅生活に潤いを求

めて初めてトイプードルのモコを迎えまし
た。モコは平均寿命が 15年なので私もあ
と 13年生き続けなくてはならなくなりま
した。
その時、体重 88キロ、血液検査で中性

脂肪、クレアチニン（腎臓）等数値要注意
領域でした。長生きするためには減量と筋
肉づくりが不可欠です。ラジオ体操、ウォー
キング、サイクリング、ストレッチを続け
ていますが効果がいまいち。ジムでプライ
ベートトレーナーを頼んで筋トレしようか

考えましたが費用が高いです。7か月前の
5月から週二回、毎回 30分のプライベー
トトレーナーによる加圧トレーニングを始
めました。9月からは朝食を抜く 15時間
断食を続けてみました。加圧トレーニング
は元東大病院循環器内科の森田敏宏先生の
ジム「HIWALANI」に通っています。
結果、10 キロ減量に成功、筋肉がつき

膝の痛み解消。血液検査結果もすべて正常
値になりました。
定年後は仕事を見つけることと「加圧ト

レーニング」をお勧めします。

9 年間のリタイア生活

山
や ま だ

田　政
まさひろ

博
（有）アネット
顧問
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2023 年 3 月に文化庁が京都に移転す
る。平安時代寄りの千年の都。明治の世に
東京遷都以来初めての中央省庁移転であ
る。地方創生のみならず、世界に向けての
日本文化の発信は、さらなる幕開けと期待
される。文化を基軸とした業界の垣根を超
えたマーケティングの展開が渇望される。
いつの世も顧客が原点である。事業の大小
問わず、お客さまが集まる場所で流されて
いる音楽（BGM）。この研究が一般的に
脆弱の感がある。GMS、スーパー、モー
ル、ショップ迄、似つかわしくないBGM
が無神経に流されている。自社、店のコン
セプトが同一にもかかわらず、バラバラの
BGM。仮に有名シェフの高級レストラン
に行き、料理、ホスピタリティには、成る

程と感じた。しかし思った以上に期待して
いた満足感が迫って来ない。食事、会話を
包んでくれる雰囲気のBGMが、店のコン
セプトにそぐわない事例が散見される。業
界にかかわらず集合場所では［感動空間創
り］で顧客感動に到達するストーリーを伝
えた時こそ、満足度を超えるものになる。
商品・MD・ホスピタリティ・マーケティ
ング・マネジメントの水平融合が大事で
す。一つが抜け殻になっても強者になり得
ない。たかが音楽。されど音楽。

さらばコロナ。顧客支店の戦略

山
やまもと

本　泰
たいめい

明
総合機能評価機構
理事長

2020 年から流行した covid19 による外出
規制で、ニューノーマルということを受け入れ
ざるを得ない社会に変貌しました。2022 年末
の現在でも感染者は 1日に 1 万人を超えてい
ますが、社会は徐々に以前のように戻りつつあ
ります。そして、今年は多くの忘年会が開かれ
賑わいを取り戻しています。街には人が溢れ、
年末の慌ただしさを目の当たりにして人が集ま
れることの嬉しさを改めて感じています。

私が教えている大学でも、今年から授業の
形態が元に戻り、全員大学で授業を受けられ
る環境に戻りました。2020 年、21 年に入学
した学生は、大学生活が自宅でのリモート授業
で、学生生活の良さ、楽しさを享受できずに過
ごしたのは非常に残念なことです。

今なお、大企業はリモートワークを推奨して

いる所も多いですが、中小企業はこれまで通
りの働き方をしているところがほとんどでしょ
う。働き方を大きく変えたという部分が、唯一
covid19の良い影響だったと思います。そして、
オンラインとオフラインの選択肢を作り出して
定着させました。しかし、オンラインでは知り
得ない情報が多く存在するので、実際に人に
会う、現場へ赴くことの重要さを再確認させら
れました。

従来よりアップデートされた環境を楽しむこ
とが重要だと思った年でした。

集まれることの嬉しさ

山
やまなか

中　悠
ゆ う じ

嗣
合同会社 GENETO GROUP
代表社員
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2019年 11月から足立区西新井の体験型
複合施設「ギャラクシティ」で働いています。
足立区は非常に貧しい区で、平均年収が340
万円で東京都の市区町村の中で46位と三宅
島の三宅村に3万円ほど負けています。因み
に1位は港区で1126万円です。子供の学力
も23区中で最低です。また生活保護の世帯、
人数共に23区で最多です。
本来であれば年間150万人（延べ）が来館

する施設ですが2020年コロナが発生してか
らは2か月の休館を経て7割ぐらいの定員で
運営しています。
休館中は何もやる事がないのでギターを集

中的に練習したら素晴らしく上手くなりまし
た。年に1～2回併設の西新井文化ホール開
放デーで演奏しています。

また企画から3年越しで子供の生活習慣
改善プロジェクトを花王グループカスタマー
マーケティング株式会社から講師をお招きし
て、手洗い・歯みがき・ひとり髪洗い教室を
開催しています。
3月で 65歳になりました、最近つくづく

思うのが未来は子供にしかないと言う事です。
そんな子供達の成長の一助になれば幸いです。
今年の夏から国連UNHCRにわずかですが

寄付を始めました。ウクライナの子供達にも
早く明るい未来が訪れることを切に願ってい
ます。

未来の子供、子供の未来

吉
よ し だ

田　勝
まさる

ギャラクシティ指定管理者
みらい創造堂

幼いころから実家には食品会社と自宅が
あった。そこに会社を必死に守ってくれる
税理士がきていた。その職業に憧れ自分も
なった。なんでも即答出来て人を守れる
かっこいい税理士になりたかった。しかし
いざ職業につくと自分を守るのも大変な
上、人を守る事はさらに大変である。何倍
もの努力が必要である。自分の考えを押し
通し会社を守ってあげようと必死になって
も守れない。それよりも会社の人達にとこ
とん寄り添い十分に理解し、誠実に正直に
なる事により守りでなくて攻めの答えが明
確に出て、結果守ることが出来てくる。そ
の根底には知識も必要であるが、痛い事に
も柔軟に吸収し耐える力も必要である。会
社と会社の取引、国と国との関係も同じで

はないかと思っている。痛い事にも逃げ
ず、相手と同じ立場になることが大事だと
思う。

守るということ

吉
よ し だ

田　ふみ枝
え

税理士
吉田ふみ枝会計事務所　所長
東京地方税理士会神奈川支部　副支部長
（株）会社業務研究所　パートナー
（株）吉田マネジメントサービス　代表取締役
（株）相続プロフェッショナルズ　代表取締役
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地球温暖化による異常気象が世界各地で
起こっている。干ばつ、森林火災、大規模
な洪水、水害、今まで経験したことのない
ような大型の台風やハリケーンなどなど。
この自然現象に起因して世界中で食糧危機
が声高に叫ばれている。
加えて、ロシアのウクライナ侵攻により

小麦粉の価格高騰や電力エネルギー価格の
高騰など人為的な災害もあり、我々生活者
には電気料金の高騰、1万品目にも上る値
上げによる物価上昇、燃料エネルギー価格
の高騰など非常に厳しい環境になってい
る。
さて、この状況をいかにして打破するの

か。あらためて地球温暖化への対応を地球
規模でやらなければ、取り返しのつかない

ことになる。SDGs という言葉はかなり
定着してきたが、まだまだ十分でない。個々
人の意識の問題も含め、小さなことでもコ
ツコツと積み上げていく行動が重要だ。
戦争などしている場合ではないだろう！

今こそ世界のリーダー、政治家は私利私欲
を捨て、協力強調すべき時だ。温暖化によ
る環境破壊は待ってくれないのだから。

地球規模で考え、行動しよう

若
わかばやし

林　健
けんぞう

三
MCEI 東京支部　ライフメンバー

　2022年は終ろうとしている。
　今年は1月4日、7つのオンラインミーティ
ングが仕事始めであった。それからほぼ毎
月120件以上の面談を重ねこの一年で延べ
2200人以上の人とお話してきた。新しい経
営者との出会いだけで1000名を越える。
　私の仕事は営業コンサルである。仕事が
あるだけ営業の悩みがあり会社の数だけ営
業課題がある。私はそのほんの少しに関わ
り改善のお手伝いをする。それ以外は他の
経営者が解決してくれる。望む経営者に対
応できる経営者をご紹介することで間接的
にサポートする。そんな仕事だ。ゆえに経
営者即ち社長に会うのが私の仕事と言える。
　コロナがはじまり早三年が経とうとして
いる。巷では怨嗟と他責の声があふれてい

る。良く言われるが「他人と過去は変えら
れず変えられるのは自分と未来しかない」
と。
　環境に順応しつつ2年間で今の業態にた
どり着いた。「一人社長だから」と言われれ
ばそれまでだが長い歴史を持つ大手企業で
も変化に対応し業態転換を成し遂げ成長を
加速させている企業は多い。人であれば頭
を企業であればトップの発想を変えること
でそれは成し得ることではないだろうか？
　来年は還暦を迎える。自分が思う以上に
更に飛び跳ねてみたいものだ。

跳ねる

吉
よしなが

永　尚
ひさし

NCU合同会社
CEO
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あまり関連がなさそうなテーマに思える
が、実は新型コロナ感染が蔓延後、大きく
結びつくようになった。コロナ禍の初期の
対策で、学校閉鎖で給食がなくなり、牛乳
の消費が大きく落ちた。さらに、Go-To
トラベルもなくなり、自宅待機を促され、
お土産需要（お菓子、スィーツ類）の消費
が、これまた大きく落ちた。
しかし、牛のお乳の生産は止められない。

かつて、食紅を付け廃棄され問題になった
ことも遠い昔にはあった。今は、どうして
いるか？
実は、脱脂粉乳に変え、長期保管に耐え

られるように生産が切り替えられている
が、お土産需要の落ち込みは痛手で、これ
も消費は進まず、在庫保管が多くなり、倉

庫の手当ても大変な状況になっている。（こ
こで大きな接点ができている）
1年までの消費期限、いろいろな対策で、

飼料化や海外輸出も行われ始めた。物流事
情も、商品は回転してくれた方がよい。
今こそ牛乳消費のお知恵を待ち望むとこ

ろであるが、コロナ禍の対策そのものが、
マスクにこだわり動かないことではなく、
コロナと上手に付き合いながら、消費も拡
大していく対策を考えていく時期に来てい
るのではないだろうか？

牛乳消費と昨今の物流事情

和
わ だ

田　昇
のぼる

北海三井倉庫ロジスティクス（株）
代表取締役社長
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水口健次創設理事長

生誕90周年記念ページ
2022年は水口健次創設理事長の生誕90周年。ご健在なら卒寿を迎える年でした。「百

人百語」ではこれを記念して特集ページを編成しました。
今回は創設理事長から薫陶を受けた「水口チルドレン」の方々に MCEI 東京、大阪

両支部よりお集まりいただき、オマージュ企画としてパネルディスカッションを実施し
ました。 

前半は先生から頂いた忘れられない言葉、今も指針としているキーワードや視点、エ
ピソードなどをご披露いただきます。後半では、ウクライナ侵攻に始まり、長引くコロ
ナ禍や原料・エネルギー高、異次元の円安など、この予測不能な時代を、水口先生なら
どう判断し、どのような指針を示しただろう？といった「もしも」を議論する場とさせ
ていただきました。

更に 1979 年から 2009 年まで 31 年にわたる水口創設理事長の提言と 1999 年から
2009 年までの情報紙 SCOPE の新年号に掲載された水口提言 10 本を収録。巻末には
貴重な講演動画のリンクを掲載しています。収録されている水口提言はまさに「不易流
行」。現代にも通じる至言の宝庫と言えます。ぜひご一読いただき、皆様のご意見ご感
想をお寄せください。 

イラスト：タラジロウ

不易流行
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Profile 水口健次 プロフィール

1932 年 愛媛県に生まれる

1957 年 立命館大学法学部卒業

1958 年 市場調査研究所 ( 現・日本マーケティング研究所 ) の設立に参加

1961 年 ニューヨーク視察でセールスプロモーションの実務家による団体、
SPEA （Sales Promotion Executives Association）と出会う

1969 年 MCEI 東京支部設立、理事長に就任

1972 年 日本マーケティング研究所・代表取締役社長に就任　後に会長

1980 年 MCEI インターナショナル・コミュニケーター・オブ・ザ・イヤーを受賞

1989 年 MCEI 国際本部長に就任（任期 3 年）、東京が MCEI 国際本部となる。株式
会社戦略デザイン研究所設立、代表取締役社長に就任

2007 年 MCEI 東京支部・理事長を退任し、創設理事長に就任

2008 年 10 月 29 日逝去
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～水口チルドレン７人による水口オマージュ対談～

特集 1 水口先生からの贈り物

忘れられない水口先生の言葉とは

  司会（仁藤）
　初めに MCEI 及び水口先生との出会い
や今も記憶に残る言葉、エピソードなど
をお話しください。宮地理事長、お願い
します。

  宮地
　入社して営業を経て本社でマーケティ
ングをやり始めた時に、当時課長だった
寺田前社長に MCEI を紹介いただいたの
がきっかけです。当時、水口先生の言葉
で一番印象的なのは「わー、エライコッ
チャ！」なんですが、「うちのかみさん
がね」というのをいつもつける。奥さん
の事例は N ＝１なんですが、それを水
口流の視点で切ることでリアリティが増
す。わかりやすい事例とともに新しいネ

タが出てくる。これが楽しみでした。

  橋詰
　私の場合は、企業でブランディングや
店舗中心の顧客接点の領域をやってきま
した。未だに耳に残っているのが「越権
と越境のマーケティング」（06 年）とい
う言葉です。
　また、バブルが崩壊した頃「挫折から
再生」（92 年）という言葉も頂きました。
私自身、壁に当たっていた時期だけに、
非常に共感できました。コロナ禍等でこ
こ数年停滞していますが、再度またその
言葉を、見直していきたいと思っていま
す。私も MCEI 大阪で 2000 年に理事に
就任して 20 年以上お世話になっていま
す。この間のバブル崩壊も含めて世の中

MCEI 東京支部　理事長　宮地 雅典
カゴメ株式会社　執行役員

MCEI 東京支部　
常務理事　事務局長　仁藤 正平

MCEI 東京支部　監事　福崎 隆司
株式会社メイプ代表取締役
元 ADK 執行役員
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の変わる様、特に店舗設計の中で流通の
大きな変化を実感しています。

  福崎
　そうですね、私も先生から「バカモ
～ン！」と叱られたり「次はあんたの時
代だ」と煽てられてその気になったりと
か、いろいろあるんですが、実は「第 2
回 MCEI マーケティングエクセレンス」

（72 年）を受賞した「ケンとメリーの（愛
の）スカイライン」のトータルキャンペー
ンに携わっていました。転職した後もク
ルマ関係の仕事をいろいろ手掛けました
が、その絡みの中で申し上げると「需要
変化のダイナミクス－需要は分解して再
構成される」（90 年）、というワードと、
経験経済に基づく流れの「モノからコト
へ」（99 年）。この 2 つのワードは、仕
事をしながら痛切に感じていました。
　簡単に言うと日本のモータリゼーショ
ンの第 1 期は「いつかはクラウン」に象
徴されるセダン中心のヒエラルキーの時
代。第 2 期は、黒塗りの社有車ばかりの
中型車市場に ｢白クラウン｣ がパーソナ
ルカー市場を生み出した。そして私が携
わったスカイラインが小型乗用車＝ファ
ミリーカー市場の外に、新たなパーソナ

ルカー市場を切り拓いた。「白いクラウ
ン」そして「ケンとメリーのスカイライ
ン」が新たな市場を創出し牽引したと言
えます。第 3 期はより明快な使途別で、
ワゴン、SUV、ワンボックスというよう
に、従来のセダン市場が完全に分解して
3 つの市場に再構成され、主流化する流
れを体感していました。
　これを別の見方でみると第 1 期は ｢所
有価値｣ の時代、第 2 期は「使用価値」
の時代、第 3 期は ｢体験価値｣ の時代と
捉えることができる。日産セレナの「モ
ノより想い出」というメッセージが象徴
的でしたね。まあそんな変転をその時々
にかみしめながら、仕事をさせていただ
きました。
　さらに水口先生の様々な提言をヒント
に、いろいろ面白い「コト」を仕掛ける
事が出来たという風に思っています。
　現在、自動車市場はユーザー・ニー
ズから社会ニーズへと価値軸が転換、自
動車産業と国家覇権が絡みつつガソリン
車、HV、PHV から EV へ。あるいはそ
の先の水素といったエネルギーを基軸と
した、新たな市場の分解・再構成の段階
を迎えていると俯瞰できます。このよう
に需要の変化をダイナミックかつ、俯瞰
的に捉えるべきだという視点を、水口先
生は教えてくださった。こういう捉え方
は大変役立ちましたね。

  齋藤
　私は 88 年に大平印刷に東京勤務で入
社しまして 7 年間ぐらい東京支部の会員
でした。当時上司だった大井弘三が水口
先生と大学時代からの親友で「こうちゃ
ん」「けんちゃん」と呼び合う仲。私も
同じ立命館の後輩だから適当に使って
やってくれという事で、90 年に 26 歳で
アメリカ研修ツアーに同行させて頂きま
した。東芝のダイナブックがアメリカで

MCEI 大阪支部　
顧問　橋詰 仁
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賞を取った時のツアーで、3 日後の訪問
先も決まってないという感じの珍道中で
した。アメリカの家庭でコンピューター
が使われ始めた時代で、明日朝までにレ
ポートしろと言われて、徹夜して書いた
記憶があります。

　一番印象のある言葉ですが、先生が定
例会等でおっしゃった言葉ではなく、私
が営業に異動になり MCEI に参加できな
い旨、伝えた時にお話をした時の話です。

「バカモン！お前は今まで何を聞いてい
たのか !? 営業こそがマーケティング実
践の場なんだ。営業であるお前が勉強し
に来ないでどうするんだ！」と、持って
いたラガービールを振り上げながらもの
すごく怒られまして、「営業こそマーケ
ティング実践の場である」という事はそ
の後ずっと座右の銘としています。30
才を過ぎた頃に MCEI との関係が希薄に
なり、次にお会いしたのは 2008 年の葬
儀の場だったのが、私としては非常に残
念でなりません。

  宮地
　今の言葉に凄く共鳴します。私はマー
ケのあとに営業推進、営業企画を担当し

ました。当時バタフライ型営業でなくダ
イヤモンド型営業の大切さを知り「営業
こそマーケティングだ」と先生に教わり
ました。

  斎藤
　「マーケティング志向のない営業は、
ただモノとお金を交換してるだけで逆に
営業ではない」とその時にお話をいただ
いて意識が変わりました。

  仁藤
　大阪の澤田元理事長の紹介で 94 年に
MCEI 大阪に参加しました。2000 年に
東京転勤になり東京の定例会に参加する
ようになりましたが、コミュニケーショ
ンサロンでは上京直後で知人もいない私
を「こいつオモロイやっちゃで！」と、
いろんな方に紹介していただきました。
あとで聞いたら誰にでもそう言って紹介
していたようですが、先生は常にホスト
として会場全体に気を配っておりそのホ
スピタリティが有難く今も心に残ってい
ます。百人百語の原稿が遅れると「朝は
夜より賢い！そんなもん、夜は 1 杯呑ん
でカーっと寝て朝チョット早起きしたら
すぐ書けるやろ！」と叱られました。
　「全てのコストの負担者はお客様」（02
年）の水口ワードに触発されて 2007 年
に「お客さま学研究会」を立ち上げまし
た。更に「課題解決先進国ニッポン」（07
年）は、少子高齢化や地域の過疎化、人
口減少などの「社会課題を世界で一番
早く体験する日本こそが得意なテクノロ
ジーを通して解決し、その技術で世界に
貢献するべき」と説いていました。そし
て「やり様はある。勝負はまだまだこれ
から！」で締める文章に何度も助けられ
ました。
　恐るべき先見性と古さを感じさせない
視座、切り口。水口先生を知らない若い

MCEI 大阪支部　 事務局長　齋藤 秀雄
株式会社 ISSO 代表取締役
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世代にも是非知って欲しい「水口語録」
を伝えていくのが我 「々水口チルドレン」
の役割だと感じています。

  深津
　「マーケティング通念への挑戦」（94
年）、更に「通念への反論」（03 年）は、
ともに古い常識にとらわれて時代・市場・
商品を見ていたマーケターや研究者、企
業に「ガツンと一撃」を喰らわせた名著
です。まずは自分自身の「通念」を疑う
事。ワールドカップのカタール大会で森
保ジャパンがドイツ、スペインを撃破し
たのも、選手たちが自らの「通念」を打
ち破った結果だと思います。

  舘岡
　ちょうど「T O D A Y S  A N S W E R 」

（P90-91 掲載）を見ながら話をしていま
す。私は 1980 年に日本マーケティング
研究所に入社しました。何よりの思い出
は、入社式の初出勤時に廊下を掃除して
いた小さなオッサンに事務所を教えても
らったのですが、入社式で挨拶した水口
会長がそのオッサンだったということ。
　当時は「第三次創業」（80 年）や「選
択率の需要」（81 年）、「固有名詞のマー

ケティング」（85 年）というキーワード
を水口先生は発信していました。そこか
ら 90 年代に向けて「多次元戦略」（86
年）、先ほど福崎さんも言われた「需要
の分解・再構成」（90 年）へと展開します。
　大阪支部 HP のコラムリレーにも書き
ましたが、やはり一番が入社直後の 2、
3 年で叩きこまれた「知覚されないニー
ズ」（82 年）。水口先生が頻繁に使って
おりましたが、これはもう近年の「生活
者インサイト」（2006　大松孝弘）を
20 年以上前に先取りしたものです。潜
在意識で前意識の領域で、そこから取り
出そうと思えば抽出できるものが真の願
望。マーケティングパーソンはそこの「捉
え方」と「捉える手段」、「捉えようとす
る相手」を全て斬新的に革新的に発想し
て切り替えていかなければ、そのことに
気付けないと教わりました。
　あともう 1 点強く叩き込まれた記憶が
あるのは、脱成熟による本業の活性化、
それは「多次元接点戦略」（86年）であ
るという主張です。当時東京で 20 社ぐ
らい集まった「多次元倶楽部」というも
のが開かれておりました。当時水口先生
からの無茶振りで「味の素」の戦略ケー
スを分析して多次元戦略レポートとして

LOTTE Wedel　プレジデント　深津強
（ポーランド在住）

株式会社 K-Wod　代表取締役　舘岡 成之
元日本マーケティング研究所
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報告しなさいという宿題が出たことも有
りました。
　「企業の存在意義という面のブラン
ディングと多次元接点戦略の本質を見
失ったらあかんで！」と言った指導は、
私としてはやはりインパクトの強い思い
出になっています。
　最後に、先ほど皆さんも言われたので

すが、「営業の挫折と再生」（92 年）です。
何よりも「営業だけがお客さまに約束す
る時にかけたコストを回収する唯一の仕
事」という言葉です。先生は営業の事を
本当に大事にしていました。近年、大阪
支部ではカルビーの石辺営業本部長をお
呼びしてお話をお聞きしたことも有りま
す。これがとても参考になりました。

水口先生なら2022年をどう評したか？

  仁藤
　有難うございました。次に、もし水口
先生が「失われた 30 年」の中で現在の
国内状況や政治・経済、国際問題などを
見た時に何と言っただろうか？まずは、
絶対「バッカも～ん！」と一喝されただ
ろうとは思うのですが、ここからは想像
で皆さんのご意見をお聞かせください。

  福崎
　つなぎで言うと、「SCOPE Vol.160 
2008 理事長提言」（P82 掲載）では「値
上げ凍結」というタイトルで「エライコッ
チャである。豊かな消費、そのため消費
のための流通のための云々」という事を
言いつつ、最後に「それにしても政府と
政治家と役所と役人、腹立つなあ、情け
ないなあ。バカモノドモメ」で締めている。
現代社会への見方も、マーケティングだ
けでなくて、国の在り様に対しても鋭く目
を向けられたのではないかと思います。

  宮地
　まあでもやっぱり 2000 年以降、需要
と供給で言えば供給過多になって、消費
者の数が減って、我々はどうやって生き
ていくのという問題があります。大切な
のは協創です。一社ではできない価値を

2 社、3 社で協力することで新たに創出す
る。協創の概念は水口先生の時代からあ
りましたが、これからが更に重要になって
くると感じています。

  舘岡
　「マーケティング戦略の実際」の改訂
版を出した 90 年代後半ぐらいから水口
先生はいろんな書籍の最後の方で「国際
社会の中の日本」という視点を追記、言
及していました。90 年代、我々も正直、
国内消費の事しか考えないで仕事をして
いました。それがどんどんどんどん生産
工場の海外移転みたいな事が増えてくる
ときに、水口先生は「国内生産という存
在価値はどこにあるんや！」と、よく言
われていたから、10 年ぐらい前からだっ
たら「お前チャイナリスクという所に関
しても日本はどう考えているんや？」と
か言っている可能性が高いと思います。
今だったらロシアとウクライナに対して
何にも言わない日本という事を絶対言っ
てるでしょう。あとはやっぱり「日銀の
バカヤロウ！」は絶対言っていると思い
ます。ここへ来て国内生産のリカバーと
か国内工場新設投資とか各社言われてい
るんですけれども、「どこか大いに違う
ぞ」という事は言われるかと思います。
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  福崎
　また先生はいち早く MCEI の国際大会
のテーマにもした「アジア・ダイナミク
ス」に注目されていましたね。成長する
アジア、その中で中国の華僑がアジア各
国を押さえている、いわゆる華人ネット

ワークに注目せよという指摘も当時は新
鮮でした。
　これからの国際目線の中でも、アジア
をどういう風に見て、どう関わっていく
のかってことは大切ですね。

  司会
　最後に、マーケティングを共に学び
実践する立場として、これからのマーケ
ターはどう在るべきか。そのマーケター
を支援し学びと気づきの場を提供する
MCEI は今後どう進むべきかといった事
をお話し頂きたいと思います。

  福崎
　舘岡さんの御意見、同感です。あとも
う 1 つ、最近コトラーが H2H（Human 
to Human）マーケティングと言い出し
ている。元々の「消費者」から「生活者」へ、
それを社会環境のなかでの「人間」とし
て捉えていくべきという前提で説いてい

るんですが、この辺の流れを水口先生な
ら、いつの時点で、どう喝破されたかと言
う所は聞いてみたかったと感じています。

  橋詰
　今までの話の流れの中で“水口創設理
事長 2022 年もしもの提言”を考えたと
き、私も SCOPE160 のエライコッチャ
を挙げておきたいと思います。2008 年
当時値上げラッシュの中で政治家、役人
へ向けられた厳しい眼を思い浮かべてい
ます。当時の状況が現在と似ているから
です。
　これからのマーケティング、マーケター
がどう在るべきか？当時水口氏から頂い

これからのマーケターはどう在るべきか

米国視察ツアー最終日、帰国便を待つ一行
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た印象深い学びは、現場主義です。私に
とっての現場は店舗環境とその設計デザ
インです。五感を駆使して、現場をどう
感じとって表現していくのか。現場で顧
客から刺激を受け、それをベースにして
仕事を実践してきたわけです。現在驚く
べき速さで IT 技術が進展し、情報が洪
水のように溢れ、リアルな現実と仮想が
錯綜する中で、先ほどから話題に上って
いる“営業”は私にとって現場としての
店舗での創造活動とあらゆる実践活動で
あり、顧客接点としての価値を創造する
ことだと理解してきたわけです。
　又、異次元の円安という環境にメー
カーの製造現場の国内回帰や少子化が進
む中で、上質な商品開発を基本としたモ
ノ作りが再度求められるのかなとも思っ
ています。日本の知恵、アジアの知恵を
再び見直し再評価しなければならないと
考えています。
　最後に 2008 年頃だと思いますが、水
口氏が「フィリップ（コトラーのこと）
にはガッカリしたよとつぶやいた」こと
があったという話は強く記憶に残ってい
ます。それは既存のアカデミックな思考
の延長線上の理論だけでは、解決策は
見いだせない。強い意志と明確な意図を
もった、もっと大きな関係を作ること。
存在価値や存在意義の追求、不毛の競争
ではなく共有、共感、解りあえる世界の
構築。その辺りのことを地に足つけて議
論出来たらいいなと考えています。科学
や技術を基礎とする文明ではない文化と
してのマーケティングです。そこを議論
していきたいですね。「越境と越権」、「挫
折から再生へ」、「通念への反論」の解釈
と実践です！

  司会
　有難うございます。2008 年は 10 月
に先生がお亡くなりになった年。コト

ラーの「マーケティング 3.0」（10 年）
の 2 年前ですね。先生はコトラーの何に
対してガッカリしたのか？非常に興味深
い話ですね。こういった議論は東京、大
阪で是非継続し進めていきたいですね。

  斎藤
　大阪では水口ゼミナールを 11 回開催
してきました。コロナ禍の影響もあり休
止となっていましたが、また再開の計画
もあるので、ぜひ東京、大阪で一緒に開
催しましょう。

  司会
　良いですね！水口先生が遺してくれた
視点やものの見方、考え方を改めて整理
して、次の世代のマーケティング実務家
に伝えていく事も MCEI の大きな役目か
と考えています。ぜひ、定期的に開催し
ていきましょう！ご参加の皆様、本日は
有難うございました。

　「水口チルドレン」による、パネルディ
スカッションはいかがでしたでしょうか？
　次項から水口創設理事長の提言集、巻
末には貴重な講演動画にリンクする QR
コードを掲載しています。ぜひご覧ください。

カジュアルファッションに身を包んだ水口先生
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マーケティング キーワード 一覧

水口健次創設理事長
時代を超える実務家のための

1962	 ブランド競合論（多次元測定論）
1963	 弱者のマーケティング（強者を超える戦略）
1965	 ペンタゴン・モデル（販売の関与者構造）
1967	 セールス・キャンペーン（売れるしくみづくり）
1970	 売りの完結への説得（ヘルパー活動）
1973	 エコロジー・マーケティング（グリーン‐新しいキャンペーンテーマ）
1980	 第 3 次創業のマーケティング（新創業の時代）
1981	 普及率需要 ･ 選択率需要（選択のするどい需要）
1983	 意欲店の再編の時代（系列チャネルの革新）
1984	 新世代・新願望
1985	 固有名詞のマーケティング（普通名詞の時代の終わり）　
	 一人十色　　TPO マーケティング　　シーン・コーディネート
1986	 多次元接点戦略（店舗減少・接点爆発）
1989	 ４P から８F へ（通念的体系への挑戦）
1990	 需要の分解・再構成（需要変化のダイナミックス）
1992	 営業の挫折と再生（メーカー営業の革新）
1993	 ステーション・アクセス（家の届けられるメディアの減価）
1994	 マーケティング通念への挑戦
1996	 価格を卒業する顧客（ディスカウンターの現在）
1997	 単品・年間定番の終わり（メーカーの理想・顧客の願望）
1998	 顧客づくりのための協働（3人の主役・5つの協働）
1998	 T 層戦略（認知は購買を保証しない）
1999	 モノからコトへ（経験経済）
	 営業が作る価値（2つの価値のメッセージ）
2000	 ソリューションへの圧力
2001	 バリュー消費・バリュー接点（主役はエージング・ブーマー）
2003	 「例外と異常値」の中の真実（通念への反論・真実･真理を発見する喜び）
2004	 価値実現の戦略（脱価格の戦略）
2005	 ダイヤモンド営業（12のキーアクション）
2006	 越境と越権のマーケティング（すべては顧客のウレシイのために）
2007	 ワー・スゴイ・ウレシイ ありがとうの戦略（新しい日本のマーケティング体系）
	 全コストの負担者はお客様だ
2008	 5 重の競争（総製造対総流通の時代）
	 顧客から学ぶラーン・マーケティング（ティーチとラーン：２つのマーケティング）
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マーケティングは 2 つある。1 つは顧客に教える（ティーチ）のマーケティン
グであり、もう1 つは、顧客から学ぶ（ラーン）のマーケティングがある。

ティーチのマーケティングは、メーカーの本社が主役となる。そして、スタッ
フが決めた戦略を通そうとする。これに対して、ラーンのマーケティングでは、
本社が決めて導入した戦略の展開に対する顧客の反応から学ぼうとする。ここ
では、間断なき戦略の修正が行われる。

今は、ラーンのマーケティングの時代である。そして、日本の強みは、「顧客
から 学び続ける」ところにある。日本で成功している外資一例えば、コカ・コー
ラや P&G が、ラーンのマーケティングの代表企業に選ばれるようになってきた。

面白いなぁ、これからがなぁ。

メーカーは、カテゴリーごとの競争をしてきた。ご存知、ビールの競争はキツイ。
それが進化して「超」カテゴリー競争になってきた。ビールは焼酎と競争している。

流通は、業態競争をやってきた。ご存知、 百貨店の競争はキツイ。それが「超」
業態競争になってきた。百貨店はケータイと競争している。 いま、その先の競
争が起こっている。製造業対流通業の競争である。集客力をつけた流通、そし
て流通で利益を出せなくなったビッグチェーンが、利益の源泉を製造領域に求
めてきている。イオンのトップバリュ、セブンのセブンプレミアムの PB がその
象徴。

さてどうするか。ひとつだけ言う。経営戦略としての営業戦略を準備しなきゃ
あ、メーカー営業は動けない。
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顧客から学ぶマーケティング2009

競争の進化、メーカー営業の困難2008

５重の競争　総製造対総流通の時代
水口健次 キーワード

特集 2 水口提言 2009 ～1972



コンビニのスタッフの名前。李さんとか徐さんとか童さんとか…になってきた。
訓練を受けてるんだろうが、アレッと思うときがある。

大体、どこもここも、スタッフが減った。いない。ファミレスがそうだし、駅
がそうだ。 早い話。日本の顧客接点は崩れてきている。どうして、こうなったのか。

コストダウンだ。社員を減らして、パート、アルバイトにしたのだ。その上で、
そのパート、アルバイトを減らしてきでいる。

若い層の質が落ちてるのも響いている。叱られたことのない人、喜ばれるこ
とに喜びを感じない人が多い。

グチを言っても仕様がない。どうしたらいいんだ。どうする気だ。
まあ、やっぱり鍛えること、動機づけることだ。もうひとつは、それを前提

にして、システムを変えることだ。
そして、大型店じゃなくて、家族経営の店にチャンスがあると思う。

慣れたことではすまなくなった。新しい理論と新しい実践から学ばなければ
ならない。「こうしたらこうなった」というテストずみの知恵をベストプラクティ
スと呼ぶことができる。ベストプラクティスには、3 のレベルがある。ひとつは、
自社のそれ。その次は、 業界のそれ。そして、三番目に、業界を超える「時代
のベストプラクティス」。

生産の現場では、毎月、毎年、ベストプラクティスが確認、整理されていく。
後戻りできない工程革新が続いている。

それにたいして、営業の現場では、自社のベストプラクティスさえも、確認・蓄
積されていないばあいが多い。「あのときは頑張った」という記憶だけが残っている。

許せない。これで、営業の革新と進化が起るハズはない。営業担当の役員と
いうのは、一体、何をしているのだろう。
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顧客接点の崩壊2007

営業のベストプラクティス2006

ワー・スゴイ・ウレシイありがとう戦略
新しい日本のマーケティング体系

水口健次 キーワード

超境と超権のマーケティング
すべては顧客のウレシイのために

水口健次 キーワード
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寿命が延びることは、ある時点までは、人口増加をもたらすが、その、ある
時点から人口減少に転ずる。

わかり切った話だが、痛烈な事態である。
日本は、世界最高のスピードで少子高齢化に入った。だから、世界最高のスピー

ドで、人口減少の社会に入る。第 2 位は、ドイツだ。
さて、人口減少社会は、どういうインパクトをもたらすのか。政治に、経済に、

企業に、マーケティングに、消費に…。
これから研究の要るところだが、地域問題として、ひとつハッキリしているこ

とがある。それは、団塊とその上が集中しているのは大都市だから、相対的に
パワーを落とすのは、間違いなく大都市だ、ということだ。

人口は減る、大都市は傷む。
いままでの経験ですむことはいつもない。
また、新しい課題への準備が必要となる。

人口は減る、大都市が傷む2005

安く売ること、安く売れるようにすることが勝ち残り戦略の大潮流になっている。
メーカーも流通業も。そのために、なりふりかまわぬ激変をくりかえしている。

オカシイ。
消費者の要求は、そんなところにない。 低価格を基本戦略にしたマクドナルドと

ダイエー。この 2 社に対する現在の消費者の仕打ちを見れば話はハッキリしている。
だから、もういいかげんに、価格から価値へと転換しなければならないとき

である。価値を開発すること、その価値を顧客のものとして実現すること、そ
こに勝負をかけなければならない。

そう考えると、実は、営業の任務は、価値実現の感動プレゼンを準備するこ
とだということがわかる。
「明治おいしい牛乳」「力ゴメトマト畑作戦 」。この 2 つは、そういう意味で、

賞讃すべき挑戦である。日本のマーケティング、 捨てたもんじゃない。

価値実現、感動プレゼン2004

ダイヤモンド営業　12 のキーアクション
水口健次 キーワード

価値実現の戦略　脱価格の戦略
水口健次 キーワード
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駅で買う雑誌『WEDGE』、9 月号が「もう何も信用できない ! 権威崩壊す
る日本社会」という記事を載せた。雪印、協和香料、ダスキン、 みずほ、三
井物産、日本ハム、東京電力と続く不祥事のことである。

食品に限っていうと、雪印食品は消滅したし、日本ハムの売り上げは 40% ダ
ウンとなった。食品表示が信じられないという消費者は、内閣府の調査で 66%
に達している。さて、企業は、どう対応するのか。

流通業者は、たしかな商品を探し、情報開示を積極的に行って信用を回復し
ようとヤッキである。イトーヨーカ堂は、「いまこそ、made in Japan」の戦略
を打ち出した。

素人には分からないのだが、業界のプロなら知っている「キレイなメーカー」
に注文が急増している。さて、そんなメーカー。どこも、シェアトップではない
ところ、宣伝量 1 位 じゃないところばかりだ。なんとも皮肉な話ではないか。

キレイなメーカー2003

強者の「基本法則」は、 「強者は弱くなる」ということである。基本法則どお
り、弱くなっている強者ばかりである。「例外法則」というのもある。「例外的に、
前より強くなる強者」がいる。トヨ夕、花王、富士フイルム、武田薬品などは
その典型だろう。
「時流の法則」というものも確認することができる。10 年前には存在しなかっ

た強者たちである。誰も解決していなかった課題を解決した企業である。今ま
でになかったビジネスモデルをつくり上げた企業である。ユニクロ、アスクル、
ロックフィールドは、その典型とみることができる。彼らの経営の戦略原理は
次の 5 点に集約できる。 ①顧客ダイレクト ②ソリューシヨン ③連続自己革新 
④機能連結力 ⑤情報システム さらにもうひとつ追加すれば、すべて「顧客接点
サービス」企業だという点である。かれらは、接点のブランド化に成功している。

時流の強者2002

「例外と異常値」の中の真実
真実・真理を発見する喜び

水口健次 キーワード
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アダム・スミスが、「諸国民の富」を書いたのが、1776 年。イギリス産業革
命がもたらした分業、専門化の利を説いたものである。それ以来、消費と生産
とは、分断され続けた。消費と分断された生産が巨大になったから流通が必要
となった。巨大な製造業は、メディアのサポートを受けてブランドを確立した。
こうして、寡占メーカーができ上がった。同様に、巨大な流通業は、チェーン・
オペレーションを強め、寡占流通企業となった。両者は鋭い対立を示しはじめ
た。メーカーは、クーポンをはじめとする顧客刺激策で流通を締めつけ、流通
は PB 商品を開発してメーカーに対抗した。さて一。1999 年、アメリカ商務省
は「デジタル・エコノミー」の調査結果を発表した。情報革命がつくり出す新し
い可能性の提案である。ほぼ、230 年かかって、生産と消費は連結されること
になるのである。なんともすごいドラマではないか。面白い時代を生きていると
いうことである。

230年目の到達点2001

小売とメーカーとの関係が、「小 : 小」のときは「相対取引」、「大 : 大」のときは、
「取組関係」、もしくは「同盟関係」になると説明してくれたのは、谷口優さん ( 四
日市大学 ) だ。

いま、ビッグチェーンは、とくに強い立場にある。いってみれば、「超大 : 大」
の形になっている。このとき、超大からの強烈な要請が出てくる。コスト的にも 
時間的にも、耐えられないレベルのことがある。「超大からのイジメ」と感じて
いるメーカーの友人たちも多い。

どうして、この苦痛に耐えればよいのか。どうして、この困難を乗り超えれば
よいのか。メーカーにとって、答はたったひとつ。誰もつくれない価値を開発・
提供することである。ほんとうに、特徴のあるメーカーになることである。

そういう存在になったときだけ、ビッグチェーンの集客力は、圧力ではなくて
支援力になる。

超大からのイジメ2000

バリュー消費、バリュー接点
主役はエージング・ブーマー

水口健次 キーワード

ソリューションへの圧力
水口健次 キーワード
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66% の人が、自分と自分の家族の「失業の不安」を感じている。そういう事
態になっている…日本は、ハッキリと大不況である。

この困難にたいして、政府と政治家と官僚とがやっていることが、何とも頼り
ない。力強さと眞剣さが足りないように感じてしまう。

しかし、もうひとつ、不思議でならないことがある。専門知の組織、学会が
無数にあるハズだが、その学会から、「こうすべきだ」という提言が出ていない。
他方、経験知の集団、業界団体も一杯あるにちがいないのだが、そこからも、
意欲に溢れる提言が出てきていない。

どういうことなのだろうか。不思議である。許されないことだと思う。これら
の学会と団体の幹部に、「政府の無策を非難する資格はない」といわざるを得
ない。MCEI のメンバーは、それぞれに、そして一緒になって、誰も出さなかっ
た答をさがしている。この百人百語もそのひとつだ。

政府の無策を責める資格1999

日本の消費は、完全に女性たちによって牛耳られている。おそらく、世界に
例をみないほどの完全さであろう。夫たちが、給料の全部をわたすからである。

それほど、女性が支配している社会で、製造業であろうが、流通業であろうが、
すべての意思決定を男がしているというのは、一体どういうことであろうか。こ
の「ずれこみ」がもたらす悲劇は大きい。すでに大きい上に、これからトンデモ
ナイことになる。

日本は、毎年弱くなっているけれども、この事態が続くと、もうとりかえし
のつかない状況に陥るだろう。

ツライ。クルシイ。ナサケナイ。

この「ずれこみ」の悲劇1998

営業がつくる価値
２つの価値メッセージ

水口健次 キーワード

顧客づくりのための協働　３人の主役・５つの協働
Ｔ層戦略　認知は購買を保障しない　第 3 者発信

水口健次 キーワード
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あれほど沢山の新製品、あれほど多くの季節商品、あれほど多様な地域ブラ
ンドが追加されているのに、ビールの定番 5 ブランドのシェアは上昇し続けて
いる。‘96 年には、87% に達すると聞く。

とんでもない飛躍の提言をする。
商品を減らした方がいい。いまはそういうときである。減らしたら、次の 4 つ

の成果が出てくる。
①生産コストが大幅に下る。作業効率がよくなる点が大きい。②営業が強く

なる。商品を減らせば、営業は既存主力を本気で売らざるを得なくなる。③コ
ンセプトが伝わるようになる。他のモノによっては得られない特別の価値が市
場に伝わるようになる。④販促の効率化が進む。コンセプ卜のしっかりしたモノ
にかける金は生きてくる。

商品を減らした方がいい1997

日本の消費者はすごい。ぼう大な人たちが価格に敏感な買い物をしたのだが、
その大半が、もっとぴったりの価格へと移動しはじめた。スーツについてもビー
ルについても。

もっとすごいのは、日本の流通業界もまた、価格を卒業しはじめたことである。
かれらは自分たちがおかした失敗から、早くも教訓を得はじめている。

ということは、こういうこと。日本のビッグチェーンの多くは、この 3 年間に、
PB の比率を一挙に高めた。売上げが落ちることは覚悟の上であったが、なんと、
利益も大幅に落とす結果となってしまった。

ビッグチェーンの利益の源泉は、価値ある NB をキチンと売ることの中にある
かもしれない、と気づきはじめたのである。

メーカーは、もっと自信をもっていい。その上で、メーカーは、もっと価値あ
る商品をつくらなければならない。

流通業者も価格を卒業する1996

マイクロマーケティング
単品・年間定番の終わり  メーカーの理想・顧客の願望

水口健次 キーワード

売上をつくる仕事 ～地ベタ営業からの脱出
価格を卒業する顧客　ディスカウンターの現在

水口健次 キーワード
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産業革命が製造業を創り出した。製造業ができたので流通業が必要となった。
この 2 つの産業が独白の成長をはじめて 200 年経った。

今、産業社会がゆきづまっている。
ひとつは、巨大な豊かさを実現しながら、巨大な貧困を解決できないでいる

こと。もうひとつは、製造業と流通業の間に、計り知れないムダを産みだして
いること。早い話、製造業に増えているのは、製造をしない人であり、販売業
に増えているのは、販売をしない人である。

このゆきづまりからどう抜け出せばいいのか。ひとつは、製造業が流通業を
外して、直接顧客と結びつけばよいのである。その努力は始まっている。もう
ひとつは製造業と流通業の合体がある。これも始まっている。それにもうひとつ、
別の連結システムづくりも考えられる。

ハッキリは分からない。これからだ。

産業社会のゆきづまり1995

日本にいま、価格の時代がきている。 
ヨーロッパとアメリカでは、もっとはっきり価格の時代がきている。ナショナル・

ブランドのシェアは下がり続け、プライベート・ブランドのシェアは上り続けている。
価格の時代のマーケティング戦略とは何か。
方向はふたつ。
ひとつは、価格対応力をつけることである。日本で買われているカボチャの

66% は、南米チリの産物である。日本の消費者がそれを求めているのである。
もうひとつは、非価格対応である。
消費者は、知っているもの、判断できるものを、もっと安く買おうとすると同

時に、知らないもの、もっとすばらしいコ卜に出会いたいとねがっている。
価格の時代に新しい価値をどう創造するか。そしてその価値をどうやって伝

達するか。そのフィロソロフィーとノウハウが、いま要請されている。

「価格」の時代の「価値」戦略1994

ブランド破壊の中の商品戦略
水口健次 キーワード

通念への挑戦
水口健次 キーワード
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『買い物の社会史』を書いたモリー・ハリソン（♀）によれば、「パン屋にいく」
ということが、パン職人のところにいく、からパンを仕入れて売っているところ
にいく、に変わるのに 200 年かかったという。

200 年目に産業革命が起こり、規格品の大量供給が行われるようになったわ
けである。流通の発生だし営業の誕生である。

それからまた 200 年。いま 20 世紀末。メーカーの営業がおかしくなってき
ている。元気が出なくなっているし、効率が上がらなくなっている。

なぜそうなったのか。
ひとつは、組織小売業の商談ルールが、旧営業システムでは対応できないも

のになってきているからである。その上に、かれらの一部は、営業とつきあわ
ない仕入政策を開発しはじめている。

一方、営業をメーカーの中心業務と思わない社員も増えている。営業はいま、
その永い歴史を終了しつつある。

営業の終了1993

業種別の専門小売店が潰れていって、GMS や CVS や DS が勢力を強めてい
る。これらには、いくつかの共通の特徴がある。
・業種店ではなくて業態店だということ。
・業種破壊業と呼べる作用をしていること。
・品揃えがひろく、フルラインで、ワンストップ・ショッピングができること。
・チェーンオペレーションを行っていること。

それに、もうひとつ、特に強調したいポイントがある。それは次の点である。
・主婦パートと学生アルバイトが運営していること。いってみれば、日本の成長流

通業は、いまのところ、まぎれもなく、アルバイト・チャネルなのである。これ
ですむのか。この傾向がさらに強まるのか。
そうは思わない。それでは貧しすぎる。サービス比重の高い専門店がもう一

度浮上してくる。かれらは、カウンセリング・マーケティングの主体となるにち
がいない。

アルバイト・チャネル1992

ステーション・アクセス
家に届けられるメディアの減価

水口健次 キーワード

営業の挫折と再生
メーカー営業の革新

水口健次 キーワード
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中心商品がハッキリしていて、それがブランドとして確立していて、業種系列
のチャネルがあって、小売希望価格が守られていて―――その結果として、メー
カーが先に必要な利益を確保できる。

それが、典型的なメーカー・マーケティングであった。そういう状況をつくる
ために、メーカーは巨大な投資とながい時間をかけてきたのであった。

いま。中心商品がハッキリしなくなって、ブランドが拡散してしまって、下手
をするとブランド・ロイヤリティよりもストア・ロイヤリティが強くて、業種系列チャ
ネルの比重が低下して、小売希望価格はどこかにいってしまって一一一、その結
果として、メーカーは、後になって利益が確保できるかどうかを知らされる。

どうするか。答の一部は用意したつもりでいる。あなたの意見を聞かせてほ
しい。

ずたずたのメーカー・マーケティング1991

商品が高級化したのに、それを売っている 店員の質が落ちている。だから、
かれらに商品知識と接客ノウハウを教えなければならない。そういう努力を重
ねているところも多い。

だが、この店が所属する商店街の集客数は低下している。日本中で、前年対比、
顧客が増えている商店街は、わずかに 11.3% しかないのだから、むしろ、こう
いう事態が普通だということになる。

さて一一一。このばあい。 
店員の訓練は部分解である。やらなければならないことである。しかし、そ

れで問題は解決されない。商店街をなんとかしなければならない。もしくは、
集客力のあるところに移らなければならない。それが、全体解である。

セールスマンの訓練と EOS 受注、チラシの工夫と特売効率の低下。みんな同
じ問題である。

部分解と全体解1990

需要の分解・再構成
需要変化のダイナミックス

水口健次 キーワード
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一番金のかかる経営資源、セールス。上手くいけば会社中を引っ張ってくれ
る部隊だが、下手をするともっとも保守的なチームになってしまう。

この巨大な部隊をどう編成すればよいのか。 教科書に書いてあることは実に
明快だ。しかも、みんな一致している。次の 3 つの原理でやれ、といっている。

①地域別 どの地域にどれだけ配置するか ②市場別 どの市場もしくは顧客に
どのように配置するか ③商品別 どの商品群にどれだけの配置をするか 

具体的に考えると、どうもちがうんじゃないか、と思う。機能別がないからだ。
どういう活動にどの程度の要員を配置するか。これがなくて、どうして、現代の
営業が組めるのだろうか。

4 つ目の編成原理が必要なのだ。

4 つ目の営業編成原理1989

下請けじゃなくて上請けになってきた、という話をよく聞くようになった。 ど
ういうことか。もともと、需要を握っていたのは、上、つまりメーカーであって、
その指示で下請け製造業者が物をつくっていたのだが、気がついてみると、需
要をつかんでいるのは、流通業者やサービス業者になっていて、その指示でメー
カーが物をつくるようになってきた。まあ、こういうことだろう。いわば、元請
け能力の移動である。

なぜそうなるのか。 需要が変ってきたからであり、単品完結力が落ちてきた
からであり、メーカー・ノウハウが以前の有効性をもたなくなったからである。

だが、このことは、 「だから素人感覚の時代なんだ」ということを意味しない。
求められているのは、新しい複合的な専門ノウハウなんだから―――。

下
した

請
う

け、上
かみ

請
う

け、元
もと

請
う

け1988

4P から8F へ　通念的体系への挑戦
水口健次 キーワード
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大手寡占プランドの凋落が、まだ、続いている。どこの誰が、その原因をつくっ
ているのか。

極端な単純化をすれば、大都市ヤングの選択行動だと思う。
そこで、対応策だが、大都市戦略をやる以外にないということになる。戦略

の中身はいろいろ考えられるが、ととにかく多次元化しなければならない。
大都市の中でも、とくに東京はすどい。東京、大阪……と続けていうのがは

ずかしいほど巨大である。6 大都市なんて概念、もう、 どっかへとんでいってし
まったのではないか。東京に焦点を当てた大都市戦略を構築すべきである。全
国戦略なんか考えない方がよい。

脱成熟の可能性は、東京がもっている。

脱成熟・東京戦略1987

多次元接点戦略　店舗減少・接点爆発
水口健次 キーワード

顧客とその願望がどんどん前進して、商店街もスーパーも、そしてメーカーも、
相対的に後退させられている。 

とくに、好きなこと、欲しい商品を通過体験として卒業し続ける新人類たち
についていくのは容易ではない。

よく売れているシャンプ一、人気のある車は、「来年売れなくなるために今年
売れている」とさえいえる。

この願望にどう対応したらよいのか。ひとつだけいうとすれば、メーカー・ マー
ケティングでは具合が悪いということである。 単品・量産、その上でエクスペリ
アンス・カーブに期待する論理では解決不可能な課題だといわねばならない。

メーカー・マーケティングの補完物としての、単品・量販のマーケティングも
また同じである。

さて、そこで――。 
加工とサービスのマーケティングが検討されなければならないことになる――

と思う。

不器用な「メー力一・マーケティング」1985-1986

新世代・新願望　モノからコトへ
水口健次 キーワード
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情報が多すぎて、しかも、受け手の側では、 自分の気分に合うものだけを敏
感に受けとめようとする。

ここに送り手の苦しさのすべてがある。解決策は、次の 3 つ。
①送り手が受け手と同じ感度をもつ。
②受け手に間違いなく到達するだけのエネルギーをつける。
③そのエネルギーをもった人間をつくり上げる

そう考えてくると、結局、感度がよくて元気のよい組織と集団をつくりださ
ねばならないことになる。そこで、結論はこうなる。「社内に『まつり』をつくる
以外にない」と。社内にまつりのエネルギーをもっているマーケティングマンが、
社内のまつりをリードできる、というわけである。

社内に『まつり』をつくる1984

具体的な、個別の事実をしっかりとつかむことーそれがとくに重要になってき
た。逆にいえば抽象的で概念的なとらえ方がダメになってきたのである。

なぜなら、事実が概念を乗り越えはじめたからである。普通名詞的な旧知の
概念をすてた方がよい。そうしないとどんどん遅れてしまう。

具体的な事業が、個別のものにとまっていることを恐れる必要はない。とら
え方がするどければ、個別は驚くほど普遍性をもっているものである。

こうしてとらえられた新鮮な事実にもとづいて戦略をたてねばならない。どう
したらよいかがほんとうにわからなくてもよい。とにかく、ここまでいこうとい
うという、「到達号のイメージ」をもったリーダーがいてくれさえすればよい。

その先は、勇気の問題だ。

事実が概念をこえはじめた1983

意欲店の再編の時代
系列チャネルの革新

水口健次 キーワード

固有名詞のマーケティング　一人十色の時代
TPO ／シーンコーディネイト需要

水口健次 キーワード



謀題をしっかり確認すること。そうして、 その課題解決のために動き続ける体
力をつけること。その結果が、説得力のあるコミュニケーションとなる。
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第 1 次、つまり最初の創業、第 2 次、つまり成長路線への踏み出しに続いて、
いま、第 3 次創業の時期を迎えている。新しい創業者集団が、新しい創業体験
を積まねばならない。

水口健次1981

単純な方針を決めて、繰りかえし、多面的に伝達すること。その結果をみて、
次の単純な方針を決め、繰りかえし、多面的に伝達すること。

水口健次1980

水口健次1979

普及率需要・選択率需要
選択のするどい需要

水口健次 キーワード

第３次創業のマーケティング
新創業の時代

水口健次 キーワード
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　SCOPE Vol.160  2008 理事長提言　

値上げ一凍結
パン、ハム、ビール、フイルム、タイヤ、建材、鉄板、セメント、ガス、石炭、石油、タクシー
代。今度の値上げの根本的特徴は 2 つ。ひとつは、一斉だということ、もうひとつは、全産業、
全商品を包み込んでいること。なぜ、こうなるのか。その理由も、また 2 つ。ひとつは、現
代産業社会の血液である石油の高騰があること、もうひとつは、実態経済の 100 倍といわ
れるファンドマネーが、利益を求めて世界中を暴れまわっていること。

この値上げに対して、強力な取引先は、OK を出さない、値上げを認めない。直接、顧客の
前に立っているビッグチェーンなんかは、逆に、価格凍結を宣言し、PB 商品を増やし、さら
には、値下げ商品を発売して対抗している。

今、資源は、国の競争の武器になったのだ。そして、資源小国日本は、突然、世界の弱者になっ
たのだ。そういう視点で、問題の解決に当らなければならない。その問題解決の責任者は
誰か ? 政府だ、政治家だ。省庁だ、役人だ。

かれらはアテになるのか。
全く、アテにならない。そういう問題意識をもっていない。それに、今は、「ゴルフ代を払っ
たのかどうか」「宴会に参加していたのかどうか」が大問題だから、どうにも話にならない。

エライコッチャである。豊かな消費、その消費のための流通、その流通のための生産、その
生産のための原料確保。この連環が保証できなくなってきている。ホントにエライコッチャ
である。メーカーとビッグチェーンとのカケヒキ ...、なんていうしベルで議論していてはいけ
ないのである。もっと大きく、もっとちゃんとした形で検討しなきゃいけない時なんだ。ウーン、
困った。ツライナア。それにしても、政府と政治家と役所と役人。腹立つなあ、情けないなあ。
バカモノドモメ。
�

 　SCOPE Vol.150  2007 理事長提言　

ゴッツイ闘いになる
1. 事実をちょっと確認
セブン & アイ H が、グループ 12000 店のために、向方 3 年間で 1200 品目の PB 商品を
開発導入する、と発表した (06 年 12 月 )。実は、セブンの売上 2 兆 5000 億円のうち、す
でに 50% 強は、共同開発商品なんだ。逆にいうと、メーカー品じゃないんだ。
　イオンの岡田元也社長が、マイカル、ダイエー、マルエツと続く吸収、提携のねらいについて、

「規模の拡大はメーカーにたいするバイイングパワーを高めるためだ」「いまのレベルじゃ話
にならない」と語った (07 年 1月 )。ヤマダ電機、山田昇社長は、現在のヤマダ、エディオン、
ギガケーズ、コジマ、ヨドバシ、ビックの 6 強は、間もなく 3 社になる、と推測している (05
年秋 )。
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2. ゴッツイ闘いが起っている
ここに起っていることは、「全製造業対全流通業の闘い」である。チェーン相互の闘いじゃな
いんだ。それをやりながら、結局、「製造業からどれだけの価格条件を取るか」という闘い
が準備されているんだ。
日本経済新聞社、井本省吾編集委員は、「流通が促す食品再編」という記事を書いたことが
ある (06.12.18「経営の視点」)。
キリンビール +メルシャン
マルハ + ニチロ
日清食品 + 明星食品
事態は、食品にかぎった話ではない。
全産業なんだ。全産業が、流通の再編、つまり、交渉力アップの中で、戦略主体としての存
在を問われるようになってきているんだ。

3. 答えは誰が出すのか
さて、この闘い――その勝負。その答えは誰が出すのか。モチ、消費者だ、全コストの負担
者だ。
岡田さんが言うように、「日本の流通業は製造業にたいして交渉力が弱すぎる」と考えられ
る面もある。イオンの PB、トップバリュの売上構成比は 18% だが、ヨーロッパでは 60%
に達するチェーンが一杯あるんだから――。
さあそこで、日本の消費者は、ヨーロッパ並みの答えを出すのか。「出さない」と思う。

とにかく、ゴッツイ闘いになってきた。エライコッチャである。おもしろいじゃないか。
�

　SCOPE Vol.141  2006 理事長提言　

過去という未来
日本の、いまの、消費リーダーはシニアだ。60 代だ、70 代だ、80 代だ。
いまの先、近未来の消費リーダーは、もっとシニアになる。しかも、ハッキリと女性だ。

なぜか。大きな集団だからだ。カネと時間をもっているからだ。その上に・・・・、ここが肝心
な点なんだが、かの女たちが、「家族の犠牲になった 35 年をとり返そう」と考えているからだ。

「わたしらしいわたしに戻りたい」と決意しているからだ。
かの女たちの求める価値とは何だ。楽しい時間だ、おしゃべりだ、旅だ、山だ、河だ、風だ、
美味しい食事だ、・・・・・美しい日本の四季だ。

その日本が傷んでいる。ずーっと悪くなっている。地球そのものが悪くなっていることの一
部なんだが、急速に悪くなっている。

話をすすめる。かの女たちに、喜んでもらおうと思ったら、どうすればいいのか。「ワー、ス
ゴイ、うれしい、ありがとう」を言ってもらおうと願ったら、どうしたらいいんだ。

結論はハッキリしている。
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傷んでいなかったときの日本を提示する以外にない。美しい山と河。美しい花と風。美しい
日本の四季。ちゃんとしたもの、ながい時間が育ててくれたもの、美味しい時間だ。

そんなものがあるのか。無い。・・・でどうすればいいのか。創るんだ。過去に、存在していた
以上に美しいレベルで。

日本は、世界一のスピードで人口減少がすすむ国だ。シニアが主役になる国だ。その国のマー
ケティング、それは、「過去という未来」の創造なんだ。
購買はこれから。また面白くなる。
�

　SCOPE Vol.132  2005 理事長提言　

オカシイ、許さない
① 売れたら商品の強さ、売れなかったら営業の弱さ。このロジック、オカシイ、許さない。
② ノルマ達成の圧力なんか効かない。消費者も販売店も、要るものしか要らないんだから。
③ �メーカーは、いい商品をつくらなければならない。しかし、いい商品が売れるというのは

ウソだ。古すぎる。
④ �いま、商品は集客力のサポートを受けないかぎり、顧客の喜びに辿りつけなくなっている。

その意味で、流通優位、顧客接点優位だ。
⑤ �だが、話はそこで終らない。そこからはじまる。集客力にカネを払う消費者はいない。だ

から、集客力も商品カのサポートを必要としているのだ。
⑥ �流通の負け組がハッキリしてきた。価格こそ顧客の求める価値だという戦略で日本一に

なったダイエーが、再生機構の世話になることになった。
⑦ �流通の勝ち組とは誰か。イオンとイトーヨーカ堂ということになる。だが、この 2 社の営

業利益率の落ち方はヒドイ。ということは、勝ち組もまた、消費者の試験に落ちている 
ことになる。

⑧ �もう一度、メーカー営業が、ちゃんとした役割を果たすべきときがきた。ちゃんとした役
割とは何か。顧客の喜びのために、価値実現、感動プレゼンを展開することである。

⑨ �ノルマ達成の重圧に叩きのめされているメーカー営業を、価値実現という誇り高い仕事に
向けて再生させなければならない。

⑩ �それだけの確認をした上で、最後に、もうひとつ言わなければならないことがある。わた
しの永い経験から出てきたツライ現実、「営業は研修では変れない」のである。

●さあ、どうするか。どうすれば、メーカー営業は再生できるのか。

�
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　SCOPE Vol.122  2004 理事長提言　

日本を通過することで商品は進化する
日本の政治はヒドイ。官僚もヨクナイ。・・・・・で、景気ワルスギル。
しかし、日本の消費者はイイ。消費のレベルは高い。だから、日本の消費者が育てた商品は、
アジアと世界で圧倒的な支持を得ているのである。

話はちょっと大きくなる。どうも、日本の消費者とメーカーは、商品を進化させる力をもっ
ているのではないか。逆にいうと、世界に起源のある商品は、日本を通過することによって、
すごい進化をするんじゃないか。

自動車を教えてくれたのはデトロイトだ。だが、それをプリウスにしたのはトヨタだ。
自転車をあのパフォーマンスに高めたのはシマノだ。トイレをウォシュレットにしたのはTOTOだ。
エアコンを除菌イオンにしたのはシャープだ。ケータイを途方もないメディアにしたのはドコモだ。
飲料をヘルシア緑茶にしたのは花王だ。そして、ハンバーガーを、日本の匠味にしたのはモスだ。

話をさらに大きくする。石の文明、砂の文明、泥の文明―という理論がある。石の文明は牧
畜を基盤にしている。攻撃と拡大を本質とする。砂の文明は交易をリードすることで繁栄した。
部族連合のネットワークによって成り立っている。泥の文明は八百万の生命と共生する。そし
て、内に蓄積する力をもっている。
その泥の文明が、商品を完成させるのである。経度・東西 30 度、アジアは泥の文明の中心
を形成している。日本はその東端だ。

2003 年から 2004 年。日本は不思議な商環境の中にある。大企業が最高益を計上し、消
費者の家計費はマイナスが続き、ビッグチェーンはニッチもサッチもいかないところにきてい
る。オカシイ。どう理解すればいいのか。リストラと輸出と中国生産とが企業利益を産み出
したんだ。だから消費生活を豊かにする力はないんだ――ということだろう。

だけど新年、思い切って大きく考えることにしよう。泥の文明の主役、アジアと日本は、21
世紀、大きな可能性をもっている。間違いなく主役になれるんだ。
�

　SCOPE Vol.132  2003 理事長提言　

例外と異常値の中の真実
大不況・大不信、それに大不安が重なっている。メーカーも流通も、金融も自治体も、全部
キツイ。どこをとっても、需要減退、事業縮小である。
この時期、全体とその平均を議論しても仕方がない。業界の通念と標準を問題にしても救い
はない。閉塞、窒息、破滅があるだけである。
だから、この時期は、例外と異常値を求めたい。しかし、例外と異常値をそのまま受けとめ
たのでは、それはあくまで例外であり、異常値にすぎない。例外と異常値がもつ信実、その
中に含まれている法則をとらえなければならない。
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ひとつ、例を出そう。町田に、でんかのヤマグチという電器屋がある。よく働く店で、
33000 世帯の顧客をもっていた。そのヤマグチが、この 5 年間、ヤマダ、コジマ、ヨドバシ・・・、
巨大ディスカウンターに取り囲まれた。顧客はみるみる減っていった。
そこで、潰れたか、負けたか。
負けなかった。潰れていない。逆に繁盛している。どういうことか。

山口社長は、価格の魅力に吸引されなかった半分の顧客のために、その生活をサポートする
商売を追及した。いま、ヤマグチは、換気扇を掃除している、FAX も修理している、床暖
房も売っている、トイレの改装も行っている。
それらを、徹底した顧客理解のうえで、担当セールスのカスタマー対応として展開している。
売上 1 千億円、粗利益率 33% のビジネスが生まれている。顧客の支持は圧倒的だ。

「カユイところに手が届く商売ですね」と言ったら叱られた。「カユクなる前に手が届くんです
よ」。

ごらんのとおりである。でんかのヤマグチは明らかに例外であり、異常値である。しかし、
それは、まさに、21 世紀、ソリューション・ビジネスの新しいモデルを示している。「例外と
異常値」の中の真実――それこそが救いであり、希望である。
そして、MCEI は、いつもその真実を追究している組織だ。MCEI をよろしく。

　SCOPE Vol.102  2002 理事長提言　

いつまでも、ウソをつくな ー実感・挑戦の法則ー
こんな年があっていいのか。そう呼びたくなります。
こうして、大不況、大不安の中で、21 世紀、最初の年が終わりました。
このキビシサのなかで、中心が崩壊し、通念が力を失ってきています。しかし、マーケティン
グの領域では、まだ、多くの通念がエラソウに生き残っています。許せません。
そのいくつかについて、実感的に酷評を加えてみます。「いつまでも、ウソをつくな」という
ことです。

① �ブランドには 6 つある
NB と PB とがあるというのはウソです。NB は、コーポレートブランドとプロダクトブラン
ドであり、とくに大事なのは、コーポレートブランドだというのは、非現実です。わたしは、
とくに、「接点ブランド」と「サービスブランド」の時代ができていると思います。

② アテンションは希少価値
90 年代を通じて、広告は動かなくなっています。アメリカで、すでに、十分に確認されて
います。GRP は認知を保証しませんし、認知は購買を保証しません。どだい、AIDMA のA、
アテンションがとれないのが「いま」なんです。

③ ワンストップ・ショッピングは嘘
商店街の業種別小売業は潰れていっています。ところが、その売り上げを奪う形で成長し
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てきたビッグチェーンも弱ってきています。一体、どういうことでしょうか。GMS は、す
でに、消費者に卒業されてしまったのです。だから、教科書に載っている「ワンストップ・ショッ
ピング」は、嘘になっています。だったら、どうなるのか。わたしの結論はハッキリしてい
ます。「購買動機別」に、「接点再編成」がすすむ。現にすすんでいると判断しています。
それじゃ、購買動機はいくつあるのか。接点区分はいくつになるのか。4 つです。その詳
細は後で説明します。

...... こんな具合で、「いつまでも、ウソをつくな」といいたい項目は、もっともっとあるのですが、
ここでは、これぐらいにしておきましょう。

2001 年、ひどい年でしたね。文明がゆらぎ、グローバリズムも痛みましたね。人類は ...... 何
だ、どこへゆくのか、考えさせられましたね。
そう、考えてみれば、わたしたちみんな、ホモサピエンス、5 万年の進化の究極の存在なん
ですね。3 万年前、アフリカを離れた、たったひとつの集団の拡散の結果なんですね。

2002 年をいい年にしたい。どうぞ、よろしく。

　SCOPE Vol.92  2001 理事長提言　

「例外のゆくえ」

日本は、グローバルに考えると、相当に「例外」の多い国だと思う。3 つ、問題にしてみたい。

① �国民の 80% が不支持になっても、暴動の起こらない国である。税金の不払いも弾劾決
議も行われない。シュッシュッと次の大臣が決まり、堂々と政治が継続されていく。何と
いうことか。いつまで続くのか。

② �小売集中度が極端に低い国である。ビッグチェーン上位 5 社が占める比重は、ご存知、
カルフールのフランスで 59%、テスコのイギリスで 62%、ウォルマートのアメリカで
30%。日本のそれは、わずかに 9.8%。おまけに、この時点で、ビッグチェーンから顧客
が逃げはじめている。ブランド・スイッチではなくて、ストア・スイッチが巨大な規模で起
こっている。なぜか。どうなるのか。

③ �インストア・デシジョン。つまり、最終的に何を買うかを店にいってから決める比率は、
76% に達する。アメリカよりも10% は高い。一方で、日本の主婦の無計画性を語ってい
るのだが、他方で、生鮮の国の実感選択を意味している。この事態、今後、どうなるのか。

　 バッサリといきたい。
① �政治は変わる。人民が変える。すでに、地方選挙でそのパワーが出てきている。
② �小売集中度は、しばらく、さらに低下する。そして、そのあとで上昇に転じる。そのとき

の主役は、外資小売業である。それと同時に、新しいタイプの生鮮チェーンが登場してく
る・・・・・と思っている。

③ �主婦のインストア・デシジョンの比率は、どうなるか。ウーン、わからない。わからない
ではすまない。結局、下がる。それ以外にない。買い物なんかしてられないから。やり
たいこと、やんなきゃなんないこと、ほかに一杯あるから。いよいよ、そうなるから。
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以上で終わり。
としておいて、もう一言。これら、3 つの例外に修正を迫るパワーの主体として、エージング・
ブーマーについて付言しておきたい。例のベビー・ブーマーが、全部 50 代に入るということだ。
かれらは、実感的選択をする。原点に戻って主張をする。それに、何といっても、巨大な集
団である。
三田誠広は、団塊世代は“老人全共闘を組む”といったが ( 日経新聞、1月 1日 )、それはまあ、
それとして。
�

　SCOPE Vol.81  2000 理事長提言　

「この無惨」からの出発
日産自動車� 21,000 人
NTT� 20,000 人
ソニー� 17,000 人
NEC� 15,000 人
三菱電機� 14,500 人
三菱自動車� 10,000 人
住友・さくら� 9,300 人
日興・第一・富士� 6,000 人

キリがないので、もうやめる。これが、一部上場企業の 1999 年の首切り上位リストである。
事態は流通企業でも同じである。百貨店の実績の悪さは昔から続いていたが、その百貨店
の売上げを奪って成長してきたハズのビッグチェーンの決算がとんでもないことになってき
た。とくに、「これほど美事な戦略展開はない」と賞賛されてきた、あのイトーヨーカ堂が、
減収減益に転じてしまった。
この無惨。これが、'80 年代、成長と繁栄で世界をリードしてきた日本の・・・・1999 年の姿
である。この現実をどう受けとめればよいのか。

① �ハッキリしていることは、日本の消費者が、製造業と流通業と金融業とに「なくてもいい」
といったことである。

② �そして、日本の経済社会の中核を形成していた巨大な企業群とその運営システムが制度
疲労をおこしているということである。

で、どうしたらよいのか。どこに向かって出発すればよいのか。容易ではない。しかし、い
つまでもうつむいているわけにもいかない。どこをどう革新すればよいのか。直ちに、議論
をはじめたい。MCEI らしく、経験と知恵を交流したい。

　どういう答えを出すにしろ、ひとつだけ誰もが尊重しなければならないことがある。それ
は、「顧客ダイレクト」の視点に立つことである。「No!」といったのは、日本の顧客なのだから。
さあ、はじめよう。
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　SCOPE Vol.70  1999 理事長提言　

開発だけが価値をつくるのではない
まともな話をまともな形でする。
だから、面白くないと思う。
さて、言いたいことは二つ。

開発はたしかに無かった価値を創り出す。これにたいして、営業は売上げをつくるけれども
価値は産み出さないと考えられている気配がある。ちがう。営業も、ちゃんと価値をつくれ
るのだ。開発とは全く異なる形でー。
これがひとつ。

もうひとつは、営業が価値をつくる、その方法に、最近、新しいものが登場してきている。早く、
それに習熟しなければならないんじゃないか。これが二番目。
二番目の話を「たとえば ...」でいうと、差し当り、次の 3 つが気になる。

① 営業がつくる価値メッセージ
本社が、全顧客に向けて、マスメディアを通じて訴求するメッセージとはちがって、営業が 「そ
の日」「その店頭」「その顧客」にたいして選択をせまるメッセージが考えられる。これが
営業がつくる価値メッセージである。

② クロス・マーチャンダイジング
もともと生活は単品では成り立たない。すべてクロス・マーチャンダイジングが必要である。
その売り方の開発も営業の仕事である。

③ ロイヤリティ・マーケティング
全従業員に同じ賃金を支払う企業がないように、全顧客に同一対価の販売をすることも
考え直すべきときにきている。
この考え方の先に、新しい手法が、一杯出てきている。

ごらんのとおりである。営業は、ちゃんと価値を創造できるし、また、しなければならない
のである。面白くなかったと思う。すまん。
�
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MCEI マーケティング未来年表は
このQRコードでアクセスしてください。
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1983 年よりスタートした「百人百語」も、今号で通算 40 号を迎えることが出来ました。
延べ 4,000 人に及ぶマーケティング実務家の声を乗せながら 40 年間、絶えることなく
発行を続けることができたのも、ひとえに創刊以来ご寄稿いただいた皆様や、百人百語
の発刊を楽しみにお待ちいただいた皆様のおかげです。心より御礼を申し上げます。

2022年は水口健次創設理事長の生誕 90周年。ご健在でしたら卒寿を迎える年でした。
今回の「百人百語」ではこれを記念して、水口健次創設理事長の特集ページを組みました。
皆様からご感想をいただけますと幸いです。 

amazon やユニクロが世に出はじめた 90 年代中頃にその躍進を予言し、2000 年代初
頭に Z 世代について言及していた水口先生の慧眼と先見性には驚くばかりです。その知
見や視点を後世のマーケターに伝えるべく、MCEI 東京、大阪支部と合同で「水口ゼミナー
ル」を開催する準備も始めております。ご期待ください。

昨年 MCEI 東京支部は宮地新理事長を迎え、マーケティング実務家の協創プラットホー
ムとして新たなスタートを切りました。MCEI 会員の皆様にとっての「ベストプラクティス
の場」として、その活動をより広く知っていただくために、2022 年は様々なチャレンジを
してまいりました。会員各社へのヒアリング、各研究会のアンケートから見えてきた共通
課題をもとにスタートした「シン・Z 世代研究会」や「スキルアップ講座」。MCEI の若手マー
ケターが集結して立ち上げた社会貢献プロジェクト「もしエム」。会員同士が企業の枠を
超えて知恵を出し合い、プロセスも楽しみながら進めてくださっています。また、ドリンク
片手に気軽に参加できる「MCEI サロン」など、普段のセミナーとは違った雰囲気での交
流も始まっています。

今後も MCEI は、各研究会やスクールでの学び、会員同士の交流を通じて、皆様のお
役に立てる活動を積極的に進めてまいります。引き続き皆様のご支援・ご協力をよろしく
お願い申しあげます。

末筆になりますが、2023 年が皆様にとりまして良い年になりますよう祈念申し上げます。

2022 年 12 月
MCEI 東京支部　エンゲージメント向上委員会／事務局
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T O K Y O / O S A K A
MCEI is people, MCEI is education, MCEI is information,

MCEI is recognition, MCEI is professionalism

い ま 、 一 番 知 り た い テ ー マ に つ い て

い ま 、 一 番 議 論 し た い 人 た ち と 議 論 で き る

マ ー ケ テ ィン グ を 学 ぶ 人 々 に

広 く 門 戸 を 開 放 し た 組 織  そ れ が “ M C E I ” 

MCEI（Marketing Communications Executives International）は、マーケティングを学ぶ国内外
の人々を支援する事業を行い、広く門戸を開放し、生涯学習教育に寄与し、人々の豊かな暮らしを実現す
ることを目的とする組織です。スイスのジュネーブに国際本部があり、世界各地の支部がマーケティングを
通じて交流しています。

東京支部は 1969 年の設立以来、業種・業界を越えた多様な領域のマーケティング実務家が集まり、
相互に触発し合いながら「出会い」や「学び」「協創」「実践」の場を提供しています。

MCEI の源は、1954 年ニューヨークでセールスプロモーションの実務家が集まり、まだ体系化されてい
なかったノウハウの交流を始めた組織「SPEA（Sales Promotion Executives Association）」に端
を発します。日本では渡米研修した故水口健次氏（東京支部創設理事長）が SPEA でのマーケター同士
の交流に大きな感銘を受けて 1969 年に東京支部を設立。1972 年には大阪支部を設立しました。以来
マーケティング研究団体として会員のボランティアにより運営されてきました。

毎月の研究会開催、機関誌発行やマーケティング塾（ビジネススクール）の企画運営、会員による提言
集「百人百語」の発行や国際・アジア大会の開催・参加など幅広い活動を行い、マーケターの養成、国
際交流に努めてきました。

2001 年の NPO 法人設立後も、会員同士がともに力を寄せ合う「協創」の精神で、社会課題の解決に
向けた新価値創造のプラットフォームとして活動を続けています。

MCEIとは 

MCEIの歴史 




